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ᾀ．͵ಒᙲ 

横浜国立大学は、神奈川県に研究ᣐⅬを᭷する業、研究所、自体➼との㐃

ᦠᙉ化を目ⓗとして、ᆅᇦに開かれた学ⓗシン࣏ジウ࣒である「<18 研究イノ࣋

ーション࣭シン࣏ジウ࣒」をẖ年実している。 

年度のシン࣏ジウ࣒では、人々に㇏かさをもたらすスマート社会、SRFLHW\��0

というᮍ᮶ビジョンを取り上げ、ビジョン実現の᪉⟇として「͆ 業のࣔノ͇をサ

ービスにえる」というシナリオをᥦ♧した。 

今年度は、その後の SRFLHW\��0 の大きな㛵ᚰの高まりをཷけて、さらに一Ṍ

㋃み込んだᥦ言を行うこととし、ୗグෆᐜのシン࣏ジウ࣒を開ദした。 

 

࣭ྡ⛠ 

<18 研究イノ࣋ーション࣭シン࣏ジウ࣒ �01� 

ヘルスケアのために大学とᆅᇦが㐃ᦠする 

SRFLHW\��0 実現に向けた横浜国立大学の͆もう一つのᥦ言͇ 

 

࣭ദ 

国立大学ἲ人横浜国立大学 

 

࣭後援 

神奈川県 

横浜ᕷ経済ᒁ 

川ᓮᕷ 

ᆅ᪉⊂立行ᨻἲ人神奈川県立産業技術総合研究所 

ᰴᘧ会社横浜㖟行 

 

࣭日時 

�01� 年 11 ᭶ �� 日（ⅆ） 1��00㹼1��00 

 

࣭ሙ所 

はまࡂん࣍ールヴィアマーレ（横浜ᕷす༊みなとみらい ����1） 

 

ᾀ．ᾀ ͵ឯଓ 

本シン࣏ジウ࣒の開ദ㊃᪨は、以ୗの通りとした。 

 

������������������������������������������������������������������������ 

私㐩、横浜国立大学は年度のシン࣏ジウ࣒において、人々に㇏かさをもたら
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す㉸スマート社会、SRFLHW\��0 というᮍ᮶ビジョンを実現する᪉⟇として、「͆ 

業のࣔノ͇をサービスにえる」というシナリオをᥦ♧した。 

ICT（ሗ通ಙ㸤コࢽ࣑ࣗケーション）、人ᕤ▱能、ロボットを୰᰾に、実ୡ⏺

とサイࣂー✵間をつなࡄ「C3S（サイࣂーフィジカルシステࢬ࣒）」を実現するこ

とで、あらࡺる͆ࣔノ͇がサービス化され、新たな産業が生まれてくるシナリオ

である。 

 

では、その後の動きはどうなっているのか。ࣔビリティの分野では、㌴と㌴を

C3S で一つにつなげることで、自動㐠㌿やカーシェアにຍえ、ሗ通ಙやಖ㝤など

の分野の新たなサービスまで᳨ウされるようになってきた。エࢿルࢠー、ヘル

スケア、さらには大つᶍインフラの分野でもྠ様な動きが拡がっている。 

 

そこで、こうしたኚ化にᑐ応すく、今年度のシン࣏ジウ࣒では、さらに一Ṍ

㋃み込んだᥦ言を行うこととした。SRFLHW\��0 を実現する分野として「ヘルスケ

ア」、そのための組みとして「大学とᆅᇦの㐃ᦠ」に╔目し、神奈川に SRFLHW\��0

をᵓ⠏していく᪉⟇を᳨ウする。 

シン࣏ジウ࣒では、᭱ ึにヘルスケアをᕠるᆅᇦの動向をᢕᥱし、͆本学のᙉみ͇

であるロボット、もの࡙くり、イノ࣋ーションなどの研究とヘルスケアとの㛵わ

りをㄝ明する。その上で、これらの特ᚩを活かし、ヘルスケアのために大学とᆅ

ᇦが本Ẽで㐃ᦠしていく組みや᪉ἲを㆟ㄽする。 

 

ᾀ．２ プロἂἻἲ 

本シン࣏ジウ࣒のプロࢢラ࣒は、以ୗの通りとした。 

 

������������������������������������������������������������������������ 

࣭1��00㹼1��10 開会ᣵᣜ 

横浜国立大学 学長 長㇂㒊ຬ一 

 

➨一㒊 ᆅᇦと本Ẽで㐃ᦠするための͆横浜国立大学のᡓ␎͇ 

࣭1��10㹼1���0 ᆅᇦ㐃ᦠビジョン 

横浜国立大学 研究᥎進機ᵓ 産学ᐁ㐃ᦠ᥎進㒊㛛 㒊㛛長࣭ᩍᤵ 㔠Ꮚ┤ဢ 

 

➨㒊 ヘルスケア、ᆅᇦ、そして͆横浜国立大学のᙉみ͇ 

࣭1���0㹼1��00 「ᆅᇦ」とヘルスケア 

「神奈川県の �0 年の科学技術ᨻ⟇から⪃ᐹするᆅᇦイノ࣋ーション࣭エコシ

ステ࣒」 
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神奈川県ᨻ⟇ᒁヘルスケア࣭ࣗࢽーフロンティア᥎進本㒊ᐊ ∾野義அ 

᭱先➃医療産業ࢢループリーダー 

神奈川県ᆅᇦイノ࣋ーション࣭エコシステ࣒形成プロࢢラ࣒ 

業プロデࣗーサー 

࣭1��00㹼1���0 「ロボット」とヘルスケア 

「リアルハプティクスが拓くᮍ᮶医療」 

横浜国立大学 大学㝔ᕤ学研究㝔 ᩍᤵ ୗ野ㄔ通 

࣭1���0㹼1��00 「もの࡙くり」とヘルスケア 

「ḟୡ代もの࡙くりによる医療ヘルスケア࣭イノ࣋ーション」 

横浜国立大学 大学㝔ᕤ学研究㝔 ᩍᤵ ᑿ 

<18 もの࡙くりライフイノ࣋ーション研究ᣐⅬ ᣐⅬ長 

࣭1��00㹼1���0 「イノ࣋ーション」とヘルスケア 

「ቃ⏺を㉺えること㸸経Ⴀ学研究が♧すイノ࣋ーション実現のエッセンス」 

横浜国立大学 大学㝔国㝿社会科学研究㝔 ᩍᤵ 大㞞ஓ 

࣭1���0㹼1���0 ఇ᠁ 

➨୕㒊 ͆本Ẽのᆅᇦ㐃ᦠ͇をᵓ⠏するためのල体⟇ 

࣭1���0㹼1���0 パࢿルディスカッション 

パࢿリスト㸸 

神奈川県 ∾野義அ 

神奈川県立産業技術総合研究所 科学技術コーディࢿーター ஂ野Ꮥ⛱ 

ᰴᘧ会社横浜㖟行 ἲ人Ⴀ業㒊 㒊長 㭯野ὒ 

ᰴᘧ会社日本医療機ჾ開発機ᵓ 取⥾ᙺ 㹁㹀㹍 ▼大ᶞ 

ࣔデレーター㸸 

横浜国立大学 㔠Ꮚ┤ဢ 

࣭1���0㹼1��00 㛢会ᣵᣜ 

横浜国立大学 ⌮（研究࣭ホ価ᢸᙜ）࣭ 学長 ᳃ୗಙ 

ᾀ．ᾂ ͵ኽௐ 

�01� 年 11 ᭶ �� 日に、はまࡂん࣍ールヴィアマーレにて、<18 研究イノ࣋ーシ

ョン࣭シン࣏ジウ࣒ �01� を開ദした。ẖ年実するᆅᇦに開かれた学ⓗシン࣏
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ジウ࣒で、神奈川県に研究ᣐⅬを᭷する業、研究所、自体➼との㐃ᦠᙉ化を

目ⓗとしている。 

前ᅇのシン࣏ジウ࣒では、͆ 本Ẽの産学㐃ᦠ͇をᵓ⠏するための「横浜国立大学

のᡓ␎」として、人々に㇏かさをもたらすスマート社会、SRFLHW\��0 というᮍ᮶

ビジョンを取り上げ、ビジョン実現の᪉⟇として「͆ 業のࣔノ͇をサービスに

える」というシナリオをᥦ♧した。今ᅇのシン࣏ジウ࣒では、その後の SRFLHW\��0

。の大きな㛵ᚰの高まりをཷけて、さらに一Ṍ㋃み込んだᥦ言を行っている

SRFLHW\��0 を実現する分野として「ヘルスケア」、そのための組みとして「大学

とᆅᇦの㐃ᦠ」に╔目し、神奈川に SRFLHW\��0 をᵓ⠏していく᪉⟇を᳨ウした。 

シン࣏ジウ࣒では、᭱ึにヘルスケアをᕠるᆅᇦの動向として、神奈川県ヘル

スケア࣭ࣗࢽーフロンティア᥎進本㒊ᐊ ∾野義அࢢループリーダーより、「神奈

川県の �0 年の科学技術ᨻ⟇から⪃ᐹするᆅᇦイノ࣋ーション࣭エコシステ࣒」が

♧された。ḟに、これらを支える͆本学のᙉみ͇として、ロボット、もの࡙くり、

イノ࣋ーションの研究を取り上げている。➨一が、ヘルスケアのためのロボット。

ୗ野ㄔ通ᩍᤵが「リアルハプティクスが拓くᮍ᮶医療」の取り組みをㄝ明した。

➨が、ヘルスケアのためのもの࡙くり。ᑿᩍᤵが「ḟୡ代もの࡙くりに

よる医療ヘルスケア࣭イノ࣋ーション」についてㄝ明している。➨୕が、ヘルス

ケアのためのイノ࣋ーション。大㞞ஓᩍᤵが「ቃ⏺を㉺えること㸸経Ⴀ学研

究が♧すイノ࣋ーション実現のエッセンス」をᥦ♧した。 

その上で、後༙のパࢿルディスカッションでは、神奈川県立産業技術総合研究

所 ஂ野Ꮥ⛱科学技術コーディࢿーター、横浜㖟行ἲ人Ⴀ業㒊 㭯野ὒ㒊長、日本

医療機ჾ開発機ᵓ ▼大ᶞチーフビジࢿスオフィサーなどをパࢿリストに㏄え、

大学とᆅᇦが本Ẽで㐃ᦠする組みや᪉ἲを᳨ウした。本Ẽのᆅᇦ㐃ᦠを᥎進し

ていくල体⟇として、「イノ࣋ーション࣭エコシステ࣒」や「ᆅᇦに新たな業を

もたらす㐃ᦠ」をᵓ⠏するためのㄢ㢟について、会ሙに㞟まった⣙ 1�0 ྡのཧຍ

者をྵめ、活発なព見がฟされている。 

これらの㆟ㄽを㋃まえ、ヘルスケアのために大学とᆅᇦが㐃ᦠし、神奈川に

SRFLHW\��0 を実現する取り組みを展開していく。 
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２．ႆᘙϋܾ 

本シン࣏ジウ࣒におけるᥦ言として、「➨一㒊 ᆅᇦと本Ẽで㐃ᦠするための 

͉横浜国立大学のᡓ␎ 」͇ཬࡧ「➨㒊 ヘルスケア、ᆅᇦ、そして͆横浜国立大

学のᙉみ 」͇にて発表したෆᐜを、以ୗにまとめて♧す。 

２．ᾀ ע؏とஜൢỂᡲઃẴỦẺỜỉḛ横浜国立大学ỉဦḜ 

 ᡲઃἥἊἹὅ؏ע

横浜国立大学 研究ਖ਼ᡶೞನ င学ܫᡲઃਖ਼ᡶᢿᧉ ᢿᧉᧈὉ教授 ܇ႺՁ 

年、私㐩はこのシン࣏ジウ࣒で SRFLHW\��0 というᮍ᮶ビジョンを取り上げ、これ

を実現するための᪉⟇として「業のࣔノをサービスにえる」というシナリオをᥦ

言した。そのෆᐜは、ḟのようなものだ。 

᭱ึに �0�0 年のᮍ᮶ビジョンとして、୕つのኚ化を♧した。➨一が、人ཱྀᵓ㐀のኚ

化。☜実に高㱋化が進行し、人ཱྀῶᑡが生ࡎる。このᑡᏊ高㱋化の୰で、今のような

㇏かな経済社会を実現していくには、生産性の向上、ຍ価値の向上がྍḞになっ

てくる。 

➨が、産業ᵓ㐀のኚ化。࣌ティクラークのἲ๎にᚑい、日本をྵむ先進国ではサ

ービス産業の合がቑ大していく。こうした状況のୗで生産性を向上し、ຍ価値を

高めるにはどうすればいいか。ᚲ↛ⓗにあらࡺる産業がサービス化、システ࣒化の᪉

向に向かうことになる。 

➨୕が、社会ᵓ㐀のኚ化。ICT（ሗ通ಙ㸤コࢽ࣑ࣗケーション）、人ᕤ▱能、ロボ

ットなどのሗ科学技術のᙺが、これまでの「ビジࢿスのクリティカルインフラ」

から「社会のクリティカルインフラ」と進化していく。 

その⤖ᯝ、「人ཱྀᵓ㐀のኚ化」と「産業ᵓ㐀のኚ化」に呼応した「社会ᵓ㐀のኚ化」

として、「実ୡ⏺」と「サイࣂー✵間」の一体化が㉳こってくる。これが、私㐩が

SRFLHW\��0 というᮍ᮶ビジョンにὀ目した⌮⏤だ。 

日本はこれから人々に㇏かさをもたらす㉸スマート社会、SRFLHW\��0 というᮍ᮶ビ

ジョンに向かうことになる。実ୡ⏺とサイࣂー✵間をつなࡄ C3S（サイࣂーフィジカ

ルシステࢬ࣒）を㥑使することで、社会に新たな価値を生みฟすヨみだ。

では、どうやってこれを実現していくのか。そのための᪉⟇として、年、私㐩は

「業のࣔノをサービスにえる」というシナリオをᥦ♧した。ICT、人ᕤ▱能、ロボ

ットを୰᰾とする C3S がฟ現することで、あらࡺるものがサービス化され、新たな産

業が生まれてくるシナリオになる。 

つまり、C3S がฟ現すると、すての産業セࢢメントでアナロࢢのプロセスがデジ

タル化していく。そうすると業立ᆅがኚ化する。ㄡにఱを売るかがኚわってくる。

ǽǽ国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構

YNU研究イノベーション・シンポジウム2018

ヘルスケアのために大学と地域が連携する  5



そのために、今までࣔノを作っていた会社がサービス化される。この⤖ᯝ、業のࣔ 

ノをサービスにኚえるためのビジࢿスࣔデルがᚲ要になってくる。こうしたシナリオ

をᥦ♧したわけだ。 

では、このシン࣏ジウ࣒の後にఱが㉳こったか。まࡎ、私㐩、横浜国立大学におい

て大きなኚ化があった。それは、業のࣔノをサービスにえるための産学㐃ᦠ が生

まれ、拡大したこと。現在、ࣔビリティをテーマとした」ᩘの㐃ᦠ研究が進められて

いる。 

ୡの୰は、どうだったか。ここでもやはり、ࣔビリティを୰ᚰに大きなኚ化が㉳こ 

っている。㌴と㌴を C3S で一つにつなげることで、自動㐠㌿やカーシェアにຍえ、 

ሗ通ಙやಖ㝤などの新たなサービスまで᳨ウされるようになってきた。エࢿルࢠー、

ヘルスケア、大つᶍインフラの分野でもྠ様な動きが拡がっている。

実㝿にఱが㉳こっているのか。㡰を㏣ってㄝ明する。まࡎ、C3S のฟ現により、実

社会で㉳こる様々な㇟が、サイࣂー✵間で「᳨▱」され、「ฎ⌮」され、その後の「ᑐ 

応」がỴめられるようになってくる。その⤖ᯝ、ࣔビリティやヘルスケアなどの分野

で使われているࣔノが一つにつながって、システ࣒になり、新たなサービスが生まれ

てくる。 

すると、先どㄝ明したように、業のサービス化が㉳こってくる。C3S のฟ現に

より、ての産業セࢢメントでアナロࢢのプロセスがデジタル化されていく。その⤖ 

ᯝ、業立ᆅがኚ化し、今までࣔノを作っていた会社がサービス化されるわけだ。そ

して、この時に㉳こるのは新たな価値のฟであり、価᱁➇தのビジࢿスではない。

社会の୰に新たな価値、産業にとっての新たな価値が生まれてくることになる。 

こうして、業のࣔノがサービス化されると、その後にఱが㉳こるのか。そのサー

ビスがシェアされるようになり、そのためのデータが新たなビジࢿスになってくる。 

⤖ᯝとして、「サービスエコノ࣑ー」「シェアリンࢢエコノ࣑ー」「データエコノ࣑ー」

という � つのエコノ࣑ーがㄌ生する。現在、これらの � つのエコノ࣑ーが拡大してい

る。 

業のࣔノをサービス化するというのは、✺きワめて⪃えると、➨一に「ࣔノの 

用形ែをどうするか」、➨に「C3S でఱをኚえるのか」ということでỴまってくる。

これをうまく活用してࣔノをサービス化している代表が、࣑シࣗランだ。 

 シࣗランはタイࣖメーカーだが、このタイࣖをサービスにኚえている。ල体ⓗに࣑

ఱをしたのかというと、それまで大型トラックのタイࣖを販売していたが、この販売

をやめた。販売せࡎに、リースするようにした。 

そしてリースしたトラックのタイࣖがどれくらい使われているか、C3S を使ってࣔ 

でどれくらい㉮ったかが分かるので、㉮行㊥離にࢢタリンࢽࣔ。しているࢢタリンࢽ

応ࡌたㄢ㔠サービスを展開しているのだ。 
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こうして、࣑シࣗランはタイࣖというࣔノをサービスにኚえた。さらに、ࣔࢽタリ

ンࢢでタイࣖのᦆയ度もᢕᥱできるので、メンテナンスサービスというもう一つの新

たなサービスにも取り組んでいる。 

シン࣏ジウ࣒の後のኚ化を㏣って、もう一つ分かったことがある。それは、� つの

エコノ࣑ーのㄌ生により、C3S とは┤᥋㛵わりを持たない分野においても、新たなビ

ジࢿスがḟ々と生まれるようになること。つまり、C3S は、業を行う┙㠃をえる

技術、ࢤー࣒チェンジン࣭ࢢテクノロジーとしてのᙺをᯝたす。 

そして C3S がいったんビジࢿスにᑟ入されると、「サービス化」「シェアリンࢢ」「デ 

ータ化」を⧞り㏉しながら、⥅⥆してその形ែが進化するようになってくる。このた

め、生まれてくる「ḟのビジࢿス」に先ᅇりしたものに、機がᕠってくるようにな

る。 

本日のシン࣏ジウ࣒では、ここから先の話をする。ḟにὀ目すき分野はどこか。

それはヘルスケアになる。ヘルスケアをᑐ㇟に、今年度シン࣏ジウ࣒でఱをᥦ言する

のか。今までㄝ明してきたことをまとめる。 

年度のシン࣏ジウ࣒において、横浜国立大学は、人々に㇏かさをもたらす㉸ 

スマート社会、SRFLHW\��0 というᮍ᮶ビジョンを取り上げ、ビジョン実現の᪉⟇ 

として「͆ 業のࣔノ͇をサービスにえる」というシナリオをᥦ♧した。ICT、

人ᕤ▱能、ロボットを୰᰾とする C3S がฟ現することで、あらࡺる͆ࣔノ͇がサ 

ービス化され、新たな産業が生まれてくるシナリオになる。 

その後の動きはどうなったのか。➨一に、 横浜国立大学では、ࣔビリティをテ 

ーマとした「͆業のࣔノ͇をサービスにえる」ための産学㐃ᦠが拡大した。 

➨に、社会においては「サービスエコノ࣑ー」「シェアリンࢢエコノ࣑ー」「デ 

ータエコノ࣑ー」の � つのエコノ࣑ーのㄌ生により、C3S とは┤᥋㛵わりをもたな

い分野でも新たなビジࢿスが生まれるようになってきた。 

今、ఱが㉳こっているか。もう一度ᩚ⌮する。ての産業セࢢメントで、アナ

ロࢢのプロセスが C3S によりデジタル化されていく。その⤖ᯝ、業立ᆅがኚ化

し、今までࣔノを作っていた会社がサービス化される。 

業のࣔノがサービス化されると、そのサービスがシェアされるようになり、

そのためのデータが新たなビジࢿスになってくる。⤖ᯝとして、「サービスエコノ 

 ーがㄌ࣑の � つのエコノ「ー࣑データエコノ」「ー࣑エコノࢢシェアリン」「ー࣑

生する。 

そして、� つのエコノ࣑ーのㄌ生により、C3S とは┤᥋㛵わりを持たない分野に

おいても、新たなビジࢿスがḟ々と生まれてくるようになる。つまり、C3S は、 

業を行う┙㠃をえる技術、ࢤー࣒チェンジン࣭ࢢテクノロジーとしてのᙺを
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ᯝたす。 

以上から分かるように、SRFLHW\��0 というᮍ᮶ビジョンは、これからはての

産業セࢢメントにおいて「業を行う┙㠃」がわり、「新たなビジࢿス」がḟ々

と生まれてくることをពしている。 

こうした動きはࣔビリティにおいてすでに拡大しており、これからはヘルスケ

アと展開していく。

そこで、今年度のシン࣏ジウ࣒では、さらに一Ṍ㋃み込んだᥦ言を行うことと

した。 

SRFLHW\��0 を実現する分野として「ヘルスケア」、そのためのሙとして 「ᆅᇦ」

に╔目し、神奈川に SRFLHW\��0 をᵓ⠏していく᪉⟇を᳨ウする。 

合わせて、そのための͆本Ẽのᆅᇦ㐃ᦠ͇をᵓ⠏する組みとして、「イノ࣋ー

ション࣭エコシステ࣒」のල体化について㆟ㄽする。
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とஜൢỂᡲઃẴỦẺỜỉḛ横浜国立大学ỉဦḜ؏ע

２ᾀᾇ࠰ᾀᾀஉ２ᾆଐ

横浜国立大学 研究ਖ਼ᡶೞನ 教授

Ẕᾨᾝᾤ研究ỶἠἫὊἉἹὅὉἉὅἯἊỸἲ２ᾀᾇẕ

င学ܫᡲઃਖ਼ᡶᢿᧉᧈ ܇ႺՁ

Ẕ２ᾀᾆࡇ࠰ỉ横浜国立大学ỉ੩ᚕẕ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵐ

ᾀ．２ᾄ࠰ỉ未来ἥἊἹὅḛଐஜᅈ˟ỊỄẮỆӼẦạỉẦḜ

Ṽ「ʴӝನᡯỉ҄٭」 とẲềẆᄩܱỆ᭗ᱫ҄がᡶᘍẲẆʴӝถݲがဃẵỦẇẸỉʴӝ
ถݲ下ỂᝅẦễኺฎᅈ˟ửܱྵẴỦẺỜỆẆɟʴẝẺụỉဃငࣱỉӼɥẆ˄ь̖͌
ỉӼɥが࣏ᙲỆễẾềくỦẇ

Ṽ「ငಅನᡯỉ҄٭」 とẲềẆἬティクἻὊクỉඥЩỆؕỀẨẆଐஜửԃớέᡶ国ỂỊᾖᾓᾟ
ỆҩỜỦἇὊἥスငಅỉлӳがᾆήửឬảỦཞඞỆᐱẾềẟỦẇẮạẲẺཞඞ下Ểɟʴ
ẝẺụỉဃငࣱỉӼɥẆ˄ь̖͌ỉӼɥửܱྵẴỦẺỜỆẆẝỤỡỦငಅが 「ἇὊἥス҄
ὶἉステἲ҄」 ồとӼẦẾềẟくẇ

Ṽ「ᅈ˟ನᡯỉ҄٭」 とẲềẆऴإᅹ学২ᘐ ίᾘᾒᾣᾊऴإ通̮ὶἅἱἷἝケὊἉἹὅẆ
ʴ工ჷᏡẆロボットễỄὸ ỉࢫлがẆࢼ来ỉ 「ἥἊスỉクリティỽルỶὅἧἻ」 ẦỤ
「ᅈ˟ỉクリティỽルỶὅἧἻ」 ồとᡶ҄Ẳềẟくẇ

ṼẸỉኽௐẆ「ʴӝನᡯỉ҄٭」 と 「ငಅನᡯỉ҄٭」 ỆԠࣖẲẺ 「ᅈ˟ನᡯỉ҄٭」
とẲềẆ「ܱɭမ」 と 「ἇỶἢὊᆰ᧓」 ỉɟ˳҄がឪẮẾềくỦẇ

「ᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．」 とẟạ未来ἥἊἹὅ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵑ

ṼẮủẦỤỉଐஜがႸਦẴ૾ӼとẲềẆʴẉỆᝅẦẰửờẺỤẴឬスἰὊトᅈ˟Ẇ
ᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．とẟạ未来ἥἊἹὅがਫ਼ậỤủềẟỦẇܱɭမとἇỶἢὊᆰ᧓ửếễẫ
「ᾒᾟᾢ ίἇỶἢὊἧィἊỽルἉステἲἌὸ」 ửᬝ̅ẴỦẮとỂẆᅈ˟ỆૼẺễ̖͌ử
ဃỚЈẴᚾỚỆễỦẇ

ṼᾨᾝᾤỊẆᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．ửܱྵẴỦẺỜỉ૾ሊとẲềẆ「ḛ˖ಅỉἴἠḜửἇὊἥスỆ
੭ảỦ」 ẮとỆბႸẲẺẇᾘᾒᾣ ίऴإ通̮ὶἅἱἷἝケὊἉἹὅὸẆʴ工ჷᏡẆロボット
ửɶఋとẴỦᾒᾟᾢがЈྵẴỦẮとỂẆẝỤỡỦḛἴἠḜがἇὊἥス҄ẰủẆૼẺễငಅ
がဃộủềくỦἉἜリỼỆễỦẇ

ṶᾒᾟᾢỉЈྵỆợụẆμềỉငಅἍἂἳὅトỂẆアἜロἂỉプロἍスがἙἊἑル҄Ẳềẟくẇ

ṶẸỉẺỜẆʙಅ立ע ίᛡửႻỆ˴ử٥ỦẦὸ が҄٭ẲẆʻộỂἴἠử˺ẾềẟẺ˟ᅈ
がἇὊἥス҄ẰủỦẇ

ṶẮỉኽௐẆ「ḛ˖ಅỉἴἠḜửἇὊἥスỆ੭ảỦ」 ẺỜỉૼẺễἥἊスἴἙルが࣏ᙲ
ỆễẾềくỦẇ

ṼếộụẆ「ἴἠỀくụ」 ử 「ἅトỀくụ」 Ệ٭ảỦẮとỂૼẺễἇὊἥスửဃỚЈẲẆ
ἇὊἥスử通ẳềʴẉỆᝅẦẰửờẺỤẲềẟくἉἜリỼがẆ未来ỉᦆử੮ỦợạỆ
ễẾềくỦẇ

２ḗᾀ．「ᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．」 とỊ˴Ầ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵒ
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ṼμềỉငಅἍἂἳὅトỂẆアἜロἂỉプロἍスがἙἊἑル҄Ẳềẟくẇ

ṼẸỉኽௐẆʙಅ立עが҄٭ẲẆʻộỂἴἠử˺ẾềẟẺ˟ᅈがἇὊἥス҄ẰủỦẇ
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２ḗ２．「ᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．」 とỊ˴Ầ

ẔẸủẦỤ˴がឪẮẾẺẦẕ
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ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵔ

ᾂ．ẸủẦỤ˴がឪẮẾẺẦૼẺễင学ᡲઃỉޒ

ṼᾨᾝᾤỆấẟềỊẆἴἥリティửテὊἰとẲẺ 「ḛ˖ಅỉἴἠḜửἇὊἥスỆ੭ảỦ」
ẺỜỉင学ᡲઃがਘ大ẲẺẇ

ṼἴἥリティỉЎ野ỂỊẆとửᾒᾟᾢỂɟếỆếễậỦẮとỂẆᐯѣᢃ᠃ở
ỽὊἉỹアリὅἂỆьảẆऴإ通̮ở̬ᨖễỄỉ˂Ў野ỉૼẺễἇὊἥスộỂ
౨᚛ẰủỦợạỆễẾềẨẺẇ

ṼヘルスケアẆỺルἀὊẆẰỤỆỊ大ᙹỶὅἧἻỉЎ野ỂờӷಮễѣẨが
ਘがẾềẟỦẇ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵕ

ṼᾒᾟᾢỉЈྵỆợụẆܱᅈ˟ỂឪẮỦಮẉễʙᝋがẆἇỶἢὊᆰ᧓ỉɶỂ 「౨ჷ」 ẰủẆ「ϼྸ」 ẰủẆ
Ẹỉࢸỉ 「ࣖݣ」 がൿỜỤủỦợạỆễẾềくỦẇ

ṼẸỉኽௐẆ「ἴἥリティ」 ở 「ヘルスケア」 ễỄỉЎ野Ểḛ̅ỪủềẟỦἴἠḜがẆɟếỆếễがẾềẆ
ἉステἲỆễụẆૼẺễἇὊἥスがဃộủỦẇ

ᾃ．ẸủẦỤ˴がឪẮẾẺẦ「ܱᅈ˟」 と 「ἇỶἢὊᆰ᧓」 ỉᗡӳ

ܱᅈ˟

ἇỶἢὊᆰ᧓

ᗡ ්通 ˰އ ᘍ ὉὉὉᙌᡯ

ỺルἀὊ ヘルスケアἴἥリティ 大ᙹỶὅἧἻ

౨ჷ
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ϼྸ
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ࣖݣ
ίアクἓἷỺὊἉἹὅὸ
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ᾄ．ẸủẦỤ˴がឪẮẾẺẦḛ˖ಅỉἴἠḜỉἇὊἥス҄

ṼμềỉငಅἍἂἳὅトỂẆアἜロἂỉプロἍスがᾘᾒᾣỆợụἙἊἑル҄Ằủềẟくẇ

ṼẸỉኽௐẆʙಅ立עが҄٭ẲẆʻộỂἴἠử˺ẾềẟẺ˟ᅈがẆἇὊἥス҄ẰủỦẇ
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ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ

ᾅḗᾀ．ẸủẦỤ˴がឪẮẾẺẦᾂếỉỺἅἠἱὊỉᛓဃ

ᝋᎍݣ

ᾑ ᶒᶍ ᾑ

ᾑ ᶒᶍ ᾒ

ἇὊἥスỺἅἠἱὊ ἉỹアリὅἂỺἅἠἱὊ

Мဇ࢟७

Ὁσஊ

٥ᝰὉʩ੭

Мဇע؏

ロὊỽル

ἂロὊἢル

Ṽ˖ಅỉἴἠがἇὊἥス҄ẰủỦとẆẸỉἇὊἥスがἉỹアẰủỦợạỆễụẆẸỉẺỜỉἙὊἑ
ίἥッἂἙὊἑὸ がૼẺễἥἊスỆễẾềくỦẇ

ṼኽௐとẲềẆ「ἇὊἥスỺἅἠἱὊ」 「ἉỹアリὅἂỺἅἠἱὊ」 「ἙὊἑỺἅἠἱὊ」 ỉᾂếỉỺἅἠἱὊ
がᛓဃẴỦẇ

ἙὊἑỺἅἠἱὊ

ᵗ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵏᵎ

ἥἊスἴἙル

ἴ ἠ

ἇὊἥス҄ ίἅトỀくụὸ

˄ь̖͌
ỉоЈ

ܲとỉ
̖͌Ўᣐ

ἴἠỉ
Мဇ࢟७

Ἶὅἑル

リὊス

 ஊ

ᾒᾟᾢỆợỦ
ૅੲ

ἴἝἑリὅἂ

ỼἬἾὊἉἹὅ

ἳὅテἜὅス

Ṽ「ἴἠ ίᵮᶐᶍᶂᶓᶁᶒὸᵋᵿᶑᵋᵿᵋᵱᶃᶐᶔᶇᶁᶃ」 ỉẺỜỉἥἊスἴἙルỊẆ「ἴἠỉМဇ࢟७ử
ỄạẴỦẦ」ẆẸẲề 「ᾒᾟᾢỂ˴ử٭ảỦẦ」 ỆợẾềܭộỦẇ

ṼཎỆẆ「ஊẦỤἉỹア ίἾὅἑルẆリὊス ễỄὸ ồỉ᠃੭」 ỆợỦ 「ἴἠỉἇὊἥス҄」
がදႸẰủềẟỦẇ

ᾅḗ２．ẸủẦỤ˴がឪẮẾẺẦᾂếỉỺἅἠἱὊỉᛓဃ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵏᵏ

ᾆ．ẸủẦỤ˴がឪẮẾẺẦʙಅửᘍạḛႴ᩿Ḝが੭ỪỦ

ἙὊἑỺἅἠἱὊ ἇὊἥスỺἅἠἱὊ ἉỹアリὅἂỺἅἠἱὊ

ᾒᾟᾢ

ᾒᾟᾢỉἥἊス

ᾒᾟᾢˌٳỉἥἊス

ṼᾂếỉỺἅἠἱὊỉᛓဃỆợụẆᾒᾟᾢとỊႺ᧙ỪụửਤẺễẟЎ野ỆấẟềờẆૼẺễἥἊスが
ഏẉとဃộủềくỦợạỆễỦẇ

ṼᾒᾟᾢỊẆʙಅửᘍạႴ᩿ử੭ảỦ২ᘐẆἄὊἲἓỹὅἊὅἂὉテクἠロἊὊとẲềỉࢫлửௐẺẴẇ

ϲ ϳ
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ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ

ṼᾒᾟᾢがẟẾẺỮἥἊスỆݰλẰủỦとẆ「ἇὊἥス҄」 「Ἁỹアリὅἂ」 「ἙὊἑ҄」 ửጮụᡉẲễがỤẆ
ዒዓẲềẸỉ࢟७がᡶ҄ẴỦợạỆễẾềくỦẇ

ṼẮỉẺỜẆဃộủềくỦ 「ഏỉἥἊス」 ỆέׅụẲẺờỉがẆѨೞửࢽỦẇ

ᾇ．ẸủẦỤ˴がឪẮẾẺẦ「ഏỉἥἊス」 ỆέׅụẴỦ

ビジネスⅡ

ᾒᾟᾢ

ゲーム
チェンジング

ビジネスⅢ

ᾒᾟᾢ

ゲーム
チェンジング

ビジネスⅣ

ゲーム
チェンジング

ᾒᾟᾢ

ビジネスⅠ

ᵏᵐ ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵏᵑ

ṼἴἥリティỉЎ野ỂỊẆがットὁὊク҄ẰủẆἉỹアリὅἂẰủẆỽὊἉỹアリὅἂ
がਘがẾềẟくẇ

ṼẸẲềẆɟӨỉが̅ỪủỦ᫁ࡇở᧓がف大ẲềẟẨẆỉᆙྙがႎỆ
᭗くễẾềくỦẇ

ṼẸạẴỦとẆとẲềỉ᎑ʁࣱỉӼɥがẆẮủộỂˌɥỆࢍく൭ỜỤủỦợạỆ
ễẾềくỦẇ

ᾈ．έׅụἉἜリỼỉ౨᚛̊ἴἥリティ

ṼẸỉኽௐẆಮẉễᐯѣᢿԼỆݣẲẆΟủẺ 「᎑ʁࣱ」 ử˄ɨẴỦẮとがẆᙌԼ
とẲềỉᇤʗщử᭗ỜỦợạỆễẾềくỦẇ

ṼếộụẆ˖ಅがᙌᡯẲềẟỦᐯѣᢿԼỉɭမỂỊẆ᎑ʁࣱử᭗ỜỦẺỜỉ
大学とỉ研究ᡲઃがᙲễᦆử੮ỦợạỆễẾềくỦẇ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ

「ܱᅈ˟」 と 「ἇỶἢὊᅈ˟」
ỉᗡӳࡇ

ἴἥリティὊ

ヘルスケア

大ᙹ
ỶὅἧἻ

ỺルἀὊ

リテỶル

ἳἙィア

ᾀ．ẮủẦỤ˴がឪẮỦỉẦᾒᾟᾢỆợỦငಅỉ᭗҄ࡇ

ᵏᵒ

ṼᾒᾟᾢửؕႴとẴỦငಅỉ᭗҄ࡇỊẆݣᝋとẴỦЎ野ỆợụẆẸỉᢋࡇが大ẨくီễỦẇ

Ṽ「ỺルἀὊ」 と 「大ᙹỶὅἧἻ」 ỊஇờࣖݣがủềấụẆẮỉẺỜẆᾒᾟᾢỉݰλỆ
ыẴủịẆᓸẲẟ᭗҄ࡇỉᡶޒがࢳỂẨỦẇ

㻔ฟ䠅 㼍㼏㼍㼠㼑㼏㼔 䛂㻿㻹㻭㻾㼀㻌㻿E㻾㼂㻵CE㻌㼃E㻸㼀 㻔㻹㼍㼞㼏㼔㻘 㻞㻜㻝㻠㻘 ཎ䛿㼍㼏㼏㼑㼚㼠㼡㼞㼑䠅䛃 にᇶ䛵䛝సᡂ

Ẕ２ᾀᾇࡇ࠰ỉ横浜国立大学ỉ੩ᚕẕ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵏᵔ

ᾀᾀḗᾀ．ヘルスケアỉẺỜỆ大学とע؏がᡲઃẴỦ

Ṽ２ᾀᾆࡇ࠰ỉᾨᾝᾤἉὅἯἊỸἲỆấẟềẆ横浜国立大学ỊẆʴẉỆᝅẦẰửờẺỤẴ
ឬスἰὊトᅈ˟ẆᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．とẟạ未来ἥἊἹὅửӕụɥậẆἥἊἹὅܱྵỉ૾ሊとẲề
「ḛ˖ಅỉἴἠḜửἇὊἥスỆ੭ảỦ」 とẟạἉἜリỼử੩ᅆẲẺẇ

Ṽᾘᾒᾣ ίऴإ通̮ὶἅἱἷἝケὊἉἹὅὸẆʴ工ჷᏡẆロボットửɶఋとẴỦᾒᾟᾢ ίἇỶἢὊ
ἧィἊỽルἉステἲἌὸ がЈྵẴỦẮとỂẆẝỤỡỦḛἴἠḜがἇὊἥス҄ẰủẆૼẺễငಅ
がဃộủềくỦἉἜリỼỆễỦ

ṼẸỉࢸỉѣẨỊỄạễẾẺỉẦẇᇹɟỆẆ ᾨᾝᾤỆấẟềỊẆἴἥリティửテὊἰとẲẺ
「ḛ˖ಅỉἴἠḜửἇὊἥスỆ੭ảỦ」 ẺỜỉင学ᡲઃがਘ大ẲẺẇ

ṼᇹʚỆẆᅈ˟ỆấẟềỊ 「ἇὊἥスỺἅἠἱὊ」 「ἉỹアリὅἂỺἅἠἱὊ」 「ἙὊἑ
ỺἅἠἱὊ」 ỉᾂếỉỺἅἠἱὊỉᛓဃỆợụẆᾒᾟᾢとỊႺ᧙ỪụửờẺễẟЎ野
ỂờૼẺễἥἊスがဃộủỦợạỆễẾềẨẺẇ

ṶμềỉငಅἍἂἳὅトỂẆアἜロἂỉプロἍスがᾘᾒᾣỆợụἙἊἑル҄Ằủềẟくẇ

ṶẸỉኽௐẆʙಅ立עが҄٭ẲẆʻộỂἴἠử˺ẾềẟẺ˟ᅈがἇὊἥス҄ẰủỦẇ

Ṷ˖ಅỉἴἠがἇὊἥス҄ẰủỦとẆẸỉἇὊἥスがἉỹアẰủỦợạỆễụẆẸỉẺỜỉ
ἙὊἑ ίἥッἂἙὊἑὸ がૼẺễἥἊスỆễẾềくỦẇ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵏᵕ

ᾀᾀḗ２．ヘルスケアỉẺỜỆ大学とע؏がᡲઃẴỦ

ṼᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．とẟạ未来ἥἊἹὅỊẆẮủẦỤỊμềỉငಅἍἂἳὅトỆấẟề
「ʙಅửᘍạႴ᩿」 が੭ỪụẆ「ૼẺễἥἊス」 がഏẉとဃộủềくỦẮとửॖԛ
ẲềẟỦẇ

ṼẮủỤỉѣẨỊ 「ἴἥリティ」 ỆấẟềẴỂỆਘ大ẲềấụẆẮủẦỤỊ 「ヘルスケア」
ồとޒẲềẟくẮとがʖेẰủỦẇ

ṶኽௐとẲềẆ「ἇὊἥスỺἅἠἱὊ」 「ἉỹアリὅἂỺἅἠἱὊ」 「ἙὊἑỺἅἠἱὊ」 ỉ
ᾂếỉỺἅἠἱὊがᛓဃẴỦẇ

ṶᾂếỉỺἅἠἱὊỉᛓဃỆợụẆᾒᾟᾢとỊႺ᧙ỪụửਤẺễẟЎ野ỆấẟềờẆ
ૼẺễἥἊスがഏẉとဃộủềくỦợạỆễỦẇ

ṶᾒᾟᾢỊẆʙಅửᘍạႴ᩿ử੭ảỦ২ᘐẆἄὊἲἓỹὅἊὅἂὉテクἠロἊὊとẲềỉ
лửௐẺẴẇࢫ

ṼẮạẲẺ҄٭ỆࣖݣẴỔくẆ２ᾀᾇࡇ࠰ỉᾨᾝᾤἉὅἯἊỸἲỂỊẆẰỤỆɟഩ
៊ỚᡂỮẻ੩ᚕửᘍạẮととẲẺẇ

12 13

14 1ϱ

1ϲ 1ϳ

ǽǽ国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構

YNU研究イノベーション・シンポジウム2018

ヘルスケアのために大学と地域が連携する  11



�

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵏᵖ

ᾀᾀḗᾂ．ヘルスケアỉẺỜỆ大学とע؏がᡲઃẴỦ

ṶᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．ửܱྵẴỦЎ野とẲề 「ヘルスケア」ẆẸỉẺỜỉئとẲề 「؏ע」
ỆბႸẲẆᅕډ߷ỆᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．ửನሰẲềẟく૾ሊử౨᚛ẴỦẇ

Ṷḛஜൢỉע؏ᡲઃḜửನሰẴỦˁኵỚとẲềẆ「ỶἠἫὊἉἹὅὉỺἅἉステἲ」 ỉ
φ˳҄ỆếẟềᜭᛯẴỦẇ

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵏᵗ

学

ỶἠἫὊἉἹὅὉỺἅἉステἲ

融
合
・
一
体
化

ハὊἛ

ᾀ２．ḛஜൢỉע؏ᡲઃḜửನሰẴỦˁኵỚỶἠἫὊἉἹὅὉỺἅἉステἲ

ṼᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．ỉܱྵỆỊẆૼẺễἥἊスửဃỚЈẴẺỜỉ 「ハὊἛ」 と 「Ἇἧト」 ửᗡӳὉɟ˳҄
Ẳềẟく 「ỶἠἫὊἉἹὅὉỺἅἉステἲ」 が࣏ᙲỆễỦẇ

ṼẸỉẺỜỆẆ「င」 「学」 「Ὁπܫ」 「ᗡὉʙಅ҄ૅੲ」 ễỄỉщỉኽᨼが൭ỜỤủỦẇ

ᗡὉʙಅ҄ૅੲ

Ὁπܫ

産
Ἇἧト

ᵰᶃᶑᶃᵿᶐᶁᶆ ᵧᶌᶇᶒᶇᵿᶒᶇᶔᶃᶑ ᵿᶌᶂ ᵮᶐᶍᶋᶍᶒᶇᶍᶌ ᵭᶐᶅᵿᶌᶇᶘᵿᶒᶇᶍᶌᵊ ᵷᶍᶉᶍᶆᵿᶋᵿ ᵬᵿᶒᶇᶍᶌᵿᶊ ᵳᶌᶇᶔᶃᶐᶑᶇᶒᶗ   ᵟᶊᶊ ᵰᶇᶅᶆᶒᶑ ᵰᶃᶑᶃᶐᶔᶃᶂᵌ ᵐᵎ

ᾀᾂ．ஜଐỉἉὅἯἊỸἲỉ්ủ

ṼヘルスケアửテὊἰỆẆᅕډ߷ỆᾢιᾲᾸᾴῃῈᾄ．ửನሰẲềẟく૾ሊửφ˳҄ẴỦẺỜẆ
ẮỉࢸẆˌ下ỉ්ủỂᜭᛯὉ౨᚛ửᘍạẇ

Ṽ「ᇹʚᢿ ヘルスケアẆע؏ẆẸẲềḛ横浜国立大学ỉࢍỚḜ」 ỂỊẆヘルスケアử߹Ủ
ỚḜỂẝỦロボットẆờỉỀくụẆỶἠἫὊἉἹὅễỄỉ研究ࢍỉѣӼửᅆẲẆḛஜ学ỉ؏ע
とヘルスケアとỉ᧙ỪụửᛟଢẴỦẇ

Ṷ「ע؏」 とヘルスケア

Ṷ「ロボット」 とヘルスケア

Ṷ「ờỉỀくụ」 とヘルスケア

Ṷ「ỶἠἫὊἉἹὅ」 とヘルスケア

Ṽ「ᇹɤᢿ ḛஜൢỉע؏ᡲઃḜửನሰẲềẟくẺỜỉφ˳ሊ」 ỂỊẆẮủỤỉཎࣉử
ẦẲẆヘルスケアỉẺỜỆ大学とע؏がஜൢỂᡲઃẲềẟくˁኵỚở૾ඥỆếẟề
ἣルἙィスỽッἉἹὅửᘍẟẆ「ỶἠἫὊἉἹὅὉỺἅἉステἲ」 ỉφ˳҄ửႸਦẴẇ

ṼẸỉɥỂẆἉὅἯἊỸἲࢸỉ 「ऴإʩ੭˟」 ỂỊẆἣルἙィスỽッἉἹὅỉᜭᛯử
ỂẆᜒᎍẆἣリストẆἉὅἯἊỸἲӋьᎍỉ᧓Ể࢟Ẩዒẫࡽ 「բ᫆ॖᜤ」 ửσஊẲẆ
「ʻࢸỉアクἉἹὅ」 ử౨᚛ẲẆẮủỤử通ẳ 「ႻʝỉットὁὊク」 ửನሰὉ҄ࢍẴỦẇ

18 19
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２．２ ヘルスケアẆע؏ẆẸẲềḛ横浜国立大学ỉࢍỚḜ 

２．２．ᾀ 「ע؏」 とヘルスケア 

「ᅕډ߷Ⴤỉᾂ࠰ỉᅹ学২ᘐሊẦỤᎋݑẴỦע؏ỶἠἫὊἉἹὅὉỺἅἉステἲ」 

ᅕډ߷ჄሊޅヘルスケアὉἝἷὊἧロὅティアਖ਼ᡶஜᢿܴ ཊ野፯ʂ 

இέᇢ医療ငಅἂルὊプリὊἒὊ 

ᅕډ߷Ⴤע؏ỶἠἫὊἉἹὅὉỺἅἉステἲ࢟プロἂἻἲ 

иʙಅプロἙἷὊἇὊ 

私からは �0 年間、神奈川県が科学技術ᨻ⟇を展開してきており、現在、ᆅᇦイノ࣋

ーション࣭エコシステ࣒という取り組みを᥎進しているので、これらの経㦂を通ࡌた

様々な取り組みについてㄝ明する。 

まࡎ、神奈川県が᭷する࣏テンシࣕルとして、ᾏ外一国なみの科学技術や産業の㞟

✚がᣲげられる。もう一つのᙉみとして、㤳㒔ᅬとしての࣏テンシࣕルがあり、これ

らを一体ⓗに活用できるᆅᇦⓗඃ性性を持つことが、神奈川の大きな特ᚩとなってい

る。 

神奈川における産学බ㐃ᦠ活動だが、1��0 年、産業の✵Ὕ化がྉばれた時、横浜国

立大学経済学㒊ฟ身の長Ὢඖ▱が「神奈川を研究開発のメッカにする」ための㢌⬻

センターᵓをᥦၐした。そしてᖹ成に入り、㤳㒔ᅪと神奈川の⤖⠇ⅬのṊⶶ⁁ノཱྀ

に、アジアでึめてのサイエンスパークがᘓタされた。そこから神奈川県の科学技術

の取り組みが本᱁化していく。᭱㏆では、ᮾி国㝿✵ のከᦶ川をᣳんだ向かいഃ

のẊ⏫において、科学技術活動が活発化している。 

県の科学技術ᨻ⟇については、ᖹ成ᙜึから科学技術大⥘を⟇ᐃしており、ᖹ成 �

年に国が科学技術基本ἲをไᐃする前から、体⣔ⓗな科学技術ᨻ⟇を進めている。� 年

ẖに⟇ᐃされる国の科学技術基本ィ画をᫎしながら、㝶時ᨵᐃを行っている。 

現在の㯮ᒾ▱がᖹ成 �� 年にᑵ௵した時から、㉸高㱋社会のᑐ応を神奈川とし

てしっかり取り組んでいくということで、ヘルスケア࣭ࣗࢽーフロンティアᵓがᥦ

ၐされ、現在に⮳っている。 

ᡃ々のㄢ㢟ㄆ㆑として、皆さんࡈ存ࡌのように年㱋ᵓ成が㏫ࣆラ࣑ッドになってく

ることがあり、そうなると、現在の行ᨻシステ࣒のままではᑐ応がᅔ㞴になってくる。 

そのための新たなᑐ応として、一つは᭱先➃の科学技術でしっかりと社会を支えて

いくというアプローチ。もう一つはඖẼな高㱋者の実現。つまり、支えられる存在か

ら支える存在の行動ኚᐜをおこしていくことを目ᣦしている。 

こうしたㄆ㆑に基࡙き、私㐩はヘルスケア࣭ࣗࢽーフロンティアᨻ⟇を᥎進してい

る。そのために、科学技術の活用から᭱先➃医療、᭱新技術の㏣ཬをしっかり進めて
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いく。さらに、1 人 1 人の行動ኚᐜをಁす。ᗣとẼをඖㄽで分けるのではなく、

医療を大切にしながら、日々の行動ኚᐜによりᗣഃに自らをシフトしていく。いわ

⼥るᮍという⪃え᪉、これをしっかりやっていく。こうしたつのアプローチをࡺ

合展開することで、ᗣᑑのᘏఙと新産業のฟをᅗるというのが基本ⓗ⪃え᪉と

なっている。 

行ᨻとして୕つの特༊を活用しながら、科学技術の社会実装活動とも㐃ᦠしながら、

༠ാしていく取り組みを展開している。先ど⤂介したẊ⏫、これはඖいすのᕤሙ

㊧ᆅになるが、ここではୡ⏺ⓗなライフサイエンス⣔の大学、業の㞟✚が進んでお

り、県の᪉でも生࣭⣽⬊医療の産業化ᣐⅬのライフイノ࣋ーションセンター、県立

ಖ⚟♴大学、KISTEC のラボなどが活動を展開している。 

以上がᴫ要になるが、ここから本ㄽに入る。 

まࡎ、ᆅᇦの科学技術⯆についてㄝ明する。実はᡓ後の日本の科学技術ᨻ⟇では、

ᆅ᪉の科学技術⯆という言い᪉が使われていた。ᖹ成 � 年の科学技術基本ἲไᐃの

時に、ᆅ᪉ではなくᆅᇦの科学技術⯆という形にពᅗⓗにኚ᭦した。 

ᙜ時は、国のᨻ⟇において様々な㆟ㄽがあったが、ここでᆅᇦという言ⴥを用いた

㊃᪨は、行ᨻ༊ᇦを♧すのではなく、実㝿に⟇を展開する合目ⓗな༊ᇦを♧すとい

うこと。いわࡺる国㝿性とᆅᇦ性を合わせたࣈロックであり、こうした」║ⓗなᴫᛕ

でᆅᇦ科学技術⯆を᥎進する᪉㔪をᐃめている。 

したがってᆅᇦ科学技術⯆においては、ᆅ᪉の科学技術だけではなく、国の科学

技術活動と表一体の㛵ಀにあり、これを自体として᥎進していくということで、

㤳㒔ᅪをྵめたᆅᇦというᐃ義になっている。 

ᡃ々が取り組んでいるライフサイエンスのためのヘルスケア࣭ࣗࢽーフロンティア

ᨻ⟇。これはまさにライフサイエンスで社会実装を進めていくということで、ᆅᇦ科

学技術⯆の᭱も代表ⓗな取り組みだとㄆ㆑している。 

現在、KISTEC で᥎進している神奈川県ᆅᇦイノ࣋ーション࣭エコシステ࣒形成プロ

 。において、私は業プロデࣗーサーにᑵ௵している࣒ラࢢ

技術のᑓ㛛ᐙではない自分がᑵ௵した⌮⏤は、➨一に、ヘルスケア࣭ࣗࢽーフロン

ティアが㠀ᖖにチࣕレンジンࢢな取り組みであり、神奈川県の科学技術ᨻ⟇、その実

⦼に基࡙いたᆅに㊊のいた活動をしっかりと進めていくことがᚲ要であること。➨

に、持⥆ⓗなイノ࣋ーションをฟしていくには、科学と社会をつなࡄ自体⫋員

が、ホㄽᐙではなくてᙜ者となってしっかりと取り組んでいくことがᚲ要であるこ

と。➨୕に、体ᵓの立から᭱⤊ⓗには組織や分野のᯟを㉸えた異分野⼥合活動、

これがイノ࣋ーションの㘽となる時に、㛵ಀ者ㄪᩚなどのἾ⮯いᙺ、これをබ務員

としてしっかりとᢸっていく。この୕つのㄆ㆑が動機となっている。 

神奈川県のパートナーとして活動を展開しているのが KISTEC。KISTEC は、�01� 年
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に㷴⪁ྡの県の産業技術センター、そしてかながわサイエンスパークとして活動して

きた通⛠ K$ST、こちらの県ヨ㦂研究機㛵とබ益㈈ᅋἲ人を⤫合した、国でึめての

ᆅ᪉⊂立行ᨻἲ人という形で発㊊した組織になる。 

活動の特ᚩとして、売れるၟရ作りを支援していることがᣲげられる。機能として

は大きく分けてつ。いわࡺるᪧ K$ST の機能である௵ᮇ㝈ᐃの研究プロジェクト。こ

こでは、大学の研究成ᯝをしっかりと⫱成し、࣋ンチࣕーや高い特チの実チㅙ⋡、

これらを進めていく。もう一つがබタヨ㦂研究所の機能。いわࡺる技術支援、業化

支援などの取り組み。これらつの機能を合わせ持っていることが大きな特ᚩになっ

ている。 

イノ࣋ーションを実現するための私の基本ㄆ㆑を㏙ると、一つ目は、いわࡺる学

ၥの自⏤と言われる基礎研究、そして機㛵の経Ⴀᡓ␎となるプロジェクト研究、これ

らをしっかりと୧立していくこと。つ目は、イノ࣋ーションの組みについていろ

いろ言われているが、私自身が長年取り組んできて感ࡌていることは、人によるఱか

を成し㐙げたいという思い、これが大切であること。また、組織や分野などのᯟ組み

を㉸えて、1 人 1 人が自⏤な活動の୰でࢮロから㸯を生みฟしていくこと。こうした

ことを大切にする社会、これが㠀ᖖに重要であると⪃えている。 

よく言われる話だが、ᅵが㇏かでなければよい作≀は✭できない。私自身、大学

にᑐして一␒ᮇᚅしていることが、国ᐙ 100 年の➇தຊの※Ἠとなる人ᮦ⫱成と基礎

研究、ここが᭱も重要だと思っている。また、▱ⓗ㈨※の㞟✚のከくは、大学だけで

はなく、大業の୰に存在する。したがって、こうした大業との㐃ᦠが重要になる。 

神奈川では �01� 年 � ᭶、Ṋ⏣⸆ရの•༡研究所において•༡ヘルスイノ࣋ーショ

ンパークが開タされた。㠀ᖖにὀ目している動きであり、大きなチࣕンスであるとᤊ

えている。このሙを活用することで大学とのイノ࣋ーション᥎進体ไをᵓ⠏していく。

බⓗ機㛵とẸ間が一⥴になって、ᆅᇦでのオープンイノ࣋ーション機能をᵓ⠏してい

く。こうした取り組みが㠀ᖖに重要であると⪃えている。 

Ẋ⏫ではリサーチコンプレックス業という産学㐃ᦠの総合ⓗな業が᥎進されて

おり、�01� 年 � ᭶からは県と KISTEC でᆅᇦイノ࣋ーション࣭エコシステ࣒形成プロ

 。という業を展開している࣒ラࢢ

ここからは、イノ࣋ーション࣭エコシステ࣒について、神奈川県で⪃えている㸳つ

のᡓ␎とそのල体例を⤂介する。 

まࡎ、➨一のᡓ␎として、大学や業の▱、これらをもとにᆅᇦで総ຊをᣲげて

業化イン࣋ࣗ࢟ートを行う。そのためにᆅᇦのオープンなイノ࣋ーション࣭エコシス

テ࣒がᚲ要になる。特にὀ目しているのがᆅᇦのサイエンスパーク、ここが࢟ーにな

ると⪃えている。こうしたㄆ㆑に基࡙き、県とṊ⏣⸆ရとで覚え᭩きを⥾⤖し、かな

がわサイエンスパーク、Ẋ⏫、•༡ヘルスイノ࣋ーションパーク、これらのᣐⅬ㛵㐃

ᅪでの取り組みを進めている。 
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また、༙年間にΏりいろいろな㆟ㄽを行い、県のᨻ⟇をཷけて生医療とᕼᑡ患

とㄆ▱とᮍ、この � つを社会ㄢ㢟としてᤊえること。これらの重要 � ㄢ㢟にᑐし、

$I、⸆㛵ಀなどを基┙として一体ⓗに᥎進していくこと。こうした᪉㔪をᐃめてい

る。 

県と KISTEC による業化支援体ไとして、⮫ᗋ研究、レࣗࢠラトリーサイエンス、

フンドなどのከ様の機㛵との㐃ᦠ体ไをᵓ⠏している。⸆㛵ಀのᑓ㛛㞟ᅋである

-O0'' というẸ間機㛵との㐃ᦠもᵓ⠏している。 

➨のᡓ␎として、日本⊂自の㦵ኴの基礎研究成ᯝ、これらに➇தຊをつけること

で、࣋ンチࣕー業をฟ、⫱成していくということがᚲ要だと⪃えている。特に、

研究成ᯝの本ᙜの価値とྍ能性、これを⌮ゎしているのは研究者であり、その価値を

研究者と共᭷できる㞟ᅋ、サ࣒ライ㞟ᅋという言い᪉をⰋく使うが、ᚿを一⥴にする

㞟ᅋがᚲ要になる。 

Ẋ⏫では、⬨㧊ᦆയの患者さんにᑐし、人の残存機能を生できる C<%E5'<1E ロボ

ットスーࢶ +$L、慶應義塾大学が進めている生࣭⣽⬊医療、これらのロボットと

生医療を⼥合したプロジェクトを展開している。 

また、生࣭⣽⬊医療を進めるにはရ質やᏳ性ホ価が重要になるため、⌮化学研

究所や国立⾨生研究所との㐃ᦠを KISTEC がコーディࢿートする形で、生࣭⣽⬊医療

のရ質やᏳ性ホ価のためのプロジェクトを᥎進している。 

横浜国立大学の⚟⏣先生とは、㧥のẟの⣽⬊、ẟໟཎ基を一Ẽに大量作成するため

のプロジェクトを、KISTEC との㐃ᦠにより᥎進している。 

このにも、㈞るだけで自ᚊ型の人ᕤ⮅⮚を実現する技術開発に取り組む研究㐃ᦠ

もᵓ⠏している。 

➨୕のᡓ␎として、成長産業体の産業ຊをᙉ化するためのබⓗ支援機能がᚲ要に

なる。ライフサイエンスはࣈࣂルᔂቯ後の成長分野であるため、行ᨻの人ⓗリソース

が㊊しており、大学や業との㐃ᦠもᚲ要になる。そのための取り組みの一つが、

ホ価ἲを開発し、産業⏺体に㈉⊩していくこと。もう一つが、タ備の共ྠ用にな

る。こうした支援をẸ間業と一⥴になって進めている。 

神奈川県の大きな特ᚩとして、%KDV�� というヨ㦂ἲを �0 年前から開発しており、

国㝿ⓗなヨ㦂ἲとしての展開をᅗっている。これまで↓かったヨ㦂ἲで、国㝿ⓗにも

開発が切ᮃされており、県の⾨生研究所を୰᰾に、⌮化学研究所、横浜ᕷ立大学、国

立⾨生研究所と㐃ᦠしながら、᭱⤊ⓗには࢞イドラインとすることを目ᶆにᐃめ取り

組んでいる。このにも、実㦂動≀୰ኸ研究所などが活動を行っている。 

➨ᅄのᡓ␎として、ᆅᇦの▱ⓗ基┙、データ࣋ースのコ࣍ートが重要になる。こう

した科学技術のᩚ備࣭㐠Ⴀを進めている。慶應義塾大学によるḟୡ代 ICT の取り組み

がẊ⏫や川ᓮᆅᇦで展開されている。 
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これらと㐃ᦠしながら、神奈川県としても、県のす㒊を୰ᚰとしたみらいᮍコ࣍ 

ートを展開しており、今後は•༡ᆅᇦにも展開するணᐃとなっている。 

今後の大きな動きとして、Ẋ⏫に県立ಖ⚟♴大学のヘルスイノ࣋ーションスクー

ルという大学㝔を作る。ここではබ⾗⾨生学を基┙にデータサイエンスと㉳業ᐙ➼の

人ᮦ⫱成を行う。ຍえて、自体行ᨻのシンクタンク機能をᥦ౪する。このつを㍈ 

とし、特にドライ⣔の㒊分でヘルスイノ࣋ーションの社会実装ᣐⅬとしてのᙺをᢸ 

っていく。 

➨のᡓ␎として、科学技術の社会実装で行ᨻがከ様な㐃ᦠ、༠ാをしていくこと

が求められる。そのためにẸ間と一⥴になったフンドをタ立している。㔠㢠ⓗには

大きなつᶍではないが、社会ⓗインパクトなどをホ価のどⅬに取り入れることで、社

会実装に向けた大きなࢶールになると⪃えている。 

生࣭⣽⬊医療のࣂリࣗーチェーンとして、Ẋ⏫のライフイノ࣋ーションセンター

での大学や業との㐃ᦠ、ᾏ外とのὶ、㐃ᦠなどの取り組みもᣲげられる。 

イノ࣋ーション࣭エコシステ࣒についてまとめると、科学技術のイノ࣋ーションと

は前例のない㐨を開拓していくもので、成ຌの保証のないチࣕレンジになる。 

その୰で㢗りになるのは、ᑗ᮶にᚲ要となる₯在ࢽーࢬにᑐ応する技術。今見えて

いる㢧在ࢽーࢬにᑐ応する技術はㄡにも分かる。ᑗ᮶ᚲ要となる₯在ࢽーࢬにᑐ応す

る技術、これを見ᢤくὝᐹຊ、そしてಙᛕを᭤げることなくᣮᡓをし⥆けるᒅの⢭ 

神がᚲ要になる。 

そうした୰で᭱もᚲ要なことは、社会体の᭱㐺化を目ᣦすこと。社会をⰋくする

ために自分㐩にఱがฟ᮶るのかを㏣ཬしていくことになる。 

神奈川県の科学技術ᨻ⟇では、以前から、産学ᐁとは言わࡎ、産学බという言い᪉ 

をしている。これは国がᐁで、県はබであるというពではない。そうではなく、ከ 

様な機㛵がබを大切にした活動を一⥴にしていこうという思いを込めて、産学බ㐃ᦠ 

という言ⴥを使っている。 
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1

平成30年11月2�（ౌ）
神奈川県ﾍﾙｽｹｱ・ӊұｰӐӟﾝﾃҬｱ推進本部室

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ҸҾｼｽﾃӕ形成ӐӣӟҼﾞӛӕ
ౢহ業Ӑӣӟﾃﾞұｰｻｰ ฝ ଝ

神奈川県のﾍﾙｽｹｱ・ӊұｰӐӟﾝﾃҬｱ推進Ӑӣӛﾝは201�年3月2�の੶者発表をස
ŚƚƚƉ͗ͬͬǁǁǁ͘ƉƌĞĨ͘ ŬĂŶĂŐĂǁĂ͘ũƉͬĚŽĐƐͬŵǀϰͬƉƌƐͬƌϳϯϭϱϰϰϮ͘Śƚŵů

神奈川の科学技術・ਓ業の௹୕ऩএテンシャル
研究者は約1��ਐ人（৸国ਸ਼２ਜ਼）、技術者は約33ਐ人（２ਜ਼）、研究所は約440ন所（２ਜ਼）

フィリআンやフィンランドऩन、国の国生ਓにྥศघる活発ऩਓ業活動
ଲୗ品出પは৺1�ூ（全国ਸ਼ڮਜ਼）、県生ਓは৺��ூ（同ڰਜ਼）

のএテンシャルも体的に活用できる地域的રਜ਼性 1

神奈川のਓ学公連携活動（30年の活動実ౚ）

.I6T(Cདྷのઠ支所
ٴ ٴ

かऩがॎサイエンスパーク（.6P�

.I6T(C
ਲഠ名本部

ٴ

1��0代のਓ業૬ྍ化等にৌしҨশ࿚知হ�੪横浜国⼤৽ੋ学部শ�がҨ
神奈川を研究開発のメッカにघる୍౼センター構୳�1���年�を
ঽ体では৸国ੂとऩる科学技術政策にঢ়घるஆঽの取組みを開
平成当ੂに、と神奈川のත点の૱དྷノઠに
ｱｼﾞｱੂのｲﾝһұﾍﾞｰӈ設かऩがॎｻｲҸﾝｽﾊӣｰҼのৗ設

fとの連携拠点f
૱དྷのઠ

��ফ�া供用開始ڽ భ෫1�����⋻
県がଅを事業者に૮貸ଖし

公ড়協働事業で展開

ગ生・細胞ୢのਓ業化をയ進
ライフイノベーションセンター

�4階で㈱ｹｲҸｽӏӣｰがベンॳャー支援
.I6T(Cহ業化ӐӣӟｼﾞｪҼӈの実�

.I6T(C殿町支所
川崎生୵科学・୭
研究ӂﾝﾀｰ（LL6(�

県⽴保健福祉⼤学
ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

ٴ
県⽴保健福祉⼤学

（横வ）

ਈ5年は殿町での科学技術活動を活発化
2013年、.$6T（ਠ.I6T(C）の殿町LL6(進出
201�年、ライフイノベーションセンターの開所
201�年、.I6T(Cไ生（.$6Tとਓ技ӂﾝﾀｰ統合）
201�年、県⽴保健福祉⼤学のﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

研究科（6+I）を殿町に設઼予定

f国ਗとの連携拠点f
殿町

2

ਸ਼ ⋛（+2�5）
推進体整備等
ਸ਼ ⋜（+��１）
ҾｰﾃﾞҬӌｰӈ強化等
ਸ਼ ⋝（+14�3）
共研究活動強化等
ਸ਼ ⋞（+1��2）
知にା目した活動強化等
ع国評価ૼセンター機能ଡണ等ع
ਸ਼ ⋟（+24�2）
点研究ীの੶等
த⾼ೡ社会षの対応ع と ग़ネルॠー ع
医ૣක、食の安全性等、創Ҹӌ・Ҹӌ等

神奈川県ఐ学ૼੁ⼤ഹ
企（現ੁଂ）で全ૂ的にఐ学ૼੁの推進

K$STでඡᄘ等の先
ഈ的研究を実施

県試験研究機関と理化学研究所
との共同研究をਘ化

ඡᄘ評価や食品評価に関す
るプロ४ェクトを推進

浜ಏਲ部ライフイノベーション
国際戦略合特યの推進�+24ع�

ӑӝӁҽҵҩӊұҴӐӟӡӇҬҵଡ୳
ӛҶӐҿҶҸӡӁ分等のఐ学ૼ社会実装ੁ

ਸ਼⋠（+2��3） ﾍﾙｽｹｱҩӊұｰӐӟﾝﾃҬｱ構୳を点的に推進
ع�����KISTEC�のਝ⽴（H�ஆ法�神奈川県⽴ਓ業ૼ়研究所�ع

عڲ２ڽ

かながॎ१イग़ンスパークのਝ⽴
（公ଃ）神奈川ఐ学ૼアカデミー（K$ST�のਝ⽴等

神奈川の科学技術政策とﾍﾙｽｹｱ・ӊұｰӐӟﾝﾃҬｱ構୳のไ生

国で科学技術基本法等の定

国で知的財ਓ戦略の定
ୠૐ共同研究事業（1ڽع�1ڽ�）

市ग़জアਓ学連携യ進事業（1ڽع�1ڽ�）

市ग़জアਓ学連携യ進事業（ڽع�1ڽ��）

ୠイঀঋーションਅറ⽀援プロॢラ
��ڽع��ڽ））

3

殿町リサーॳコンプレックスহ業
（31ع�2+）

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ҸҾｼｽﾃӕ形成ӐӣӟҼﾞӛӕ
（34ع30+）
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⏨ ዪ

�1���ফ�

�����ফ�

੪ਞऩ高齢者が
支इられるோ
から支इるோへ

ৗたऩ社会りに向け、科学技術の活用と、
人人が健೨にৱघる⾏動ઍがめられるৎ代へ

今の社会システムのままではৌ応不可ચ

世ੀ的ୖ︓超高齢社会のง来ܒ科学技術の活用が必

ӟӒﾞҳӈやھڶび
ਈৗテクノロ४ーが
社会を支इる基盤へ

4

L3S細胞研究 生活⽀援
ロボॵト 医食同౺

運動ಆຯတཫ

等
શ化ୢの実ਠ ӛｲӐｽﾀｲﾙの⾒ઉし

健೨寿୵本 ৗたऩ市ৃ・ਓ業の出

マイ0E-
%<Oカルॸ

ع科学技術政策・ਓ業政策・保健ୢ政策を融合した横的組௶で強⼒に推進ع

未病ҩҩҩ
೨と୰気をڮつの確
に分けらोる概として
ኇइるのではなऎ、ੱମ
の૾ଙは೨と୰気の
を連ਢ的に化するुの
とኇइ、このすसての
化のૌஙをす概

未病の改善ҩҩҩ
ੱମのرの૾யを確認
（૭ଳ化）し、లਟのঽ
分षのৱをかねて、ँ
らॅるమで 「೨
側」にしでुतける
こと

神奈川県のヘルスケア・ニューフロンティア構୳︓要

Ẽᗣ 未 病

科学技術の活用 人の⾏動ઍ

ϱ

0 1

2 3

4 ϱ
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2

国家戦略特ય国家戦略特ય

浜ಏਲ部ライフ
イノベーション
国際戦略合特ય

さがみロボット
ਓ業特ય

神奈川から特યも活用
して成শਓ業を出آ

健೨・
未病ਓ業

ਈഈ
ୢਓ業

ロボット
ਓ業

○ Ｃۄڽ（೨ଵ理ਈ⾼ிભ者）ଡ୳の加ச化
○ ঽഞ఼ഷによるセルフメディॣーションの推進
○ 機能性食品市場の活性化
○ 医用ロボॵト市場のఁ⼤・及
○ イঀঋーションをയ進するੴ的ଃਓ制度のଡണ
○ ਸ਼⋛ৼಏ෫試験௧୰෫にબる施ਝ基のਮ
○ 本ග)DVWTUDFN制度

（新的医薬品等の薬事അ認のဌச化）
○ 保૫ਗಡ用養にબる対医機関のଫ期ఁ⼤
○ ગ生医分における薬事അ認の包ฐഅ認制度
○ ਗ国医పの業ਜ解ర（本য೩者षの൧解ర）
○ ਈ先ഈ医ဌச評価制度にબる௧評価分ఐ会の્યਝ઼

国家戦略特યの੧ ͤ下؟規制が実現

神奈川における３णの特ય
（⾏政も科学技術の社会実装で連携・ੈ௮）

ϲ

ূ国際૬にๆமघるӛｲӐｻｲҸﾝｽ国際戦略拠点「殿町」

୕フイル
フ॓ーマھۇ

ӀӢҲӡӃӡҸӡӈӢӀӢҲӡӃӡ
ূҿҶҸӡӁӂӡӄҴ

川生୵ఐ学・୭
研究ӂӡӄҴ（/LSE） 本ҵҶӃӈー

Ӑӣ協会

⼤ਮঁウスੵ業

C<%E5'<NE
ナঀ医

イঀঋーションセンター

ҼӜҸҴӈӖӇӢҬҳҼ

実験動物রఙ研究所

国⽴医薬品食品
衛生研究所

ূ国૬
（ಭি૬）

ӑӣӐӣӅӈӢӜҴӕ⌆

��ফ度までに運営開始施ਝ
��ফ度以ఋ ᓛੵ、運営開始 等

��ফ�া供用開始ڽ భ෫1�����⋻
県がଅを事業者に૮貸ଖし

公ড়協働事業で展開

ূ国際૬ๆமの「殿町」は、国ਗの連携のঁঈとऩる拠点
神奈川県は、殿町の地のਹを活かし、ঢ়બ機ঢ়と連携・ੈ௮しऩ
がら、を中ੱとघるਓ学公連携活動等をா的に推進。

⏕・⣽⬊་⒪のᴗをຍ㏿
する࣡ンࢫトッࣉయไ

ライフイノベーションセンター
（ڸھہ）

4階で㈱ｹｲҸｽӏӣｰがﾍﾞﾝӅҰｰ支援پ
.I6T(Cহ業化ӐӣӟｼﾞｪҼӈも実

（૬連൪ଡ଼
2020ফ開通）

⼤ਮঁウスੵ業

川ဘ化学ੵ業

ۇۈڿ

.I6T(C殿町支所（LL6(ڰ階）

慶応殿町
キャンパス

ຕ5*%⋜嵣ڰ�گమ

県⽴保健福祉⼤学
ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科
ຕ5*%⋜嵣گ�ڮమ

ϳϳ

地域科学技術ஷ௪は社会改イノベーション

ᡓᚋの日本の科学技術政策では｢地᪉科学技術振興｣とグ㍕

э平成㸵年科学技術ᇶ本ἲไᐃに｢地域科学技術振興ࠖ
地域ۑ 㸻⾜政༊域を♧すのではなࡃ、施策┠ⓗにあ࡚ࡏࢃᒎ㛤する㝿の

ྜ┠ⓗな༊域�㺖㺼㺹㺎㺨㺼㺷㸩㺹㺎㺔㺷㸻ࣟࢢーࣝ࢝�
࠺とከ場㠃で｢ࢫン࢚イࢧ｣な▱ぢ・ཎ⌮のⓎぢのࡓ科学技術㸻᪂ۑ

。の⼥ྜᒎ㛤をᅗるࡑ、ࡘࡘࡋーࠖの㐪いを⌮ゎࢪノࣟࢡࢸࠕ
振興ۑ 㸻科学技術にࡾࡼᨭࢀࡽ࠼、科学技術にࡾࡼษࡾᣅかࢀる㇏かな

地域तくり�ਓ業活性、生活の質的向上、人・まठतくり等�。
ͤ国がྛ現場で進ࡵる科学技術ά動と｢表୍యの役割｣を
自యにồࡵるࡶので、㤳都ᅪࠕ࡚ࡵྵࡶ地域ࠖとᐃ⩏。

ࣛイࢧࣇイ࢚ンࢫศ㔝の♫実でḟୡ௦♫シ࣒ࢸࢫを
┠ᣦすࠕ㺫㺷㺛㺗㺏・㺤㺋㺎㺪㺹㺻㺡㺆㺏ࠖは地域科学技術振興ࡑのࡶの

8

<ĂŶĂŐĂǁĂ͛Ɛ�^ƉĞĐŝĂů�ZŽďŽƚŝĐƐ �ŽŶĞ

1���ফگা 横浜国⽴⼤学ઇ育学生୵ૉ学ఐ෮業
1���ফڰা 神奈川県োૂ 商ੵসୖでਓ業ੁにజ事
1���ফ�া ઢଅ事ਜ所で用େઽを૿ਊ
2000年ڰ月 ೮科学技術ૂの地域科学技術ஷ௪室に出向
2002年ڰ月 県科学技術૿当部౧で、科学技術政策び知的財ਓ戦略の⽴੧にਸइ、

くのਓ学公連携হ業（ધ部科学地域策等அि）を⽴੧・推進
����ফ�া ଃਓ৽営ୖでଅのਲ਼ేやଇਖ਼及びಸଃ対ੁ等を૿ਊ
��1�ফ�া ⾏ୖでਸ਼�ӂҼӄҴ等の・評価や⾏⼤ഹの⽴੧を૿ਊ
2015年ڲ月 県ヘルスケア・ニューフロンティア推進本部室で、౮ী融合プロ४ख़

クトの⽴੧・推進等のਓ学公連携活動৸ಹऩनを૿当

○র学はマラ९ン、⾼ૅは๊ᅠ、⼤学ではরカメラ等にর。ٙནからᅼॉ性
○����ফに೮ఐૼૂୠఐ学ૼஷ௪に出向、以ఋڵফఐ学ૼੁを૿ਊ

何故、技術ಞ人の県員がౢহ業Ӑӣӟﾃﾞұｰｻｰをਜめるのか︖

、超高齢社会をଭ௭इる「ﾍﾙｽｹｱ・ӊұｰӐӟﾝﾃҬｱ」の推進のためにはܒ
科学技術政策の実ౚに基तき、地にଌのାいた活動が必要と認。

この国でਢ的ऩイノベーション出・育成には、科学と社会をܒ
繋ぐ「ঽ体員」が当হ者とऩढた取組の૽સが⼤જと൱。

৸体構୳⽴੧から、組௶やীのを超इていく౮ী融合活動のܒ
ঢ়બ者৹整等のာႝい૽સを૿うため、ౢহ業Ӑӣӟﾃﾞұｰｻｰにભ。

9

1���ফ かながॎ१イग़ンスパークに、以下のگつのਓ学公連携機関をਝ⽴
○�ଃ�神奈川ఐ学ૼҵҺӇӢӔҴ�K$ST） 研究プロ४ェクトやઇ育ౠ ୠගの機能にథ๚ۉۈڿ※
○�ଃ�神奈川⾼度ૼ⽀援ଃ੮�KT)） ્ಅൎஂ・ૼ移転や⾼度ੑ 活動にథ๚ۄہۉ※
○⌆ҽҶҸӁӏӣҴ�1���ফਝ⽴） ҶӡһұҴӑӢҴӈ施ਝ運営やӑӢӡӅҰҴ⽀援及びӐҫӡӈӢ等

����ফ K$STとKT)が統়し、新生K$STとして発ଌ

公ਝ試験研究機関�県ਓ業ૼӂӡӄҴ�と公இଃ੮�K$ST�が統়して
��1�ফ（地ஆ法）神奈川県⽴ਓ業技術合研究所（.I6T(C）設⽴آ

ઽ ো ϰ͕ϭϰϲ͕ϵϭϭ

運 営
ઐહস Ϯ͕ϵϭϮ͕ϭϯϱ

事 業
ઽ ো 1͕100͕449

जの
ઽ ো 134͕32ϳ

補ਫ
র৵企業/Ždো⽀援ುਡ
整事業ા 199͕800
ुのतऎॉ⽀援基ೕ整事
業ા 2ϱ͕000



支 出 ϰ͕ϭϰϲ͕ϵϭϭ

 持
運営ા ϲϳϳ͕19ϲ

হ業ા ϭ͕ϱϲϵ͕ϰϳϭ

য੯ા 1͕ϳ8ϳ͕4ϳ1

 
ু ਊ ϲ9͕0ϳ0

⼤規ெ
ఊા 43͕ϳ03

ઽ⽀ฐ（H��ফ度） （）ٹ基本ଃਓ�����௲ਐ（ଅ�����௲ਐ、૦物�����௲ਐ）

৩数ٹ 数�1� ૽৩�
ଞඐ৩1��（হਜ50名、研究145名、ૼ・ૼ能�）

ગ౻用৩�、ీ৺৩ڳ、శଞඐ৩1�
パートタイマー��、業ਜ委託��

と業ਜ容௶ੌٹ

ٹ

ਜ 企情報連携

য౫育成（研究者・ૼ者等のয౫育成）

研究開発部�研究ӐӣӟӀӢҮҼӈ、事業化യ進研究等）

事業化⽀援�ଲ品開発や商品化യ進⽀援）
機༊・౫મૼ
ਗ਼子ૼ
化学ૼ
川ૼ⽀援

理事⻑

ౢ理事⻑

૰事ڮ

理事ڶ
理事ڷ

జ来からの公設試機ચ
各ૼ分に関連した
ૼৼ・試験ੑ・
開発委託等で企業⽀援

（地ஆ法）神奈川県⽴ਓ業技術合研究所�.I6T(C�のዮ

10

（地ஆ法）神奈川県⽴ਓ業技術合研究所�.I6T(C�の特徴

基本理︓イノベーション出支援�ਲ਼れるૹ品り支援）

を（1��௲ਐ�ফ・ӇҴӓع��）30年で40を超इる⼤研究ӐӣӟｼﾞｪҼӈٴ
KISTECで研究室を用ਔしӒӣｽӈﾞҼのભહ研究員等をઉம౻用して実し
くの成果を出（ඡᄘ、0E0S、ӐӣӛӁӅҳҼӐҫҶӎӢҴ、実験用ӓҷӁ、等）

国Ӑӣӟ合৹整機ঢ়৽験௹୕（ઉでは地域ｲﾉﾍﾞ�ｼｮﾝ戦略支援ӐӣӟҼﾞӛӕহ業6௬）⼤ٴ
企業等との共研究ྸੑ�42੯、出ﾍﾞﾝӅҰｰ企業10社ٴ
�実ಅဍ30）設⽴来30年で出ൢした৸ての特ಅの実ಅဍ率2��1٫ٴ੯）

、સ強でڲ国৹ਪ等に基तきಟਯを⑫इたੑ⽅式टと、.I6T(C特ಅ実ಅဍ率はپ
国公⽴⼤学等の平約３સங২を⼤きく上回る。

�ফ・�ੜ�活動等、৸国公設試のӐӟﾝӈӛﾝӉｰの૽સを૿う�おఁ⼤ٴ
୕௹学等研究成ટのর৵企業षのଶநし・ૼ移転৽験⼤ٴ
�ৼૼٴ৺�ਐ੯�ফҨૼ開発受託�৺��੯�ফҨଲ品化⽀援�৺��੯�ফ
ਓ学公স連携によるহ業化支援のﾊӐﾞ機ঢ়としての૽સを果たघٴ

機ચ２︓公設試験研究所機ચ（技術・হ業化支援ী）

機ચ１︓県⽴科学技術⼤学院⼤学機ચ（研究ী）

11

ϲ ϳ

8 9

10 11
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3

この国におけるઌのイノベーションの実ਠを
અघる（基本的અइ⽅）

⋇開発の૭能性や時機をኇइたટ的なやয౫のৱ、
基ຊ研究ٙ学ਖのঽとӐӣӟｼﾞｪҼӈ研究ٙ機ঢ়৽営戦略の両⽴など、
基本・ਉ点をしढかりと⾒णめ⼤જにघること。

⋈イঀঋーションの実現には「லੌा」が本質ではない。
⼤જऩことは、「人による何かをऩし੭たい」という
「୳い」。ܒ「ಂ」を共にघる「ᆎૐ੮」を形成

⋉組௶やীऩनのを超इ、「ঽ」にऩる中で、
૮�८ロ�からથ�１�を生み出घகを共થघる社会へ。

౮分়活動、公ড়়ҾҴӇӢҬӌҴӈ体制がਏܒ
12

イノベーション実ਠに向けた政策のଳ点

⋇ଅが௹かでऩけれय、よい物はઽᄥできऩい。
䋻㒔㐨ᗓ┴に❧ᆅ䛩䜛Ꮫのᮏ᮶䛿、国ᐙ䠍䠌䠌年の
➇தຊの※Ἠ䛸な䜛ᅵተの⫱ᡂ（ேᮦ⫱ᡂ䛸ᇶ♏研究䠅。

⋈本の知的ৱ౺のૐは、「⼤学」と「⼤企業」
䋻᪥ᮏのイ䝜䝧ーション⟇に䛚い䛶ᴗ䛿⮬的ྲྀ⤌に
ጤ䛽䜙䜜䛶䛝た。年䠐月に、Ṋ⏣⸆ရ•༡研究ᡤが•༡
䢉䢕䡹䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䢆䢛䡬䡴䜈䛸㌿したの䛿䛝な䝏䝱ン䝇。

⋉地域でのオープンイノベーション推進体の構築がਜ
䋻Ꮫෆのイ䝜䝧ーション᥎㐍యไのᙉ䛸䛒䜟䛫䛶、
公的機関䛸Ẹ㛫ᴗの公的䝁ー䝕䜱䝛ートయไ䜢⤖㞟し䛶、
Ꮫእの䛂ᆅᇦ䛷の䜸ープンイ䝜䝧ーション機⬟ᙉ䛃が㔜せ。13

ٷ ຕに岴岻るリ崝ーチ崛ン崿嵔崫崗スਤ事業
世ੀに༵る社会システムと技術のৗでৗਓ業をる

:eOOEeLQJ�5eseaUFh�CaPSXs

2020年のຕ

岩ਃ関岪
ূഺ大学 ૯ଘ国য়大学
৶化学ଢ଼ਚ 国য়医ఇષ୫ષୋ⽣ଢ଼ਚ
ৰୡ動রఙଢ଼ਚ 嵌嵆崰嵕崠ス崮崋崗ス のಞ
崠嵏ン崥ン嵣崐ンド嵣崠嵏ン崥ン 崙崌崐ス崼ー
嵂崿崩ド嵒ー嵈 ૯ଘষ 崌ー崼ー崐ス
川ਓ業ஷ௪ଃ੮ 大িયਓ業ஷ௪ੈভ

岩੧ਃ関岪
ᡳଝ྆大学قরறਃ関ك
川 神奈川県 ૯ଘ 大িય
ূ大学 ূੵ業大学 ૯ଘয়大学
神奈川県য়ਓ業ૼ়ଢ଼ਚ
୕フ崌ル嵈 &<%(5'<1(

融合研究

人材育成

হ業化支援

基盤整備

推進体
まठतくり

31年২ع�2+

14

◆ 殿町WRCに形成を目指す４つのクラスター／産業基盤

⋇ ੴఇ੦ೕ

⋈ ગে・ཝ医療ષସ௬੦ೕ

⋉ 崯ー崧・ੲਾ੦ೕ岣PHOP/H岤

⋊ 医療ਃஓ嵕嵄ティ崗ス੦ೕ

৬ૼをણ用峁嵆崌崗嵕ア嵔崌峑高ਃ
ચ崧ン崹崗ସ�嵂崿チドをে・ス崗リー崳ン崘
峃るૼを৫発

スー崹ー崛ン崼嵍ー崧ーをฌઞ峁峐、分ੑ
ਃఐ৾により、分のে・医৾
をਈి৲峃るૼを৫発

51Aをිၨにੰෲ（&A*E
১）峃るু১を用い峐ગে・ཝ
療にਈిなཝを௬峃るૼ

رなਃঢ়の崝ー崸ーにങ峃
る೨・医療崯ー崧をযをກ
にତ৶・ଁ়峃るலੌ峩をଡണ

੪ਞなத高齢者の崯ー崧
を੭・ૐ・ੰෲ峁峐、
೨শํのᑽをർる

川೨৸ଢ଼ਚの岷峫
岵いഉඪ೩崯ー崧岵峳、
ဌசなഉඪ⾏ু১を
৫発

ে౫મのে৾ષସ、৾
ષସの保証業ਜ、ୗᇯᯂਙୡ、๋保

ோ等をฮ峁峐⾏岰岽峒の峑岷る崣ン崧ー

ਠৎਡ峑は療১のないᏢᇈംのৗた
な療崥リ嵍ーシ嵏ンを、崝崌崸崳崗ス峒ગে
医療の়によ峍峐実ਠ峃る

ଳಁ・ലಁ等にਸ岲、峬ののฑ峳岵岿や⼒ਸ
等をᴟഡにੴ・・ગਠ峑岷る⼒ඡ
ಁૼを৫発峃る

1ϱ

ূ⼤、ূੵ⼤等

実র研、国衛研、理研、</^d��等

ᡳ、ূഺ⼤等

ᡳ、</^d�横浜国⼤等ط�

ᅕډ߷ႆ「ヘルスケア・ニューフロンティア」
先導プロジェクト

੧機ঢ় ঽ体؟神奈川県 ⼤学等؟（地ஆ法）神奈川県⽴ਓ業技術合研究所�.I6T(C）
連携研究機関ূ؟医ఐຓఐ⼤学、横浜国⽴⼤学、横浜市⽴⼤学、理化学研究所、

ᡳଝ྆⼤学、ূ⼤学、実験動物রఙ研究所 等
連携⽀援機関؟⌆本医機器開発機ଡ、⌆ҽҶҸӁӏӣҴ、⌆ӜӎӢӌӁ、

ҿҶӎӢӊҼӁ・ҸҼӂӞӡӁ・ӀӢҰӎӣӡ（⌆ეવӟӒӢҽҵӂӡӄҴ） 等

年に渡り科学技術をঽら推進ڬ.$6T�を中றに、３�公財�神奈川科学技術アカデー�神奈川県は、೮س
してきたወなঽ体。成��ফ�াにK$STと県ਓ業ૼセンターを発展的に統়しKISTECをਝ⽴。

神奈川県のணடは、超高齢社会のง来という世ੀ的ୖにৌ応घるため、神奈川県政が⼒をऑてس
取り組िヘルスケア・ニューフロンティアを実ਠにく的プロ४ख़クトを合的௴点から⽴੧

、I6T(Cກの強ಕऩহ業化支援体で世ੀ⋾１のコア技術のহ業化とﾍﾞﾝӅҰｰ企業出・成শで.ܒ
神奈川らしいイノベーションエコシステム（地域科学技術ஷ௪モデル）をਠ化घる

fとの連携拠点fٴ
.I6T(Cདྷのઠ支所 f国ਗとの連携拠点f

.I6T(C殿町支所

ٴ

.I6T(C
ਲഠ名本部

ٴ

ア४アੂのインキュベート設
かऩがॎサイエンスパーク
神奈川の科学技術ୗ拠点

神奈川県が整備・運営घる
ライフイノベーションセンター
4階で㈱ｹｲҸｽӏӣｰがﾍﾞﾝӅҰｰ支援
.I6T(Cহ業化ӐӣӟｼﾞｪҼӈの実



神奈川県のﾍﾙｽｹｱ・ӊұｰӐӟﾝﾃҬｱ推進Ӑӣӛﾝは201�年3月2�の神奈川県੶者発表をස
ŚƚƚƉ͗ͬͬǁǁǁ͘ƉƌĞĨ͘ ŬĂŶĂŐĂǁĂ͘ũƉͬĚŽĐƐͬŵǀϰͬƉƌƐͬƌϳϯϭϱϰϰϮ͘Śƚŵů

34年২ع30+

1ϲ1ϲ

未病改善国際௬技術
センター�県ા中ੱ）

（機ચ性୫品ٔႯ細༳ٔト試験）
�発がんയ進ী析法国際標準化�

ႇႌ病ｲﾝｽӜﾝへൌのৗయآ ⼤ห྾ગ生で൚౿ඃ੭と4OL向上آ

⋇神奈川県のӛｲӐｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝӂﾝﾀｰで
.I6T(Cのহ業化ӐӣӟｼﾞｪҼӈを実

হ業化ӐӣӟｼﾞｪҼӈ（国ાٔ県ા）

※事業化ӁӄҶӝはফ度の進⎃౷まइてଞにਈి化を検証

⋈世ੀ⋾１コア技術のহ業化でベンॳャーの出・育成
をる

হ業化に向けた共通支援機ચと社会的インパクト・実ਠ可ચ性から৭定

細胞Ⴭセンサ
の開発
.I6T(C�ূ⼤︓

次世代プロ४ख़クト（県ા�国ા）
Ⴏ細༳ᓲのৗ
的౪技術開発
.I6T(Cط慶ᡳ⼤︓福ি�ઌ�

ቦるटけでঽの次世代人ੵ؝⋚
᷈ටの開発 KISTEC�ূ医ఐຓఐ⼤�ૈ੪

基盤構築ӐӣӟｼﾞｪҼӈ

ગ生ห྾の⼤৹ଲৗ技術؝⋝
の開発 KISTEC�横浜国⼤�ૣি�࿖�

⋉神奈川県・.I6T(Cを中ੱに、㈱本ୢ機ஓ開発機構や㈱ｹｲҸｽӏӣｰのӐҫﾝӈﾞ機ঢ়等もਸॎる
強⼒ऩহ業化支援体（ఇহணடৼや開発戦略びﾍﾞﾝӅҰｰ支援等�でহ業化活動をਸ速化آ

Წ神奈川発「ঊルスॣア・ॽューフロンॸィア」先プロ४ェクト事業概ਏ

ႇႌ病等の未病改善
の解析ॶール開発
.I6T(Cط理研︓⼤

新規プロ४ェクトを⽴੧・育成する活動や१スॸィナブルなலੌा
（ঋンチকー創出・成⻑と国評価ૼセンター等）のੌाを推進

ႇႌ୰においてインスজン法はਏなਜ਼઼をಚめるが、ଖ量調
整、ଖのዢහさなどऎのୖが存し、जの解ৠがまोてい
る。ૈ੪らのコアૼ「ቦるटけঽઃ਼代যੵ᷈臓」は機器ਂ
ਏ・一ౝ連ਢઞ用૭能・安全安価で、ႇႌ୰のҵӡӖҳӈӖӇӢҬҺӝӊҴӁӢ
（⻑期的なഷႇଵ理・低ഷႇのೂ等）を解ৠする。

ಿがんදのౢ用によるหや੬性หඪは、ઉம生୵を
ะかさないが本যの4O/に⼤きऎ୶する。ૣিのコアૼ「ગ
生ห྾の⼤量調ଲ」は、ห包ਉ基の⼤量培養を⾏い೩者षの移植
を⾏うुので、安全性・コスト⾯にરो、現の植ห等にॎ
るหඪのஉ本的な提供を૭能とする。

県がんӂﾝﾀｰ︓成ૈ

基盤হ業
ৗૠﾃｰӓ৹整中
みらい未病
コホート

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝҸҾｼｽﾃӕ形成ӐӣӟҼﾞӛӕ

1ϳ

12 13

14 1ϱ

1ϲ 1ϳ

ǽǽ国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構
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ヘルスケアのために大学と地域が連携する
20



3

この国におけるઌのイノベーションの実ਠを
અघる（基本的અइ⽅）

⋇開発の૭能性や時機をኇइたટ的なやয౫のৱ、
基ຊ研究ٙ学ਖのঽとӐӣӟｼﾞｪҼӈ研究ٙ機ঢ়৽営戦略の両⽴など、
基本・ਉ点をしढかりと⾒णめ⼤જにघること。

⋈イঀঋーションの実現には「லੌा」が本質ではない。
⼤જऩことは、「人による何かをऩし੭たい」という
「୳い」。ܒ「ಂ」を共にघる「ᆎૐ੮」を形成

⋉組௶やীऩनのを超इ、「ঽ」にऩる中で、
૮�८ロ�からથ�１�を生み出घகを共થघる社会へ。

౮分়活動、公ড়়ҾҴӇӢҬӌҴӈ体制がਏܒ
12

イノベーション実ਠに向けた政策のଳ点

⋇ଅが௹かでऩけれय、よい物はઽᄥできऩい。
䋻㒔㐨ᗓ┴に❧ᆅ䛩䜛Ꮫのᮏ᮶䛿、国ᐙ䠍䠌䠌年の
➇தຊの※Ἠ䛸な䜛ᅵተの⫱ᡂ（ேᮦ⫱ᡂ䛸ᇶ♏研究䠅。

⋈本の知的ৱ౺のૐは、「⼤学」と「⼤企業」
䋻᪥ᮏのイ䝜䝧ーション⟇に䛚い䛶ᴗ䛿⮬的ྲྀ⤌に
ጤ䛽䜙䜜䛶䛝た。年䠐月に、Ṋ⏣⸆ရ•༡研究ᡤが•༡
䢉䢕䡹䡮䢅䢉䢚䡬䡸䡪䢙䢆䢛䡬䡴䜈䛸㌿したの䛿䛝な䝏䝱ン䝇。

⋉地域でのオープンイノベーション推進体の構築がਜ
䋻Ꮫෆのイ䝜䝧ーション᥎㐍యไのᙉ䛸䛒䜟䛫䛶、
公的機関䛸Ẹ㛫ᴗの公的䝁ー䝕䜱䝛ートయไ䜢⤖㞟し䛶、
Ꮫእの䛂ᆅᇦ䛷の䜸ープンイ䝜䝧ーション機⬟ᙉ䛃が㔜せ。13

ٷ ຕに岴岻るリ崝ーチ崛ン崿嵔崫崗スਤ事業
世ੀに༵る社会システムと技術のৗでৗਓ業をる

:eOOEeLQJ�5eseaUFh�CaPSXs

2020年のຕ

岩ਃ関岪
ূഺ大学 ૯ଘ国য়大学
৶化学ଢ଼ਚ 国য়医ఇષ୫ષୋ⽣ଢ଼ਚ
ৰୡ動রఙଢ଼ਚ 嵌嵆崰嵕崠ス崮崋崗ス のಞ
崠嵏ン崥ン嵣崐ンド嵣崠嵏ン崥ン 崙崌崐ス崼ー
嵂崿崩ド嵒ー嵈 ૯ଘষ 崌ー崼ー崐ス
川ਓ業ஷ௪ଃ੮ 大িયਓ業ஷ௪ੈভ

岩੧ਃ関岪
ᡳଝ྆大学قরறਃ関ك
川 神奈川県 ૯ଘ 大িય
ূ大学 ূੵ業大学 ૯ଘয়大学
神奈川県য়ਓ業ૼ়ଢ଼ਚ
୕フ崌ル嵈 &<%(5'<1(

融合研究

人材育成

হ業化支援

基盤整備

推進体
まठतくり

31年২ع�2+

14

◆ 殿町WRCに形成を目指す４つのクラスター／産業基盤

⋇ ੴఇ੦ೕ

⋈ ગে・ཝ医療ષସ௬੦ೕ

⋉ 崯ー崧・ੲਾ੦ೕ岣PHOP/H岤

⋊ 医療ਃஓ嵕嵄ティ崗ス੦ೕ

৬ૼをણ用峁嵆崌崗嵕ア嵔崌峑高ਃ
ચ崧ン崹崗ସ�嵂崿チドをে・ス崗リー崳ン崘
峃るૼを৫発

スー崹ー崛ン崼嵍ー崧ーをฌઞ峁峐、分ੑ
ਃఐ৾により、分のে・医৾
をਈి৲峃るૼを৫発

51Aをිၨにੰෲ（&A*E
১）峃るু১を用い峐ગে・ཝ
療にਈిなཝを௬峃るૼ

رなਃঢ়の崝ー崸ーにങ峃
る೨・医療崯ー崧をযをກ
にତ৶・ଁ়峃るலੌ峩をଡണ

੪ਞなத高齢者の崯ー崧
を੭・ૐ・ੰෲ峁峐、
೨শํのᑽをർる

川೨৸ଢ଼ਚの岷峫
岵いഉඪ೩崯ー崧岵峳、
ဌசなഉඪ⾏ু১を
৫発

ে౫મのে৾ષସ、৾
ષସの保証業ਜ、ୗᇯᯂਙୡ、๋保

ோ等をฮ峁峐⾏岰岽峒の峑岷る崣ン崧ー

ਠৎਡ峑は療১のないᏢᇈംのৗた
な療崥リ嵍ーシ嵏ンを、崝崌崸崳崗ス峒ગে
医療の়によ峍峐実ਠ峃る

ଳಁ・ലಁ等にਸ岲、峬ののฑ峳岵岿や⼒ਸ
等をᴟഡにੴ・・ગਠ峑岷る⼒ඡ
ಁૼを৫発峃る

1ϱ

ূ⼤、ূੵ⼤等

実র研、国衛研、理研、</^d��等

ᡳ、ূഺ⼤等

ᡳ、</^d�横浜国⼤等ط�

ᅕډ߷ႆ「ヘルスケア・ニューフロンティア」
先導プロジェクト

੧機ঢ় ঽ体؟神奈川県 ⼤学等؟（地ஆ法）神奈川県⽴ਓ業技術合研究所�.I6T(C）
連携研究機関ূ؟医ఐຓఐ⼤学、横浜国⽴⼤学、横浜市⽴⼤学、理化学研究所、

ᡳଝ྆⼤学、ূ⼤学、実験動物রఙ研究所 等
連携⽀援機関؟⌆本医機器開発機ଡ、⌆ҽҶҸӁӏӣҴ、⌆ӜӎӢӌӁ、

ҿҶӎӢӊҼӁ・ҸҼӂӞӡӁ・ӀӢҰӎӣӡ（⌆ეવӟӒӢҽҵӂӡӄҴ） 等

年に渡り科学技術をঽら推進ڬ.$6T�を中றに、３�公財�神奈川科学技術アカデー�神奈川県は、೮س
してきたወなঽ体。成��ফ�াにK$STと県ਓ業ૼセンターを発展的に統়しKISTECをਝ⽴。

神奈川県のணடは、超高齢社会のง来という世ੀ的ୖにৌ応घるため、神奈川県政が⼒をऑてس
取り組िヘルスケア・ニューフロンティアを実ਠにく的プロ४ख़クトを合的௴点から⽴੧

、I6T(Cກの強ಕऩহ業化支援体で世ੀ⋾１のコア技術のহ業化とﾍﾞﾝӅҰｰ企業出・成শで.ܒ
神奈川らしいイノベーションエコシステム（地域科学技術ஷ௪モデル）をਠ化घる

fとの連携拠点fٴ
.I6T(Cདྷのઠ支所 f国ਗとの連携拠点f

.I6T(C殿町支所

ٴ

.I6T(C
ਲഠ名本部

ٴ

ア४アੂのインキュベート設
かऩがॎサイエンスパーク
神奈川の科学技術ୗ拠点

神奈川県が整備・運営घる
ライフイノベーションセンター
4階で㈱ｹｲҸｽӏӣｰがﾍﾞﾝӅҰｰ支援
.I6T(Cহ業化ӐӣӟｼﾞｪҼӈの実



神奈川県のﾍﾙｽｹｱ・ӊұｰӐӟﾝﾃҬｱ推進Ӑӣӛﾝは201�年3月2�の神奈川県੶者発表をස
ŚƚƚƉ͗ͬͬǁǁǁ͘ƉƌĞĨ͘ ŬĂŶĂŐĂǁĂ͘ũƉͬĚŽĐƐͬŵǀϰͬƉƌƐͬƌϳϯϭϱϰϰϮ͘Śƚŵů

34年২ع30+

1ϲ1ϲ

未病改善国際௬技術
センター�県ા中ੱ）

（機ચ性୫品ٔႯ細༳ٔト試験）
�発がんയ進ী析法国際標準化�

ႇႌ病ｲﾝｽӜﾝへൌのৗయآ ⼤ห྾ગ生で൚౿ඃ੭と4OL向上آ

⋇神奈川県のӛｲӐｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝӂﾝﾀｰで
.I6T(Cのহ業化ӐӣӟｼﾞｪҼӈを実

হ業化ӐӣӟｼﾞｪҼӈ（国ાٔ県ા）

※事業化ӁӄҶӝはফ度の進⎃౷まइてଞにਈి化を検証

⋈世ੀ⋾１コア技術のহ業化でベンॳャーの出・育成
をる

হ業化に向けた共通支援機ચと社会的インパクト・実ਠ可ચ性から৭定

細胞Ⴭセンサ
の開発
.I6T(C�ূ⼤︓

次世代プロ४ख़クト（県ા�国ા）
Ⴏ細༳ᓲのৗ
的౪技術開発
.I6T(Cط慶ᡳ⼤︓福ি�ઌ�

ቦるटけでঽの次世代人ੵ؝⋚
᷈ටの開発 KISTEC�ূ医ఐຓఐ⼤�ૈ੪

基盤構築ӐӣӟｼﾞｪҼӈ

ગ生ห྾の⼤৹ଲৗ技術؝⋝
の開発 KISTEC�横浜国⼤�ૣি�࿖�

⋉神奈川県・.I6T(Cを中ੱに、㈱本ୢ機ஓ開発機構や㈱ｹｲҸｽӏӣｰのӐҫﾝӈﾞ機ঢ়等もਸॎる
強⼒ऩহ業化支援体（ఇহணடৼや開発戦略びﾍﾞﾝӅҰｰ支援等�でহ業化活動をਸ速化آ

Წ神奈川発「ঊルスॣア・ॽューフロンॸィア」先プロ४ェクト事業概ਏ

ႇႌ病等の未病改善
の解析ॶール開発
.I6T(Cط理研︓⼤

新規プロ४ェクトを⽴੧・育成する活動や१スॸィナブルなலੌा
（ঋンチকー創出・成⻑と国評価ૼセンター等）のੌाを推進

ႇႌ୰においてインスজン法はਏなਜ਼઼をಚめるが、ଖ量調
整、ଖのዢහさなどऎのୖが存し、जの解ৠがまोてい
る。ૈ੪らのコアૼ「ቦるटけঽઃ਼代যੵ᷈臓」は機器ਂ
ਏ・一ౝ連ਢઞ用૭能・安全安価で、ႇႌ୰のҵӡӖҳӈӖӇӢҬҺӝӊҴӁӢ
（⻑期的なഷႇଵ理・低ഷႇのೂ等）を解ৠする。

ಿがんදのౢ用によるหや੬性หඪは、ઉம生୵を
ะかさないが本যの4O/に⼤きऎ୶する。ૣিのコアૼ「ગ
生ห྾の⼤量調ଲ」は、ห包ਉ基の⼤量培養を⾏い೩者षの移植
を⾏うुので、安全性・コスト⾯にરो、現の植ห等にॎ
るหඪのஉ本的な提供を૭能とする。

県がんӂﾝﾀｰ︓成ૈ

基盤হ業
ৗૠﾃｰӓ৹整中
みらい未病
コホート

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝҸҾｼｽﾃӕ形成ӐӣӟҼﾞӛӕ

1ϳ

12 13

14 1ϱ

1ϲ 1ϳ

4

政策立の本㉁㸦㸱年๓かࡽの⪃ᐹ㸧

イノベーション・ࢥ࢚シ࣒ࢸࢫとは㸽
эイノベーション㸦ࣟࢮか１ࡽ㸧の成ຌをᬑ㐢ࡋ、

全యをಠ▔ⓗにと࠼ࡽる㸦ࢥ࢚㸻⏕ែ⣔㸧୰で、
連⥆ⓗに成ຌを⏕ࡳ出す地域イノベーションయไ

♫実とは㸽
э◊✲成ᯝの♫㑏ඖのᐃ⩏かࡾࡼࡽ㋃ࡳ㎸ࡳ、
◊✲成ᯝを♫にᾐ㏱㸦実㸧ࡏࡉるࡇとにຍ࡚࠼、
科学技術のྍ⬟性をఙ࡚ࡋࡤ᪂ࡓな♫シ࣒ࢸࢫᵓ⠏
にᣮᡓするࠕ科学技術と政策㸦⾜政㸧の連携・༠ാࠖ

本ではイノベーション・エコシステムは未ट実ਠ
していऩいのがਠ૾。ଷをതれङにॳャレン४18آ

神奈川イノベーション・エコシステム戦略⋇
⼤学や企業の「知」を、「地域」で⼒をऑて、
হ業化・インキュベートを⾏う、地域のオープンऩ
イノベーション・エコシステムが必要

⋇⼤学等のҦ知ҧを定のҦӐӣӟｼﾞｪҼӈ研究ҧでૐ中育成

⋈ӐӣӟｼﾞｪҼӈ研究をহ業化にढていくҦহ業化支援体ҧ

⋉ӐӣӟｼﾞｪҼӈ実ৃ所は地域のҦインキュベート設ҧを活用

がキーパー९ン「（پ）サイエンスパーク」地域のܒ
ｲﾝһұﾍﾞｰӈ設（෫し）にまらङ、ਓ学公連携をリードオフघる機ચをથघるイノベーターپ

19

地域のオープンイノベーション拠点連携

இέᇢ医療ငಅỉ
ỼὊプὅỶἠἫὊἉἹὅ

ਗໜ࢟

ライフイノベーションセンターライフイノベーションセンター

事業展開を発展、ટをఁ⼤آ
ುਡからୠ、全県षٱ
ਈ先ഈ医分からঊルスॣアषٱ

、ঋンチকー⽀援ੁの連携や共同研究の推進でܒ
ୠのਓ業ஷ௪やয౫育成（ઇ育）などष൴

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ী

の
ਓ
業

出૱ি薬品ੵ業⌆神奈川県

ჄϋٳẦỤɼᙲΌ ῝ ῝がᨼኽὲ

有望ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業 ｱｶﾃﾞﾐｱ、研究機関

地域異業種企業 地元自治体

ۅۈۀ

湘南ヘルスイノベーションパーク湘南ヘルスイノベーションパーク

かながわサイエンスパークかながわサイエンスパーク

平成３ڬ年ڰ月ڲ
神奈川県と૱িఇ品ੵ業㈱でಁછഁ

年ڰ月１３
湘南ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊӣｰҼ開所

殿町

世界䛸ᡓ䛖䜸ープンイ䝜䝧ーション機⬟䜢ᆅᇦຊ䜢⤖㞟し䛶ᵓ⠏䞉㐠Ⴀ
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ეવ嵀ルス崌崶嵁ーシ嵏ン崹ー崗
に峎岮峐كეવ崊崌崹ー崗ق
ეવア崌崹ー崗は、崝崌崐ンスに岴岻る崌崶ベー
シ嵏ンをਘ৲峃るた峫に、૱িఇષੵ業ઙૄ
ভ岶ეવଢ଼ਚを৫ଣ峃る岽峒により設য়
岿島峨峁た岞ଲఇ੫業岶થ峃るఇ崶崎崷崎を
੦ೕ峒峁峐、ベンチャー、ス崧ー崰ア崫崿をஅ峪
ਓ৾岶ૐ峁、嵑崌フ崝崌崐ンスに岴岻るਈ
先ഈૼ・ੴৄをણ用峁たア崌崯アの出・
実ਠを૭ચ峒峃る崌崶ベーシ嵏ンをਸச৲峃る
岽峒を৯峁峐い峨峃岞

র期ਅറ（成��ফ1�া1�）
２３年২までのো企業ڬ２
社ාಱに向けてڬڬ２

21

今後の成শୄ⼤の
湘南ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊӣｰҼ

ეવӑӝӁҶӍӑӢҴӀҲӡӎӣҴҼのਡୖ
অ४ョン︓ৗ的ऩアイディアを社会実装घる

ঊルスॣアとIT/AI ૼの়を実現する場

創薬プラॵトフォーをఁౄしてઃ਼代研究を加சする場

W > � d & O Z D

⼤ऩ
社会ਖ

ગ生ୢ ൌႈ೩

認知ඪ 未病

/

//

///
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湘南ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊӣｰҼの

神奈川県・.I6T(C

㈱リバॿス㈱ケイエスআー

KISTECと横浜国⼤及び横浜市⽴⼤学との
で、जोझोෆฐ連携ੈ定をഁੋ
さらに、KISTECとূ医ఐຓఐ⼤学・横
浜国⼤・応ଝ྆及び理研等とुჾਊプロ
४ェクトの共同研究推進体制をଡണੋ

国⽴ୢఇ品୫品
衛生研究所

㈱本ୢ機ஓ開発機構

実験動物
中央研究所

ಏ෫研究機ચ ৽営・技術・স融の連
携による企業合支援

ಏ෫試験等で
各種研究・事業
化活動をҿӒӣҴӈ

ঞॠュラトজー१イग़
ンスで、各種研究・事
業化活動をҿӒӣҴӈ

医学をથする⼤学と
連携（事業化プロ४ェ
クトはଽો⼤学や浜
ૈ医ఐ⼤学と連携�

⋇ୢ機ஓ等開発戦略やఇহணட支援等でスঌシャリストૐ੮と連携
⋈ரऩӐҫﾝӈﾞ機ঢ়と連携してﾍﾞﾝӅҰｰ企業⽴上ऑৎからの支援
⋉開発プロセスで実中研・国衛研・⼤学病院等と連携
④৽営・技術・স融の連携による企業合支援で県支援機ঢ়とੈ定

⋇

⋉ ④

Ｆڶڹଟਪの৽ഄを持つ社⻑をൿ
୍とした医機器ӁӑӣӀҰӜӁӈૐ੮で、
医機器開発・薬事ணட⽀援等 ｻｲﾊﾞӊҼｽҩҸҼӂӞﾝ

ｽҩｼﾞҰﾊӣﾝ

研究者௧ੇૐ੮
で、研究活動⽀
援・କ業化⽀援等

৺��ফのҶӡһұӑӢҴ
ӄ・ӑӢӡӅҰҴ⽀援の活
動実ౚ

ҿҶӎӢҴӄӢҶӡの開発Ӎҷӎҷ
を活かしたӐҫӡӈӢ⽀援 ⋈

KISTECと⌆本医機器開発機ଡの
でഡ保ੈ定をഁ���1�ফڭা）

KISTECと実験動物রఙ研究所ので研究
連携・ഡ保ੈ定をഁ���1�ফڮা）

�公ଃ�神奈川ਓ業ஷ௪ӂӡӄҴ、
⌆本ੁস公ಛ、
神奈川県信用保証協会と連携

KISTECとگ機関で業ਜੈ⼒ੈ定���1�ফ1�া）

神奈川県でヘルスケア・ニューフロンティア・
フ॓ンドも組成（201�年３月）

神奈川県・.I6T(Cを中றにしたহ業化支援体
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ϱ

⚄ዉᕝ┴䞉㻷㻵㻿㼀ECのᴗプロ䝕䝳ー䝇䝏ー䝮యไ

・県س .I6T(Cと㈱本ୢ機ஓ開発機構�-O0''�ので業ਜ携。
同社は、本プロ४ェクト⽴੧時から加しているが、成ڬگফ５াにਫૄに県・KISTECと業ਜ提携

（ీ৺ഁ）を開始。⌆ҽҶҸӁӏӣҴ等の連携協調フ॓ンドと協ৡして、⾼い௧⽀援機能でਘৡ१এート。
※同社は、Ｆڶڹで医機器関બのଟਪを本যでི一ਜめたিが代をਜめ、2012ফਝ⽴以ఋ、医機器

の開発・実用化にऎの実ౚ。（৽ੋਓ業や各ঽ体から医ੵ連携事業を受託等）

ড়企業�ঽ動会社�、公設試、
公இ財੮法人、等で研究開発ع
হ業化までを்広く

㤿 ᮶ ⩏ ᘯ

হ業プロデューサー

ま き よしひろ

ฝ ଝ

県科学技術政策30年に
ಖ通、ਯくの国Ӑӣӟ
ｼﾞｪҼӈを⽴੧・推進し、
地域構୳成やঢ়બ者
৹整を合的に૿う

ౢহ業
プロデューサー
（神奈川県員）

ଲఇҩ൧ఇ企業で、研
究開発、হ業企、৽
営（国、国ਗ会
社）を広く৽験

ി ਹೣ

科学技術
コーディॿータ
（.I6T(Cଞඐ）

サイバーダイン㈱のロ
ボットスーॶ+$Lの実
用化戦略の૿当等、ॢ
ローバルऩୢ機ஓの
実用化のऩ৽験

科学技術
コーディॿータ
（.I6T(C非ଞඐ）

୲ ේႰ

ਠ（機ঢ়名・૽）
地⽅ஆ⽴⾏政法人神奈川
県⽴ਓ業技術合研究所
（.I6T(C） 理হশ

24
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2ϱ

本は「モঀतऎॉのွ」で⾼いૼৡ・品質ଵ理能ৡを保થし医機器の生ਓが੭ਔなはङटが、医
機器分ではফ�����以のୟোதૌで推移。（ਘाが活きていない）

Ｆڶڹଟਪの৽ഄを持つি社⻑をൿ୍とした医機器ӁӑӣӀҰӜӁӈૐ੮によॉ、医の現場ӊҴӁӢのཔ、
「医機器開発のプロセス࿃ੴ、各国の薬事・規制にಖ通、অ४ネスセンスに⻑ける」をਘाにとする。

થな研究シーズに対して、ੴ的ଃਓਅറ、医機器開発⽀援、薬事ਅറ・ணட実⾏を展開し、本発
の医イঀঋーションを਼ੀに、जして本を医機器ਓ業⼤国にऎҿӒӣҴӈ活動を展開。

代表取締役CEO 内田 毅彦
- 福島県立医大卒業 / 循環器内科専門医
- ハーバード大学 公衆衛生/ビジネススクール
- PMDA 短期研修 / 米 FDA医療機器審査官
- 米 ボストン・サイエンティフィック Medical Director

- 薬事戦略、目利きのスペシャリスト

取締役 CBO 石倉 大樹
- 九州大学農学部卒 / スタンフォードMBA留学
- 眼科ベンチャー創業メンバー/M3新規事業開発
- シリコンバレー医療系VCにてmHealth領域投資
- Stanford Medicine X Innovation Sourcing/Biodesign

㈱本ୢ機ஓ開発機構（-O0''�

機ஓやગ生細胞ୢで、ୢニーズୢس
をኇइた௧的コーディॿートを展開

研究開発プロ४ख़クトのহ業化ੑからس
ఇহணடやフ॓ンドまでਞ通ฮの支援

学等のਓ学公連携機ચの支援ニーズに⼤س
合ॎचてཪऩパートॼーシップを構築

産
৾
ਁ
৴

॑
ख
ञ

୳

ઋ
ఱ
ਆ

が
ڮ
年

ુ
प

2ϲ

神奈川イノベーション・エコシステム戦略⋈
本ஆঽの୬基ຊ研究成果に国際଼ଥ⼒をणけ、
ಂを共にघる「ベンॳャー企業」の出・育成
。୬基ຊ研究成果は、組௶の研究活動टけではহ業化しऩいپ
また、本の企業は、「リスク」をとらऩいൊ向が高まढている。
研究成果の本当のகと可ચ性を理解しているのは研究者。
जれを組௶（⼤学や企業）に理解と共થをめるのはੀがある。

。研究者とजのகが共થできる「ᆎૐ੮」が取り組ि必要ܒ

⋇世ੀをठ抜く౮ী融合研究プロ४ख़クト
（組௶やীのをଭり௭इて、ऩகのୗ）

⋈戦略的ऩ⼤学発ベンॳャーの出・育成
（知財等もૐ約しऩがらਔઓৠ定のဌ速化・්化）

成⻑・事業ఁ⼤

•༡䝦䝹䝇イ䝜䝧ーション䝟ー䜽 アクセリード社
(創薬部門を中心の武田発の支援機関）

s� ગ生細胞ୢ
ਈഈୢ機ஓ
ৗ的ఇ 等

হ業連携・共開発ٳ
技術支援・ｲﾝһұﾍﾞｰｼｮﾝٳ
技術ગਠ性௬ٳ 等

ૐ中的コーディॿートٳ
৽営・成শ支援、Ӑҫﾝӈﾞٳ
社会システム化ٳ 等

イ
ঀ
ঋ
ー
३
⑄
থ
भ
社
ভ
ৰ
ಎ
化

ӏﾞҳҼﾃﾞｰﾀ（TR00Rと連携）

Z/E<（⏕細胞་⒪⏘ᴗ䢄䡫䢀䢘䡬䡴䠅

T�CI5$
(ｉPS研との連携による再生医療開発拠点)

౮ী融合ӐӣӟｼﾞｪҼӈ

発がんയ進೪、
ఇ、機ચ性୫品、
Ⴏ細༳ᓲ 等

慶ᡳ・ｻｲﾊﾞｰﾀﾞｲﾝ
ቦるटけ人ੵ᷈ට
⼤ห྾ગ生 等

୬シーズを
ກにしたથ
9B出

হ業化支援
神奈川県
.I6T(C
㈱ｹｲҸｽӏӣｰ
+I6

৸国から

થ9Bを
神奈川にૐ

国の⼤のਓ学公連携হ業も活用

実中研、国衛研、理研
慶応ଝ྆、 横浜市⼤等

౮ী融合プロ४ख़クトの⽴੧・推進からベンॳャー企業の出・育成

殿町
ఇ機法支援（⌆本医機器開発機ଡ等）

フ॓ンド（アーজースॸー४の連携フ॓ンド）

ಏ෫・56・ಏ෫

殿町・.6P・湘南ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊӣｰҼの拠点連携

2ϳ

ロボットとગ生ୢを融合したᏢᇈ機ચગ生
ᡳଝ྆প৾ র੨ื

ਠৎ点では法のऩいᏢᇈംのৗたऩ९リューションを、サイバニクスと
ગ生ୢの融合によढて実ਠघる。サイバーダイン社が開発したロボットスーॶ
+$Lを用いた機ચગ生を進める。৸性௬の体も整備し、機ચગ生をയघロ
ボットୢ機ஓとLP6細胞来神৽ୌ細胞を組み合ॎचた体を構築घる。

性期

༇ඪખ応細胞ଈ

性期ع ཿ性期

ॢজアᯈᇎ

L3S細胞ਟ
神৽ୌ細胞移植

⻑థを用いたಏ෫研究

H$/を用いた機能ગ生
実験動物রఙ研究所

Ꮲᇈം

28

Ϩ

（Ꮲᇈം೩者にৌして、ӟӒﾞҳӈｽｰӆ+$Lによる機ચગ生を୯し、
さらऩるඪ೩者へは、慶ᡳ︓ગ生細胞ୢの）

人のଋோ機ચを「ગ生」できるི૮の୬成果「ӟӒﾞҳӈｽｰӆ,�>」

ગ生ୢ等ଲ品の品質・৸性௬プロ४ख़クト

䋻䜘い䜒の（細胞་⸆䠅䜢䛴䛟䜛た䜑の、䜘いཎᮦᩱ（㼕㻼㻿䠅䟿

ჯ㓝ẕ
䝟ン㓝ẕ

ビー䝹㓝ẕ

䝽イン㓝ẕ

䜒の䛵䛟䜚

⥙⭷⚄⤒細胞 ⾑⌫ᚰ➽細胞

⏕་⒪

৶化学ଢ଼ਚ
ఖ় ෞ

৶ଢ଼ஆঽپ
の&$*(ੰෲ

ગ生ୢ等ଲ品（ト細胞ਸੵଲ品）の品質・৸性ન保ధびに
ガイドライン成にৱघるデータ出基盤パイプラインの設ੑ

•&A*Eૼを用いたગে医療等ଲષのષସૠત設峝峇のਉ౫મの分৲ਙ嵆ー崓ーのർด峒峇のਓ業ૢ用
•ગে医療等ଲષのଲୗੵங峑ગણਙ৲峃るਙ崎崌ルス等の崶ン崛ー崯ィン崘51Aの୶௬のた峫のිၨ51Aੰෲૼのତ

国য়医ఇષ୫ષୋ⽣ଢ଼ਚ
ଯઢ഻

再⽣細胞医療の嵔崖嵍嵑پ
崰嵒ー崝崌崐ンス૿ਊ

神奈川県য়ਓ業ૼكஆ১ق
়ଢ଼ਚ67,.ق(&)

ଢ଼支援、ୠਓ業峢のپ

ગ生ୢは細胞という「生モノ」をඞうଳ点でਓ業⼒の強化に൴آ
䛂㧗い⌧ᛶ䛷ရ㉁の㧗い᭱⤊〇ရ（ศ細胞䠅䜢〇㐀（ㄏᑟ䠅䛩䜛䛃䛸い䛖┠的に㐺った

⣲ᮦ（䠖ᑓ⏝の細胞ᰴ䠅䜎た䛿䛭のつ᱁䜢㑅ᢥする（೧いि）ことが㔜せ

29
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ห྾ગ生医（ం؟コンセプト）の
実現には、گつのૼがਏとなる。
ਏૼ؟ڭหඪ೩者の୍からห
྾を1�本ங度఼し、ห包に存するୌ
細胞を���以にੜ༢さचる。
ਏૼ؟ڮこの細胞を用い、૨よऎ
ห包をગ生૭能な移植用ੌ௶（ห包ਉ
基）を⼤量にଲ（ڭで�）する。
ਏૼ؟گ移植用ੌ௶をหのຜ下
のಖഡなਜ਼઼に移植する。

研究代表者 ︓福ি ࿖（ .I6T(C�横浜国⽴⼤学 ）
ِગ生ห྾の⼤৹ଲৗ技術の開発ّ

ਏૼگ
ಖഡ移植

ห྾の఼
ਏૼڭ
細胞のੜ༢

ੌ௶培養器

ਏૼڮ
移植ੌ௶のଲ

หඪ೩者
ห包ੌ௶

ห包のગ生

移植ੌ௶

ᢠがん⒪のస⏝に䜘䜛⬺ẟ䜔⏨ᛶᆺ⬺ẟな䛹にᑐし䛶、
ᚑ᮶の⒪法➼（⸆、᳜ẟ➼䠅䛷䛿ඞ᭹ᅔ㞴な᰿ᮏ⒪䜢ྍ⬟䛸䛩䜛た䜑、

Ᏻᛶ、䝁䝇トに䜒ඃ䜜た、䛣䜜䜎䛷にない䛂ẟ㧥⏕䛃䜢ᥦ౪䛩䜛

ૣিのコアૼ（上ຜ௺細胞と୴௺細胞をသുஓにোれछて、
ঽഞ組௶化ਠによढてหෆਉ基5000をਞに⼤ଲ）を基ೕに、
ห྾ગ生ୢに必要ऩ3णの技術のન⽴と、ト細胞を用いた
実の成で、หෆਉ基の⼤သു・⼤৹整を実ਠآ

30

ϩ

ฑらかऎျにඡोるための
ৡ加減の制御機能

ျ理細やかな植หのための
⾼ಖ度なਜ਼઼の制御機能

ৡඡಁૼによॉੂめて
つの機能をඃ੭૭能آ

㻷㻵㻿㼀ECの䛂ຊ䜢ឤ䛨䜛་⒪䞉⚟♴ㆤḟ世௦ロ䝪䝑ト䛃プロ䝆䜵䜽ト（プロ䝆䜵䜽ト䝸ー䝎ー
ᶓ浜国❧Ꮫ ୗ㔝ᩍᤵ䠅䛷ᚓ䜙䜜たᡂᯝ䜢ᇶ┙䛸し䛶、⧄細なຊのไᚚ䜢ྍ⬟䛸䛩䜛
ຊゐぬᢏ⾡䜢ᦚ㍕した⛣᳜ロ䝪䝑トのඹྠ㛤発䜢᳨ウ䛩䜛。

ຊゐぬᢏ⾡䜢ᦚ㍕䛩䜛䛣䛸に䜘䜚、పく、㧗㏿、㧗⢭ᗘな⛣᳜がྍ⬟䛸な䜛。

⼤量のห包ਉ基を
⾼சかつ⾼ಖ度に移植

୍ຜषの૿がா৵な
低性の実現

ห྾のગ生から移植までを包ฐする
国଼ଥৡを持ढた新ૼの創出が૭能

⌧ᅾ❧୰の研究䝔ー䝬䠖
ຊゐぬᢏ⾡䜢⏝したඃしい᳜ẟロ䝪䝑トの㛤発

31

人がඡるಁを「ગਠ」できるི૮の୬成果「ӜｱﾙﾊӐӣﾃҬҼｽ」
研究代表者 ︓ৣ ย通（ .I6T(C�横浜国⽴⼤学）

䠎ᆺ⢾ᒀ䜢ᙜ初䝍ー䝀䝑トに、⌧ᅾのイン䝇䝸ン⒪のၥ㢟Ⅼ䜢ඞ᭹䛩䜛、

ṇ☜䛷、⮬ᚊ的䛛䛴⤒済的にイン䝇䝸ン䜢ᢞྍ⬟な㠉᪂的な⒪ᢏ⾡

䕿機ჾ䝣䝸ー䠖䛂䜾䝹䝁ー䝇ᛂ⟅ᛶ䝀䝹䛃䠇䛂䝬イ䜽ロ䝙ー䝗䝹䛃のみ䛷ᵓᡂ䛥䜜機ჾ䛿せ䟿

䕿ṇ☜䛷Ᏻ䞉Ᏻᚰ䠖ྍ㏫的なศ子認㆑機ᵓ䜢⏝し、ప⾑⢾䜢ᅇ㑊した⢭ᐦไᚚ䟿

䕿Ᏻ౯䛷㧗い㻽O㻸䜢ᐇ⌧䠖䛂䛩䜉䛶いᤞ䛶䛃᪉ᘧ、ᇙ㎸みせ䛷పくᛶの䛂㈞䜛䛰䛡䛃䟿

৯ఏスペॵク؟
・ቦるटけ500サイズ
・ਈ⼤ౝ連ਢ装用可ચآ
・ዢහऩ校ਫや೩者ઇ育不要آ
・ત︓３ਐங২�月
・ഷႇகスパイク（୫後高ഷႇ）
へのৌ応آ

ِቦるटけでঽの次世代人ੵ᷈ටの開発ّ
研究代表者 � ૈ੪  （.I6T(C��ূୢ科ຓ科⼤学）

ঐイクロニードル（ଉ）には、ሠ性のシルクフィブ
ローインを格とし、コア技術のフख़ニルボロンஅથॢ
ルコース応௦性।ルがౄᔉされスキンಽを形成。

ਊჾॢルコース応௦性।ルがຜのॢルコースに応௦し
て化（กဋ）घることで、必要のインスリンが、জ
२ーংーからଉを通じて、ঽ動的にଣ出（ಖഡ制御）

スキンಽ

インスリンリ२ーバ

ਫଞഷႇৎ 高ഷႇৎ

ঐイクロニードル

インスリンଣ出インスリン保

インスリンঽ動ଖのல組みپ

ಖഡ౪

32

Ϫ ⋛లਟ
展

ート࣐ࢫ
シン࣐ノࢼ

ント࣓ࣜࣉࢧ

「ቦるटけযੵ᷈臓」から
「ቦるटけ n体୰|�ᕝᓮᕷ iCONM」の実現षآ

現ᅾ

川崎市ナノ医療イノベーションセンター（iCONM）との連携（松元が参画）

ンࢳࢡ࣡

n体୰| ٙ「いつでु・どこでु・ၴでु、ੱ理的・ମ体的・৽ੋ的૿なऎ、
社会的の⼤きいႈ೩から解ଣさोていऎことで、ঽ的に೨になढていऎ社会
（スマートライフॣア社会）を実現すること」

㏆ᮍ᮶

ேᕤ⮅⮚

6RFLHW\�5��のᑐᛂ

㝖ᨺᆺでయෆ状況㸦ᜏᖖ性㸧をከ
ඖ⟶⌮するࡵࡓのࣛࣉット࢛ࣇー
る㸟ࡏࡉ⳹と᪼࣊技術࣒

ࢡࢽトࣟࢡ࢚ࣞ
ࢫࢡࢸࣉ࢜・ࢫ
との⼥ྜ
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神奈川イノベーション・エコシステム戦略⋉

成শਓ業৸体のਓ業⼒強化をる公的支援機ચ
（特にӛｲӐｻｲҸﾝｽীは、⾏政に人的リ९ースがଌり
ऩいので、⼤学・企業と連携した取組が必要）

1 国際௬技術センター機ચの構築
研究ӐӣӟｼﾞｪҼӈで௬法を開発し、開発した௬法で
企業のଲ品開発・ૹ品化を支援（થ効性と৸性）
⋇౫મ・ुのतऎॉ（ඡᄘ、મਗ਼等）
⋈୰ఒ（食品評価عႯ細༳等）
⋉細胞Ⴭセン१やગ生細胞医の品質・安全性評価等

2 設備共ਹ用（オープンラボ機ચ）

ඡᄘ�平成ڲ年ਰఋ）では、機ચ開発にਸइて試験法開発・標準化の合的取組を実。
機ચ性୫品�平成２ڬ年ਰఋ）では、ঢ়連ﾃｰӓを融合し未病改善国際௬技術センターの運営。

<ĂŶĂŐĂǁĂ͛Ɛ�^ƉĞĐŝĂů�ZŽďŽƚŝĐƐ �ŽŶĞ
ع 川崎市殿町の.I6T(C部ӐӣӟｼﾞｪҼӈを中றに、ঢ়બ機ঢ়で連携してӂﾝﾀｰ活動を展開

国ਗとも連携しऩがら本から世ੀへ広がるৗしい n୫と健೨ |の科学とਓ業を発ਦآ ع

ਨਲやਨಮ及び国等と
ुઁୠ連携しながら県の
ূਲ⼤学等との連携構築

⋇।ノム解析等によるถ細௬
（部プロ中ੱに理研横浜等と

連携して機ચ構築）

⋇।ノム解析等によるถ細௬
（部プロ中ੱに理研横浜等と

連携して機ચ構築）

㣗ရ➼の
ೃ⿵⣲ᮦ䜢

㑅ฟ

㣗ရ➼の
ೃ⿵⣲ᮦ䜢

㑅ฟ

ᡂศศᯒな䛹ᇶ
ᮏ的なศᯒ（ᚑ
᮶法䠅に䜘䜛䝇䜽
䝸ー䝙ン䜾

ື≀䜢⏝いた遺伝子発⌧ゎᯒ
（䝙䝳ート䝸䝀䝜䝭䜽䝇䠅に䜘䜚、機⬟
ᛶ䞉Ᏻᛶにಀ䜛⌧㇟がయ㔜䜔⾑
ᾮな䛹に⌧䜜䜛๓のẁ㝵䛷ண▱
（ೃ⿵⣲ᮦỴ定の䝇䝢ー䝗䜰䝑プ 䠅

䐡䝠トධ試験䐡䝠トධ試験

ਈらかになढてきた生୵ఐ学のਈ新のଳ
ਡ（ग़আ४ェネॸィクスやメタボロー）を
加इ、

⋇動物試験とヒト試験
⋈現とメカॽズ㻔ઃ਼代ӀҴҽӡҿҴ解析等)

の⾯をइた評価を実現

䐠細胞➼䛷Ᏻᛶ䞉᭷ຠᛶのホ౯䐠細胞➼䛷Ᏻᛶ䞉᭷ຠᛶのホ౯

অーঁス２ڰ（⼤森研究員
による神奈川発試験法）
食品等の発がんയ進の安全確保と
થ性 衛研・理研・横浜市⼤

横浜市⼤︓
ᅡ生
ヒトযੵቅୌ細胞
を食品評価で活用

ᮍ䢋䡬䡲䡬➼
の▱ぢのᥦ౪
ᮍ䢋䡬䡲䡬➼
の▱ぢのᥦ౪

ື≀ᐇ験䞉ゎᯒ
（㻷㻵㻿㼀EC

㜿部プロ䝆䜵䜽ト䠅

ື≀ᐇ験䞉ゎᯒ
（㻷㻵㻿㼀EC

㜿部プロ䝆䜵䜽ト䠅

未病改善国際௬技術センター（センターশ 部ཟ）

ᮍᨵ
ၿ機⬟
ᛶ㣗ရ

⏕ά⩦
័➼
のᮍ
ᨵၿ

機ચ性୫品ঢ়બ

Ⴏ細༳ᓲのৗ的
౪技術開発
KISTECطᡳૣ؟ি（ઌ）

ႇႌ病等の未病改善
の解析ॶール開発
KISTECط理研؟⼤

਼ੀੂで਼ੀで
ི一つの発がん
യ進試験法の国
ఏ化

3ϱ

30 31

32 33

34 3ϱ
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ϳ

�ーション࢚シࢽイ�すึᮇẁ㝵ࡇは、㑇ఏᏊኚ␗を㉳ࢇ⣽⬊のがۑ
と␗ᖖቑṪẁ㝵㸦ࣔࣟࣉーション㸧の㸰ẁ㝵がある。

ۑ ᡃࠎの⏕άは、ࢹーࣝࢮࡇࡤࡓࡸࢫ࢞↮➼のⓎがࢇ㺐㺤㺚㺒㺎㺚㺌㺻
≀㉁でᅖ࡚ࢀࡲいるので、Ⓨがึࢇᮇẁ㝵は㑊けࢀࡽない。

э㛗年、Ⓨがࢇ㺪㺽㺹㺱㺎㺚㺌㺻ヨ㦂ἲの㛤Ⓨが、国㝿ⓗにษᮃ。

県⾨⏕◊✲ᡤ大᳃◊✲ဨが、⣙3�年にΏࡾ㛤Ⓨࡓࡋ本ヨ㦂ἲは、

ୡ⏺ึの国㝿ㄆᐃࡓࢀࡉⓎがࣔࣟࣉࢇーションヨ㦂ἲ

Bhas42細胞形質転換試験法が何故必要か︖

発がんイニシエーション
段階は不可逆的であり、
また、回避も困難

発がんプロモーション段階は可逆的であり、
がんの未病悪化阻止や未病改善に効果的

ｲﾆｼｴｰｼｮﾝ

（遺伝子の損傷) （損傷した細胞が異常増殖) 腫瘍

ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ

3ϲ

目標︓○創薬等開発時の動物実験実施数等の低減や創薬シーズの提供
○食品添加物等、化学物質全般の発がん性に対する安全性を確保

※全体コーディネート

⼤森研究員が将来のニーズを⾒抜き
約30年に渡り本試験法を研究開発

【川崎市殿町】
国⽴医薬品食品衛生研究所
※天然添加物や容器包装関連の化学物

質の発がんプロモーション活性評価

KISTEC
※ヒト肝臓での代謝を付加した試験法開発

【横浜市末広】
理化学研究所
※遺伝子発現の網羅的解析

【横浜市福浦】
横浜市⽴⼤学
※タンパク発現の網羅的解析
※形質転換フォーカス細胞のマウス移植

試験（腫瘍形成の確認）

京浜臨海部沿いの公的研究機関

当該試験法のメカニズム解析や検出率向上のための研究を進め、OECDテストガイドラインと
しての認定と、非遺伝毒性発がん物質の検出法として広く活用されることを目指している。

神奈川県が開発した発がんプロモーション試験
「�ŚĂƐ 42�ĐĞůů�ƚƌĂŶƐĨŽƌŵĂƚŝŽŶ�ĂƐƐĂǇ」

201ϲ年1月、 OECDガイダンスドキュメントとして、世界初の

国際認定済みインビトロ発がんプロモーション試験法になった。

神奈川県衛生研究所

神奈川県政策局ヘルスケア・
ニューフロンティア推進本部室

神奈川県の「Bhas42細胞形質転換試験法」を国際標準化へ
代表研究者︓⼤森清美（神奈川県衛生研究所）

3ϳ

殿町（公財）実験動物中央研究所の取組

今回の殿町リサコンを契機に、生物
材料品質管理センターの設⽴と運営

崸崌崒嵉崯崋崓ルীに৷岮峳島峵⽣౫મ
の⽣学的ષସ、学的ષସの৳
業ਜ、ୗᇯᯂਙୡ、๋৳ோ等をฮ
峁峐ষ岰岽とので岷峵崣ンター

M5I

ৰୡ動রఙଢ଼ਚكଃਁق ੪展য

微生物側、動物側からの試験
受託開始に向けたアプローチ
は概ね順調に推移

微生物側では HCV をはじめ
HIV-1 等５種の微生物検出系
の確⽴が終了

動物側ではマウス評価モデル
の候補となる新規 1 系統の育
成・保存を開始する一方で、
NOGマウスの⻑期飼育試験が
終了

今後はセンター活動を通じて
殿町等の研究活動を強⼒に支援

38

本モデルでは、以下に記載の各企業が連携・協働して、低廉な価格でのラボの貸出しな
ど、利用者の研究フェーズに応じた研究の場を提供し、さらに研究交流の場の提供や各
種セミナー等の側⾯的⽀援活動を通じて、一体的な公的⽀援活動（※）を展開します。
※神奈川県の活動と連携することで、公的な側⾯を持つ活動として展開していきます。

LICにおける公的支援活動を⾏う企業連携体モデル

㈱バイオテック・ラボの
レンタルラボ

ノベルサイエンス㈱の
オープンラボ

ダイダン㈱のオープン
イノベーションラボ

細胞の培養・調整・観察、
核酸系の基礎実験 等 ⾼度な解析・分析等 ⼤量培養等

分析・解析機器等の共同利用を⾏うオー
プンラボ（神奈川県委託事業）の運営及
びセミナー等の実施

細胞の培養や解析での基礎的な実験機会の
提供や商社機能を活かした現場情報の発信

先進的なＣＰＦや気流制御ブースの実
証共同研究およびオープン交流スペー
スの提供

公的支援活動を⾏う企業連携体モデル

39

40

神奈川イノベーション・エコシステム戦略④

地域知的基盤（科学技術公共財）の整備・運営

１ 次世代ICT（慶応殿町キャンパスPeOPLe、
ﾃﾞｰﾀｻｰﾊﾞとﾃﾞｰﾀｻｰﾊﾞを繋ぐ高速ﾍｲｳｪｲ⽅式のﾍﾙｽｹｱﾃﾞｰﾀ）

２ 特徴的コホート
（川崎地域で慶応の超高齢者コホート、県⻄部で神奈川みらい
未病コホート、今後両コホートを融合した取組を湘南で展開予定）

３ 人材育成（県⽴保健福祉⼤学ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科）
平成31年4月に殿町に⼤学院を開校（年15名）
公衆衛生学を基盤にデータサイエンスと起業家等の人材育成
慶応殿町キャンパスと連携したヘルスケア社会実装拠点

百寿者および超高齢者
コホート基盤の形成

社会保障統合
データベースの構築

ᡳଝ྆প৾
িඥฆ

ᡳଝ྆প৾
ৗ੩೨ৢ

ᡳຕ崕嵋ン崹スق崼ー崿ルٔத高齢崛嵃ー崰）

৺��峒ુଢ଼にঢ়峃るਫ਼ୈর

41

ᡳຕ崕嵋ン崹ス�మに崒ー崿ン
崿嵑崫崰フォー嵈ଢ଼をਝ઼

3ϲ 3ϳ

38 39

40 41

ǽǽ国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構

YNU研究イノベーション・シンポジウム2018

ヘルスケアのために大学と地域が連携する
24



8

本研究は神奈川県ড়を対としたୠકড়コート研
究でँる。本の3⼤ଈಝਉは౼෮র・ੱ臓୰・がん
でँるが、生活ಆຯ୰はこोらのਉとして⼤きऎ೨
に୶し、本にとどまらङ਼ੀ的にु、現代社会の
ਏな೨ୖとなढている。

生活ಆຯ୰はرযの生活ಆຯと体質でँる遺伝的ಞ
とがളහに୶しँढて発ඪするとઅइらोている。
本研究の目的は、શ化予ଆୢのન⽴のために遺伝

・୭のৼ൩用をஅめたঢ়連をらかにघるととも
に、神奈川県のヘルスケア・ニューフロンティア政策に
નに൴していऎことでँる。

ϮϬϭϲ年২から基盤৹ਪを開（学術ஷ௪会の科研ા）
しており、あॎचてϮϬϭϵ年২からঁイঈリット।ノムコ
ホート（ஂো）を開するでँる。

神奈川県みらい未病コホート研究 2�0
神奈川県の୰事業؟県ਧ活性化プロ४ェクトୠから開始

「೨অॵॢデータ」の੭

൧・検൧受൧者をজクルート

・ഷั検体
→ 'N$解析用検体அ

・ႌ検体
・生活ಆຯ等に関する

質ਖ
・がんఃஈ、ႈ೩೩、

ଈಝ৵等のデータ
・医ા、ஂ૧認等のデータٙ

体的な੭データ

基ೕ調ਪ（本格༎働）

��1�ফ度に、৵িਉ市、
ਨにて試⾏開始し
1��

201��2022年২本৹ਪ

৵িਉ市、ਨ、র੩に加इて、
વଌ෧市、⼤੩、ૈি、開成、ຢ
உ、จఖਉ、ઌๅにఁ⼤実施
ͤ•༡地域のᣑ大ࡶᚋ᳨ウ

・約5�000人が目標

ઃ調ਪ

����ー��ফ度に施⾏
・基本的にはঋースラ
インと同に施⾏する

୯調ਪ

⾏��ফ度を৯૪に施-�ڮ��
・がんఃஈや生存デー
タなどとੌा়ॎचる

基ೕ調ਪ（試⾏）

��1�ফ度は、৵িਉ市、


ਨ、র੩で５ڭڬ。

研究ੑ

⋇।ノムੲਾを活用したஂো実研究
⋈未病スコアを活用したஂো実研究
⋉Ⴏ細༳ᓲを用いた生活ಆຯ病等ஂো実研究

今回のৗૠੑ
（ঁイঈリットコホート研究）ї2͘0分

201��2022年২ஂো実試験
・約5�000人のうठ300名ங২にஂো
実試験を実

学術ஷ௪会の科研ા;神奈川県みらい未病コホート研究 1�0�

ͤ•༡地域のᣑ大ࡶᚋ᳨ウ

研究代表者︓神奈川県⽴病院機構がんセンター 成ૈ๒人
হ業共機ঢ়︓神奈川県⽴保健福祉⼤学ﾍﾙｽｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究科

42

次世代をᏋਬघる
人材の育成

ヘルスイノベーション
の社会実装拠点

地⽅ঽ体⾏政の
シンクタンク機ચ

科学的なଳਡに基तいて、アントレプレ
ॼーシップを持ढて社会にਔをऎす
ことができるয౫を育成する

ৗ的な研究・開発を೨関連ਓ業・
१ーঅス・ૼと連携し、ৗたऩਓ業を
創出する社会実装拠点となる

学的・ఐ学的ଳਡに基तऎ調ਪ研究を
県の政策⽴੧に活かし、ఐ学ૼの活動と
社会（⾏）のᇽऍ૽をટたす。

ూବ ねらい・৯的 ੑの概ਏ رな連携 పಷ神奈川県য়৳ૣක大学嵀ルス崌崶嵁ーシ嵏ンス崗ール
كH�1年�月開ਝ嵣ຕ5*%2嵣2��మق

ਁಃୋ⽣学を੦ೕにӇӢҴӄҿҶҸӡӁ嵣କ業ੇ等のয౫ਛ

43

神奈川県⽴保健福祉⼤学⼤学院ヘルスイノベーション研究科
మの一にگమ及びڮ

ো（৺ڬڲڮڭ⋻�

スケ४ュール�予定�
াڮڭফڬگ成ع 装ੵ事
成ڭگফڭাع ো開始
成ڭگফڰাع 研究ఐ開ਝ

ਸ਼一ઃ൳ૐ 成��ফ11া1�ع
ਸ਼ઃ൳ૐ 成��ফ1�া��f1া��
※ਸ਼一ઃ൳ૐで৩をたした場়はਸ਼ઃ൳ૐは⾏いまचん。 44

峂૦にো峃峵
ᡳຕ崕嵋ン崹ス等と連携 4ϱ

神奈川イノベーション・エコシステム戦略⋋

科学技術の社会実装活動で⾏政がऩડએで
連携・ੈ௮（கの可ଳ化と成果・政策展開）

１ ヘルスケア・ニューフロンティア・フ॓ンド
（神奈川県がড়と連携してフ॓ンドを設。ベンॳャー企業のহ業の社会的க
を定的・定性的に可ଳ化घる社会的インパクト௬のো）

２ 殿町LICをறにગ生・細胞ୢのバリューॳख़ーン構築
ٛLICٜhWWS���ZZZ�SUeI�NaQaJaZa�MS�GRFs�PY4�FQW�I531405�LQGe[�hWPO
ٛ5I1.ٜhWWS���ULQNULQN�MS�

３ 国際戦略（ॢローカル展開） ઐܒ連携ܒ展開へ
hWWS���ZZZ�SUeI�NaQaJaZa�MS�GRFs�PY4�FQW�I5313���LQGe[�hWPO

分配

出資

ৱ対とな峵
嵀ルス崙崊୩ୠ

医療 介護 保育

農業 食 スポーツ

ヘルスケア

投資
実⾏

Exit収益
（IPO,M&A）

投資先
ﾊﾞﾘｭｰｱｯﾌﾟ

嵀ルス崙崊嵣崳嵍ーフ嵕ン崮崋崊
ৱহ業થிભੌ়

病院や高齢者施設などの実証フィールド
の提供（＊）
神奈川県等による実証フィールドの提供

フ崉ンドの્ඉ

ৱਛ্ଉ
シード・アーリーステージのヘルスケアベンチャー
1回あたりの投資額は、数千万円

Exitは、IPO or  M&A

実証フィールドを用いた事業育成⽀援に注⼒

ৱ嵀ルス崙崊嵁ン崩嵋ー
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の0O8ഁ

フィンランド・オक़ル市
とのഁۊۄۂ
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メリーランドପٴ
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機ঢ়ഁۊۄۂٴ

神奈川が展開घるॢローカル戦略（Ҽﾞӟｰﾊﾞﾙٔ地域）

スタンフज़ード⼤学ୢ 学部との0O
ഁ との連携シンガএール政ਿ機ঢ়とのۄڽی

ۊഁۄۂ 

WHOは近年高齢化対策に関⼼が高く、神奈川県との連携に積極的。(2016年12月に県職員を派遣)
スタンフォード大学やシンガポールなどと再⽣細胞医療等での連携強化。企業の国際展開活動を多彩に支援

イॠリス・セルアンド४ーン
セラআーҩカタパルトとのۊഁۄۂ 

48

地域ૐ⼒にஉ୷した「ॢローカル」ऩ「ઐܒ連携ܒ展開」

イノベーション・エコシステム構築・運営に必要ऩこと（எ⾒⋇）

神奈川県科学技術政策で、ਓ学公連携にめられた୳い
آあらॅる機ঢ়が「公（おおやけ）」を⼤જに活動をܒ

ڭ ఐ学ૼイঀঋーションは、のऩいを開ิして
いऎुので、成の保のऩいॳャレン४。

ڮ ॉになるのは、లਟにਏとなる「ཎニーズ」を
⾒抜くྍ⼒と、ฎाが出てु信をශऑることなऎ
ර戦をਢける「不༽のಖ神」。

گ जしてਈुਏな理は、全体のਈి化を⼤જにして
「世の中をଐくघるため、ঽীに何ができるか︖」の୯

49

ஒ ஐ サムエル・क़ルঐン
ஒஐとはয生のँる期をうのではなऎੱのৼをうのट。
રोた創ୗৡ、›しきਔಂ、༇ॅる情、ጳをేけるົ༫ੱ、
安ಔをஷॉຽてるྋ૫ੱ、こううৼをஒஐとうのट。
ফをねたटけでযはഠいない。理୳をଷう時にੂめてഠいがऎる。
ୃাはຜჹのしॎをੜすが、情をଷう時にಖ神はしऻि。
ౙᐯや、ၵઑ、ਂ安、തཋ、ଷ、こううुのこजቭु⻑ফ
াのऎযをഠいさच、ಖ気ँるᄗをुᄿにషचしめてしまう。
ফはેでँौうとે౽でँौうと、जのরに್き੭るुのは୦か。
ᥐऎຐ౮षのఎዌੱ、૬にऱらめऎయᤸ、जのきにु๚たる
事物やઓ୳の対するፂಶ、事にᗘするྌဧなරਅ、
৵ుのऎめてૃまफർੱ、য生षのຈಜと௪。

যは信と共にऎ ઑೆと共にഠॅる
যはঽ信と共にऎ തཋと共にഠॅる
ൌँるॉऎ ଷと共にഠいᄺठる

⼤よॉ、神よॉ、যよॉ、とಜႉ、ົ気とၥ⼤、जして
ၹৡとを受けるॉযのさはଷॎोない。
こोらのがബइ、㧛のஜがযのੱのൔまでु⎱いつऎし、
ຜのௐཥがこोをಕऎとकすにඹोय、この時にこज
যは全ऎにഠいて神のᏮोाをቖうるはなऎなる。

イノベーション・エコシステム構築・運営に必要ऩこと（எ⾒⋈）

イノベーションにਈも要ऩことは、オリ४ॼルをກに
今のঽীを⼤જに、のঽীの可ચ性をਦじて生きる ϱ0 ϱ1

地域科学技術振興の政策議論と施策推進が必須
①科学技術は必ず何処かの地域で実施。国だけでは動かない。
②日本における大学の役割は、大学が全都道府県に立地する状況

と日本風土とセットで熟慮すべき。大学と地域の連携が必須。
③イノベーションは、自由で創造性ある｢現場｣で創出・育成。

イノベーション・エコシステム構築・運営に必要ऩこと（எ⾒⋉）

ر౨中

平成31年１月24日・25日に進捗状況を公表
ਰৣは検ୈ中のઍ。平成30年12月上中ഽにਫ式੧予定پ

1月24ીｼﾝӒӣｼﾞｳӕ開ಈ 湘南ヘルスイノベーションパーク
ෘ「インキュベート拠点連携（.6P、殿町、湘南ｱｲﾊӣｰҼ） 」
ع地域からの戦略的ऩベンॳャー企業出・成শで世ੀと戦うために必要ऩものع
1月25ଏ後ｼﾝӒӣｼﾞｳӕ開ಈ 横浜കఢఈ
ෘ「本ஆঽのイノベーションで国際଼ଥをठ抜けآ」
عキーডードは、ॢローカル（国際ٔ地域）ऩ౮ী融合イノベーションع
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２．２．２ 「ロボット」 とヘルスケア 

「リアルハプティクスが拓く未来医療」 

横浜国立大学 大学院工学研究院 准教授 下野誠通 

リアルハプティクスというのは、人間に備わっている「触る」という感覚をロボッ

トに与えるもので、これにより新しい医療が拓けていくという話をする。

リアルハプティクスという技術は、もともとは慶應義塾大学の私の恩師の先生が基

礎研究を行い発明された技術になる。この技術を医療、リハビリ、介護などにどう展

開していくかについて、神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）の大型プロジェク

トで取り組んでおり、社会実装に向けた応用開発の研究を進めている。

本日は横浜国立大学の研究者としての話になるが、私は KISTEC のプロジェクトリー

ダーを務めており、慶應義塾大学におけるリアルハプティクス技術を社会につなげて

いくセンターの客員所員も兼ねている。 

社会が成熟するにつれて、今までの価値観がどんどん通用しなくなっている。高度

経済成長時代の「量の拡大」から、今後は「質の充実」に益々重きが置かれるように

なってくる。皆様がお持ちのスマートフォンを見ても、ハードウェアには共通技術が

使われているが、そこにどんな音楽を入れるか、どういったアプリケーションを取り

込むかについては、個人の好みであったり、自分らしさであったりを表現し、これら

をデコレーションすることができるようになっている。すなわち、テクノロジーのパ

ーソナル化が進んでいる。 

ヘルスケアにおいても、これから益々個人に合わせて、技術をどう活用していくか

が求められてくる。例えば、年を取って目が悪くなる、耳が聞こえなくなる、肩が痛

くなる、膝が痛くなる、これらは一人一人異なっているし、体の大きさ体の重さも違

う。どういった体の残存機能があるかについても、人によって異なる。このため、個

人の身体性に合った支援テクノロジー、個人のパーソナリティに重きを置いたテクノ

ロジーの応用が、医療において一層求められるようになってくる。

医学分野でテーラーメイド医療やオーダーメイド医療ということが 10 年以上前か

ら言われているように、科学技術のテーラーメイド化が益々進んでいくだろうと思っ

ている。今後のライフサイエンス、ヘルスケアにおいては、QOL、生活の質をいかに充

実化させるかということに重きを置いて、人の体に寄り添った科学技術、特にロボッ

トの開発が重要なテーマになってくると思われる。

ではロボット技術は、現在どういった状況なのかという話をする。 

ダ･ヴィンチと呼ばれるアメリカの会社が販売する手術ロボットがある。これは 10

年以上前の動画になるが、患者さんに触れたロボットを医師が遠隔操作をすることで、

組織の切開、剥離、焼灼などの動作を行う。こうした形で外科医がコンソールを覗き
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込みながら遠隔で手術を行うのだが、残ᛕながら現状の手術ロボットでは、ᴟめて㩭

明なຊ覚、触った感覚をఏ㐩することはできていない。このため、ቯれやすい⮚ჾ、

もろい⮚ჾの手術にᅔ㞴がకい、፬人科や前立⭢などの手術では活㌍しているものの、

より一層ỗ用性を高めると共に、㗦ᩄなຊ触覚のఏ㏦機能を⋓ᚓすることで様々な高

㞴度手術の応用ྍ能性を向上させることがᮇᚅされている。 

ྑの動画は、⬻༞୰の患者さんが自Ꮿにおいて自分でリハビリテーションする様Ꮚ

をᫎしている。この᪉はྑ༙身が㯞⑷されており、機能が残っているᕥ手でリハビリ

するロボットを動かすわけだが、ྑ༙身が㯞⑷して感覚が㕌っているので、これを↓

⌮やりఙばそうとすると、➽を痛めたり、㛵⠇を痛めたりするྍ能性がある。 

つまり、こうした手術の現ሙやリハビリの現ሙにおいて、ຊをㄪ⠇できる、ඃしく

ᰂらかい動きができるロボットがᚲ要になっている。私㐩人間がものに触るときは、

自↛にຊຍῶをしている。こうしたຊຍῶのできるロボットが、今後益々求められる

ようになる。 

ఱᨾ、今までそれができなかったのか。 

この動画は、リࢽアࣔータと呼ばれるࣔータがあらかࡌめᐃめられた㌶㐨をなࡒっ

た動きをする様Ꮚを♧している。これを置ไᚚと言う。ᚑ᮶のᕤ作機Ეなどの産業

用ロボットのሙ合、こうした⢭ᐦな置Ỵめ動作が求められてきたので、㌶㐨上に㞀

ᐖ≀があると、それをቯしてでも所ᮃのタスクを㐩成しようとする、すなわち所ᐃの

置まで⛣動することになる。したがって、㞀ᐖ≀が人間であれば、人の体をቯして

でもタスクを㐩成することになってしまう。置Ỵめไᚚ技術は、産業上はᴟめて᭷

ຠで重要な技術になるが、人と触れ合うロボットとしては、これだけでは༑分であ

ることが⌮ゎいただけると思う。 

それにᑐし、この動画は、ロボットがものを触るຊを⢭ᐦにไᚚした様Ꮚを♧して

いる。このሙ合は、触られる≀体にೌった動作ができるので、ඃしいᰂらかい動きが

実現できる。これまでの産業技術としての置ไᚚにຍえ、人と触れ合うときのຊຍ

ῶをຍすることで、人と触れ合うロボットの高機能化が実現される。そして、この

ものに触る感覚は、㟁㏦することもྍ能だ。 

画㠃のロボットは、ス࣏ンジやアルࣈ࣑ロックを触っているが、その時のຊຍῶを

遠くにఏえることができる。つまり、テレビやラジオのど覚ሗや⫈覚ሗとྠࡌ様

に、触覚ሗをメディアとして用することができるようになる。 

人がどのようなຊでものに触っているかはデジタルデータとしてグ㘓できるので、

このデータをロボットに⛣᳜すれば、人の動作をᛅ実に現させることができる。ま

た、ロボットからロボットと㌿㏦することもできる。ຊຍῶのಸ⋡をኚえれば、人

の動きをⓒ分の一に⦰ᑠしたり、ⓒಸに拡大したり、そうした動きもできるようにな

ってくる。 
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イメージをつかんでいただくために、ල体ⓗな例を⤂介する。

この画㠃のロボットは本ᣦを᭷していて、人が┤᥋、ᣦの開㛢動作と前後動を遠

隔操作している。ቯれやすい࣏テトチップスをそっとඃしく持つという動作を、今、

遠隔で実行した。そして、この動作のデータをてグ㘓した。すると、このロボット

は、༢⊂で先どとくྠࡌ動作を現できるようになる。動きだけではなく、࣏テ

トチップスをᥱるຊຍῶも現される。さらに、人ではᅔ㞴な動作として、このロボ 

ットは、先どの動作を � ಸ、� ಸ、10 ಸの㏿さで現できるようになる。つまり、

人の動きをロボットで高㏿化することができる。 

動作を⦰ᑠする例としては、マイクロࣆンセットを遠隔で動かすようなケースがᣲ 

げられる。 

また、KISTEC の᭱新成ᯝとして、イタリアと KISTEC の研究所をࢿット࣡ークでつ

なࡂ、イタリアにおいてものを触った感覚を日本で感ࡌること、遠く離れたつのሙ 

所でものに触るຊを一⮴させることに成ຌしている。 

ᪧ K$ST の研究シーࢬ⫱成業というプロジェクトを進めた後、現在、KISTEC の᭷ 

ᮃシーࢬ展開プロジェクトという大型プロジェクトのリーダーを務めている。ハード

ウェア技術とຊをఏえるロボットไᚚのソフトウェア技術をシステ࣒⤫合して、新し

いメディカルࢶール、リハビリ支援ロボット、高㱋者介護ロボット、手術ロボットな

どを作ろうと、システ࣒化の研究を行っている。新たな▱㈈を活用し、ᆅᇦとの㐃ᦠ 

コンソーシア࣒を作り、࣋ンチࣕー業により業化をຍ㏿していく取り組みを⪃え

ている。 

KISTEC の⁁のཱྀの研究所に横浜国立大学と慶應義塾大学の研究者が㞟って、ᆅᇦ㐃 

ᦠ、医ᕤ㐃ᦠで新しいシステ࣒開発をしようという動きを進めている。ල体例として、プ

ロジェクトの研究員を � 年間務めてくれた᪉がࣔーションリࣈという会社をタ立し

た。触覚をఏえるロボット技術を展開する࣋ンチࣕー業になる。� センチ�� センチ 

⛬度の⡆༢なチップを用いることで、ຊをఏえる機能を用できるようになり、ものと

触れ合うロボットが実現される。こうした取り組みを展開している。 

慶應義塾大学にはハプティクス研究センターがあり、ここでは �0 以上の業との間

で産業化や生産ຍᕤを要ターࢤットとした共ྠ研究が進められている。KISTEC では、

医療⚟♴のためのᑗ᮶の技術開発が進められている。 

いくつかの成ᯝを⤂介する。 

まࡎ医療デࣂイスとして、手術用㖀Ꮚをヨ作している。この手術用㖀Ꮚにロボット

の触覚技術をᦚ㍕している。㖀Ꮚの操作㒊分と先➃のࣆンセットは機Ეⓗには離れて

いるが、ICT をᑟ入しデータ通ಙを行うことで「今、どんなものをつかんでいるか、

どういうࡩうにつかんでいるか」ということをデジタルデータとしてグ㘓できるよう

になる。 

こうして動作の見える化、ຊຍῶの見える化などを行うことで、ຊ触覚のᙇ、装

ǽǽ国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構

YNU研究イノベーション・シンポジウム2018

ヘルスケアのために大学と地域が連携する  29



㣭がྍ能になってくる。これ以上ຊをຍえると患㒊がቯれてしまうようなሙ合に、ࣆ 

ンセットのトルクにリ࣑ッターをかけておけば、よりᏳᏳᚰな㖀Ꮚとして使うこと

ができるようになる。 

この㖀Ꮚについては、ᮾᾏ大学医学㒊の先生と㠀⮫ᗋの医療実㦂を進めており、実

用化に向けた➨一ẁ㝵を✺◚する状況に⮳っている。 

㖀Ꮚの技術を応用して、⬻神経外科で使われている㛏Ꮚと呼ばれるࣆンセットをᑐ 

㇟に、慶應義塾大学の医学㒊の先生と共ྠしてロボットࣆンセットのヨ作を進めてい

る。 

⬻⭘⒆の手術のሙ合、ᰂらかい感触のṇᖖな⬻、◳い感触のがん化した⬻を༊ูする

ことが重要になる。医師は、患㒊の◳さの違いをຊ触覚として感ࡌながら手術をしてい

る。⬻⭘⒆の手術の㞴しさとして、がん化したところは 100㸣取り㝖きたい、がん化

がわれるところも㒊取り㝖きたいという一᪉で、手術後の生活の質を高めるため

に、なるく⬻を残したいということのせめࡂ合いがある。したがって、もしຊ 触覚

のデータを用いることで、がん化している⟠所とがん化してない⟠所のマッࣆン 

 。がྍ能になれば、ⓗに医療をኚ㠉することができるࢢ

そのために⬻の患㒊と㢮ఝの◳さを᭷する⤱㇋⭉やᮌ⥥㇋⭉などの様々な㇋⭉をヨ 

㦂ᑐ㇟に用い、ᚤጁな◳さの違いによりᑐ㇟をุูするためのຊ触覚データの研究を進

めている。これらのデータをもとに、どこががんで、どこがṇᖖかをุ᩿する機能を

持ったࣆンセットの開発に取り組んでいる。現在、慶應義塾大学の⬻神経外科と㐃 

ᦠし、⬻⭘⒆手術に使われるロボットࣆンセットの � ྕ機をヨ作し、動≀実㦂を行う 

ẁ㝵まで⮳っている。 

リハビリの展開としては、᭱ ึに⤂介した⬻༞୰の患者さんのようなケースでも、 

ຊをఏえるロボットを使うと、自分の㯞⑷したᕥ手を、ᖖなྑ手でロボットを操作す

ることで、ຊをㄪᩚしながらᰂらかくリハビリできるようになってくる。 

ロボットを活用する大きなメリットは、こうした療にຍえ、ᚓられたデータによ

りᐃ量ⓗホ価がྍ能になるⅬである。こうしたຊのデータを人間の体のෆ㒊状況のࣔ 

 に使う研究を、さがみロボット特༊と㐃ᦠし、神奈川県のリハビリテーシࢢタリンࢽ

ョン㝔との共ྠで実ド実㦂を行っている。 

┳護のᑓ㛛科の先生との㐃ᦠでは、㌴᳔Ꮚと࣋ッド、㌴᳔Ꮚとトイレなどの⛣動作

を支援するロボットを研究している。こうした動作はᚲࡎ � ྡ体ไで行うが、ຊ 

がᚓពなロボットが人をᰂらかく持ち上げることを覚えれば、ロボットと人の共ྠ 

作業による⛣がྍ能になってくる。 

ここまで、㐣ཤ � 年༙どの研究開発や進ᤖ状況を⤂介してきたが、今後の᪉向と

して、やはり実用化にどうつなげていくのかが大きなㄢ㢟になっている。 

KISTEC としては、横浜国立大学、慶應義塾大学の研究者が㞟まって、ᆅᇦ㐃ᦠの研
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究プロジェクトを進めている。特に、神奈川には、さがみロボット産業特༊と、ி浜

⮫ᾏ㒊ライフイノ࣋ーション特༊というのがあり、これらの特༊とも㐃ᦠをしている。

さらに、Ẋ⏫のリサーチコンプレックス業の新しい国㝿ᣐⅬとも㐃ᦠし、ୡ⏺の

展開をᅗるための産学බ㐃ᦠに取り組んでいる。 

ᆅᇦの㐃ᦠ、医ᕤの㐃ᦠと共に、産学㐃ᦠの産の皆様で、༠ຊいただけるようなと

ころをᤚしている。開発成ᯝを実用化につなげていくには、やはり業のຊがᚲ要と

なってくる。リハビリ介護については、コンソーシア࣒を立ち上げた。KISTEC が୰ᚰ

となり、リハビリ、⚟♴などのᑓ㛛ᐙと県ෆ業をつなげるሙとして、᭷機ⓗな組織

形成をᅗっている。 
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２．２．ᾂ 「ờỉỀくụ」 とヘルスケア 

「ഏɭˊờỉỀくụỆợỦ医療ヘルスケアὉỶἠἫὊἉἹὅ」 

横浜国立大学 大学院工学研究院 教授 ɺރଯʚ 

ᾨᾝᾤờỉỀくụἻỶἧỶἠἫὊἉἹὅ研究ਗໜ ਗໜᧈ 

「ḟୡ代もの࡙くりによる医療ヘルスケア࣭イノ࣋ーション」について話をする。 

私自身は、もの࡙くりの᰾となる �' プリンティンࢢの研究をしており、学ෆの様々

な先生᪉とコラボレーションしながら、もの࡙くりをライフイノ࣋ーションに展開す

る研究を進めている。医療、介護の充実、ᗣᑑの向上、ປാ㡿ᇦの☜ಖなどの「㉸

高㱋社会のㄢ㢟」にᑐし、ᡃ々の技術で㈉⊩し、ゎỴできないかという⪃えから、「も

の࡙くりライフイノ࣋ーション研究ᣐⅬ」という新たな研究ᣐⅬを立ち上げている。

本ᣐⅬで、�' プリンティンࢢ技術、ロボティクス、$I に代表される᭱㐺タィ技術など

の᭱先➃のもの࡙くり技術を、医療や⚟♴に応用する研究を行っている。 

本日は、これらの研究の୰から、いくつかのトࣆックスを⤂介する。 

まࡎ、私の研究ᐊでは、�0 年以上にΏり、�' プリンティンࢢの研究に取り組んでお

り、ୡ⏺で᭱もᚤ⣽かつ高⢭⣽な �' 㐀形技術を☜立している。一᪉、化学の大ᒣ先生

らは、エンジࢽアリンࢢプラスチックの感ග化や、ࣂイオマスを用いた新たな高分Ꮚ

ᮦᩱの研究を進めている。これらの研究をもとに、私と大ᒣ先生がコラボレーション

することで、新たな感ග性ᮦᩱを用いた高⢭⣽な �' プリンターの実現を目ᣦした共

ྠ研究にも取り組んでいる。 

ୗ野先生を代表とするロボット⣔の先生᪉のࢢループでは、ḟୡ代アクチࣗエータ

ーを研究している⸨本先生やຊไᚚをᚓពとするୗ野先生らが⚟♴࣭医療に㈉⊩する

ロボットを開発している。また、ロボットに人間の手技をᩍえる学⩦ไᚚをᑓ㛛とす

る前⏣先生は、人間のようにᕦみな動きをするロボットの学⩦ไᚚを行っており、

ᑿらとロボットと �' プリンターを⼥合する研究も進めている。また、人間に取りけ

て、様々なࣂイタルಙྕを取るウェアラࣈルデࣂイスがὀ目されているが、これらを

ᰂらかいフレ࢟シࣈルデࣂイスで実現する研究に取り組むኴ⏣先生も医療応用に取り

組んでいる。さらに、こうしたセンサーを人に取りけて、高㱋者の㌿ಽを㜵Ṇする

ための新たなインターフェイスを開発しているᓥ先生もᣐⅬのメンࣂーに入っている。

また、ຍ⸨先生らは、機Ეと人間を⼥合するために➽㟁を使って義手をᕦみに操る

研究を長年行なっており、こうした➽㟁義手をᏳ価、㍍量、高機能にすることで、ᬑ

ཬをಁすことを目ᣦしている。特ᚩとしては、㠀ᖖにᑡないᩘのセンサーでከ✀㢮の

動作ができる学⩦機能をෆⶶした➽㟁義手を開発しており、Ᏻ価かつ高機能で画ᮇⓗ

な➽㟁義手を実現している。神奈川県とのᆅᇦ㐃ᦠにより、ཌ生ປാ┬のㄆᐃをཷけ

た➽㟁義手の㒊ရとして実用化も㐩成している。 
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これらの研究の୰から、ヘルスケアに㛵㐃して、ウェアラࣈルデࣂイスのෆᐜを⤂

介する。ኴ⏣先生のࢢループの研究になるが、人に取りけることができ、ఙࡧ⦰み

し、᭤げることができる㠀ᖖにⷧ型のシリコン࣒ࢦでฟ᮶たセンサーを開発している。

ウェアラࣈルデࣂイスの研究は㠀ᖖに┒んなのだが、大きなၥ㢟として、᭤げたりఙ

ばしたりすると、㟁Ẽ㓄⥺が切れてしまうというㄢ㢟がある。ኴ⏣先生のࢢループは、

ᾮ体の㔠ᒓを使うことで、このㄢ㢟をゎỴした。シリコン࣒ࢦの୰にᾮ体の㔠ᒓをὶ

し込んで㓄⥺をしている。ᾮ体なので、ఙばしたり⦰めたりしても切れることはない。

㉸㍍量で、かつఙࡧるセンサーを作れるので、この特ᚩを用いてᚰᢿを るセンサー

を開発している。 

このにも、体 を るセンサーの開発や、�' プリンティンࢢ技術と⼥合すること

で、センサーやࣄーターをෆⶶしたようなウェアラࣈルデࣂイスも開発している。耳

に装╔して高⢭度に体 をィ するウェアラࣈルセンサーなども開発している。 

医療⣔の技術シーࢬとしては、⚟⏣先生のࢢループが、㠀ᖖに活発に研究を展開し

ている。私たちとも共ྠ研究を行っており、୕ḟඖⓗな⮚ჾとして、ෆ㒊に⾑⟶をᇙ

め込んだ人ᕤ⫢⮚を作るための研究などを進めている。 

⮚ჾを作るሙ合、ཌみが大きくなると、ෆഃの⣽⬊がṚんでしまうという大きなၥ

㢟が存在するが、⚟⏣先生のࢢループは、㔠ᒓの㟁ᴟを用いて⾑⟶のᵓ㐀に作った上

で、これをᘬきᢤくことでෆ㒊の⣽⬊にも⾑ᾮや㣴分をఏᦙできる⫢⮚を開発してい

る。 

ẟ㧥を生するための技術も開発している。ᡃ々の㧥のẟを形成しているẟໟཎ基

と呼ばれる⣽⬊組織を㠀ᖖにシンプルなシリコン࣒ࢦのチࣕンࣂーで自↛に発生させ

るཎ⌮を発明しており、ẟໟの大量合成に成ຌしている。 

一ᰗ先生の研究ᐊは、☢Ẽナノᚤ⢏Ꮚという☢性をᖏࡧた㠀ᖖにᚤᑠな⢏Ꮚの合成

をᑓ㛛としているが、10 年前からこれらナノᚤ⢏Ꮚの医療の応用として、☢ሙをか

けて、⣽⬊の୰で☢Ẽᚤ⢏Ꮚを発⇕させることで、がん⣽⬊をṚ⁛させるハイパーサ

ー࣑アの研究を行っている。 

私の研究ᐊでは、先ど⤂介したように、�' プリンティンࢢの研究を行っている。

㏆年、�' プリンティンࢢはᛴ㏿に発展しており、高分Ꮚや㔠ᒓだけでなく、セラ࣑ッ

クスも �' プリンティンࢢできるようになっており、㸱' プリント㒊ရのサイࢬもメー

トルサイࢬから、ᡃ々が取り組んでいるマイクロメートルサイࢬのものまでᖜᗈいも

のが作られている。㔠型、タービン、ṑのインプラント、マイクロマシンなどのከ様

なものが作られている。 

ᡃ々がὀ目している技術は、ග㐀形ἲという技術になる。ග㐀形ἲの特ᚩは、㏱明

なගをᙜてるとᅛまるᶞ⬡で立体ができるということで、㠀ᖖに高⢭⣽な㐀形がྍ能
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になる。また、このග◳化性ᶞ⬡にセラ࣑ックスとか㔠ᒓとか、ከ様なᮦᩱをΰ合す

ることで、Ⰽ々なᮦᩱの立体を作ることができる。現在は、大型の自動㌴㒊ရ、ジࣗ

エリー、ṑのࣔデルなどの様々なものに使われており、基本特チが切れた㛵ಀで㠀ᖖ

にᗮ価な装置もⓏሙしている。ᩘ༑⛬度で高⢭⣽な �' ࣔデルが作れるような �'

プリンターもⓏሙしている。 

一᪉で、ᡃ々は �' プリンティンࢢという言ⴥがまだୡにฟてない時代から୕ḟඖ

㐀形に取り組んできた。ᡃ々の技術を使うと、㧥のẟの上にウサࢠを㐀形することも

㐩成できてしまう。なࡐこんなことがྍ能になるかと言うと、ᡃ々のᕤἲはᚑ᮶の⣸

外レーࢨーではなく、㉸▷パルスレーࢨーという特Ṧなレーࢨーを用いており、ᶞ⬡

に↔Ⅼをᙜてた㒊分だけᑠさくᅛめるということができるためだ。 

このため、ගで遠隔操作できるマイクロ࣏ンプとかࣆンセットなどの動く㒊ရも立

体㐀形できる。┤ᚄ 10 マイクロメートル⛬度の、㉥⾑⌫とྠࡌくらいのマイクロ࣏ン

プを実現しており、ୡ⏺᭱ᑠのマイクロ࣏ンプということで、発表ᙜ時はいろいろと

ὀ目いただいた。ගフイࣂーの先➃に取りけたマイクロタービンも実現しており、

ගフイࣂーからฟたගで実㝿にᅇ㌿させることもできる。ᮍ᮶の医療にఱか使えれ

ばいいと思っている。 

こうしてどのようなものでも作れることを⤂介すると、様々な౫㢗が⯙い込んでく

る。一つの例として、༢なるࣔデルの作成ではあるが、ࣖクルトの皆様から、୰ኸ研

究所をᘓてたグᛕとして࣑クロな研究所を作れないかとの┦ㄯをいただいた。ࣖクル

トのシロタ⳦のようなサイࢬの研究所を作りたいという話だった。そのためには、ⰼ

⢊とྠ⛬度、ᩘ༑࣑クロンの研究所を㐀形する技術がᚲ要になる。これを実㝿に、作

り上げた。 

一᪉、大きな㒊ရを作る㐀形装置は、㠀ᖖに㐀形㏿度が㏿いが、分ゎ度が 100 マイ

クロメートル⛬度にṆまる。ᑠさな㒊ရを㐀形する装置ど高⢭⣽な㐀形がྍ能とな

るが、一⯡に⣸外⥺レーࢨーや㟷Ⰽレーࢨーを使っているため㝈⏺がある。ᡃ々がୡ

⏺で᭱ึにᥦした先どのパルスレーࢨーを使う᪉ἲは、ドイࢶの会社が実用化し

ており、今までにୡ⏺で 1�0 ྎくらい販売されている。この技術を使うと、�00 ナノ

メートルくらいの分ゎ度で࣑リメートルサイࢬの �' 㒊ရを作ることができる。

しかしながら、これら᪤存の装置では㐩成できていない 1 マイクロメートル⛬度の

分ゎ度を持つ装置がୡの୰にまだ↓いことをཷけて、こうしたᚤ⣽㡿ᇦをྵめ、さま

�まなスケールで㐀形できる装置を開発することを目ᶆに、�01ࡊ 年から、ෆ㛶ᗓの SI3

プロジェクトを立ち上げた。この SI3 プロジェクトでは、KISTEC と横浜国立大学が㐃

ᦠし、㐀形技術と高ຍ価値〇ရをฟするための研究に取り組んできた。本年度が

᭱⤊年度となっている。 

成ᯝの一㒊を⤂介する。例えば、ගフイࣂーを使って、1 マイクロメートルから 1

リくらいのᖜᗈいຍᕤ⥺ᖜで自在にものを作れる装置を実現した。また、ᗮ価でᑠ࣑
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型な装置でありながら、1 マイクロメートルくらいの分ゎ度を᭷する装置を実現する

ために、㟷Ⰽレーࢨーを使った高⢭⣽な㐀形᪉ἲの☜立にもຊを入れて研究している。 

技術ෆᐜを⤂介すると、使用しているレーࢨーは、ࣈルーレイで使われているよう

な㟷Ⰽレーࢨーになる。パルスレーࢨーだとレーࢨーのみでも 1000 の㈝用が

かかるが、このレーࢨーは �0 で手に入る。㠀ᖖにᑠ型でᗮ価なレーࢨーだが、

ᡃ々がᇵってきたノウハウを用いることで、10 マイクロメートル以ୗのᚤᑠな୕ḟඖ

ᵓ㐀を作ることができる。また、パルスレーࢨーのሙ合、㠀ᖖにᚤ⣽なものはできる

が、大きなものを作るのに㠀ᖖに時間がかかってしまう。これにᑐし、ᡃ々の᪉ἲは

 。リスケールのものも㠀ᖖに▷時間で作れるという特ᚩを持っている࣑

これまでにさまࡊまなᮦᩱを⊂自に開発しており、高㏿㐀形用のᶞ⬡を用いると、

� センチ⛬度の長さのᚤ⣽な㔪を 1 時間以ෆに作ることができる。ᩘ࣑リサイࢬのウ

サࢠの㐀形も、ᩘ༑分で㐩成できる。もっとᚤ⣽なものを作るために、✚層ࣆッチと

呼ばれる✚層していく間隔をᑠさくして、ᩘ࣑リ以ୗの高⢭⣽なࣔデルを 10 分⛬度

で作れるᶞ⬡も開発してきた。さらに、セラ࣑ックスをΰ合したᶞ⬡を用いて、㠀ᖖ

にᚤ⣽なセラ࣑ックス �' ᵓ㐀も作ることができる。㐀形後に⇕分ゎし、ð ⬡を焼いて

しまうことで、焼⤖体としてなセラ࣑ックスᵓ㐀がᚓられる。 

現在は、こうした装置が成したので、KISTEC に装置をタ置させていただいて、皆

さんにオープンに使っていただく体ไをᩚえている。㷴⪁ྡのタにおいて、ᕷẸに

開ᨺしたᕤᡣである )DEODE という形で、よりᗈくᆅᇦの᪉々に使っていただく体ไ

をᵓ⠏している。この装置を᰾としたオープンイノ࣋ーションを進めるために、ᡃ々

も「㉸ �' 㐀形もの࡙くりࢿット࣡ーク」という組織を立ち上げて、業会員をເり、

ሗや技術┦ㄯを行っている。 

この装置を用いると、ఱが作れるようになるのか。ୡ⏺でጞまっている取り組みを

⤂介する。まࡎ、マイクロレンࢬが作れるようになる。レンࢬのサイࢬは 100 マイク

ロメートルくらい、つまり㧥のẟの┤ᚄとྠࡌくらいのᑠさなレンࢬになる。こうし

たマイクロレンࢬを」ᩘ組み合わせた高機能レンࢬも実現できる。通ᖖの᪉ἲでは

置合わせが⮳㞴の業になるが、�' プリンティンࢢで一体㐀形することで、組み立ての

ᚲ要がなくなる。 

ᚑ᮶のຍᕤἲでは実現ᅔ㞴なᵓ㐀を �' プリンターで作るのがトレンドになってお

り、メッシࣗᵓ㐀やラティスᵓ㐀などの切๐ຍᕤではᅔ㞴なᵓ㐀がὀ目されている。

タン࣏࣏の⥥ẟの上にせられるど㍍量なメッシࣗᵓ㐀を㔠ᒓで作ることなども行

われている。㔠ᒓでありながら、メッシࣗにして୰を✵Ὕにすることで、㠀ᖖに㍍い

⣲ᮦ、しかも㠀ᖖにᙉいᮦᩱが実現でき、⣲ᮦそのものの≀性にຍえ、ᵓ㐀を与す

ることで、新たな機能を発現することがྍ能になる。 

ḟඖや୕ḟඖⓗなものにຍえ、㝵層ᵓ㐀を入れて、ナノスケールのものからマイ

クロスケール、࣑リスケールまで㐃⥆してᵓ㐀を作ることで、人の㦵や᳜≀のような
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ᵓ㐀をᶍᨃした立体ᵓ㐀の作〇も行われている。さらに、マルチマテリアルの研究も

行われており、一つのᮦᩱから立体を作るのではなく、」ᩘのᮦᩱを組み合わせて、

高機能のᵓ㐀を作りฟす研究も進められている。例えば、高分Ꮚとᰂらかい⣲ᮦでソ

フトロボットを作ることや、形状グ᠈࣏リマーを使うことで作ったあとに形がኚ形す

るものを作りฟす �' プリンティンࢢと言われている研究も行われている。また、ð ⬡

と㔠ᒓを⼥合したメタマテリアルを作り、新たな㟁☢Ἴไᚚデࣂイスを作るヨみも展

開されている。 

もの࡙くりライフイノ࣋ーション研究ᣐⅬを立ち上げたもう一つの≺いは、ᙉみと

ᙉみの⼥合になる。それࡒれの研究ᐊが持っているᙉみを⼥合することで、に㢮の

ないものを生みฟすことがྍ能になる。 

例えば、⚟⏣先生のところでは、⣽⬊シートの研究が進められている。ᚑ᮶、⣽⬊

シートは⓶やゅ⭷のようなḟඖⓗなものに使われることがከかった。これにᑐし、

⮚ჾというのは୕ḟඖであり、例えば、ᑠ⭠には㠀ᖖにᚤ⣽なぁがྵまれる。このぁ

まで現した⣽⬊シートができれば、より高機能な⮚ჾをᥦ౪できるようになる。そ

こで、ග㐀形で作った �' ᶞ⬡㗪型に㔠めっきをし、その上に⣽⬊をᇵ㣴して、その後

に剥がして、�' ⣽⬊シートを作るというような研究も行っている。 

イオ以外にも、ロボットとࣂ �' プリンティンࢢを組み合わせることで、先どୗ野

先生がㄝ明したຊを感ࡌるࣆンセットの先➃に、�' プリンティンࢢで᭱㐺形状のࣆン

セットを取りけて、高性能なᚤᑠᢕ持ࢶールを作るような研究も行っている。形状

᭱㐺化は �' プリンティンࢢと㠀ᖖに┦性がよいので、今後はࣆンセットだけでなく、

⇕ไᚚデࣂイス、ὶ体デࣂイスなどの様々な用㏵の応用がᮇᚅされる。 

これまでᡃ々は、オープンイノ࣋ーションのために � 年間、SI3 プロジェクトに取

り組んできた。もの࡙くりᣐⅬの先生᪉のᙉみを⤖ࡧつけた、新たな⼥合研究にも取

り組んできた。こうした୰で、いかにして本Ẽの産学㐃ᦠに取り組むかをࡎっと⪃え

てきた。つまり、時間や㈨㔠が㝈られている୰で、ୡ⏺の᭱先➃研究と、ᆅᇦの皆さ

んとの㐃ᦠ研究を୧立するにはどうすればいいかを⪃えてきた。 

一つの⟅えとして行き╔いたのが、社会人༤ኈ学生を✚ᴟⓗにཷけ入れることだっ

た。皆さんに大学に᮶ていただき、実㝿に研究に取り組んでもらう。ᡃ々のᙉみとᙉ

みを⤖ࡧつけたୡ⏺၏一の研究にཧ画してもらう。そして、そこでᚓられた成ᯝをも

とに学を取ᚓし、ୡ⏺で活㌍できるエンジࢽアや研究者になっていただくことを目

ᣦしている。そのために、コロケーション型の組みをᥦ࣭ᵓ⠏し、✚ᴟⓗに社会

人༤ኈ学生をཷけ入れている。 

᭱後に、᭱㏆、Ᏹ㒔ᐑ大学の᪩ᓮᩍᤵのゎㄝグでたまたま▱ったアフリカのこと

わࡊを⤂介したい。これはたࡪんアフリカなので、◁₍の話なのだと思うが「ᛴいで

行きたければ一人で行きなさい。だけど、遠くに行きたければ一⥴に行きなさい」と
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いうことわࡊだ。産学㐃ᦠのどⅬに立てば、遠くというのはୡ⏺でまだㄡも実現して

いない新〇ရや技術を開発することになる。つまり、⣲ᬕらしい技術や〇ရをㄡより

も᪩く生みฟすためには、ከくの人と一⥴に取り組むことが重要で、オープンイノ࣋

ーションこそが、そのための᭱も᭷ຠな᪉⟇であるとも言えるのではないだろうか。 

ǽǽ国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構

YNU研究イノベーション・シンポジウム2018

ヘルスケアのために大学と地域が連携する  41



D MEMS
�� ����3� ���
� ������

��� �3�
3D

��� �3�

���
� �3�

��� ���−3�

���
� ����3�

3D 3D

3D

ǽǽ国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構

YNU研究イノベーション・シンポジウム2018

ヘルスケアのために大学と地域が連携する
42



1.3μm

2.2μm

μ

μμ μ

2015 12

0.2 mm1 mm

 ǽǽ国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構

YNU研究イノベーション・シンポジウム2018

ヘルスケアのために大学と地域が連携する  43



/
/

3D
HAD)

3D

SPLICE

3D

3D 3D

1mm

3D 3D

ǽǽ国立大学法人横浜国立大学　研究推進機構

YNU研究イノベーション・シンポジウム2018

ヘルスケアのために大学と地域が連携する
44



２．２．ᾃ 「ỶἠἫὊἉἹὅ」 とヘルスケア 

 「မửឭảỦẮとᾉኺփ学研究がᅆẴỶἠἫὊἉἹὅܱྵỉỺッἍὅスؾ」

横浜国立大学 大学院国ᨥᅈ˟ᅹ学研究院 准教授 大කᨻʍ 

私は、イノ࣋ーションとヘルスケアについて、経Ⴀ学ⓗなどⅬから話をする。 

ヘルスケア分野のイノ࣋ーションとは、そもそも経Ⴀ学ⓗに⪃えるとどのようなも

のなのか。技術というよりは社会科学のどⅬ、つまり組織やᡓ␎などの経Ⴀ学のどⅬ

でᤊえたときにどのように⪃えられるのかについて話をしたい。 

᭱ึに、イノ࣋ーションの基本についてㄝ明する。イノ࣋ーションにおいて大な

ものはఱかというと、それはやはり人になる。どんな人が求められるかというと、ク

リエイティࣈな人ᮦが⤯ᑐにᚲ要だ。それでは、クリエイティࣈとはどのようなᴫᛕ

なのか。それはつまり、人と違うことができる人、人と違ったどⅬで≀をᤊえるこ

とができる人、にはないኚわったことを⪃えることができる人、これらがクリエイ

ティࣈな人だと一⯡ⓗには言われる。

しかし、本ᙜにそれだけでクリエイティࣈと言えるのか。社会学の㆟ㄽでは、アイ

デアをฟすだけでなく、そのアイデアが人にㄆめられること。人にㄆめられる⛬度が

高いど、クリエイティࣈであるという㆟ㄽがある。つまり、ኚわったアイデアをฟ

しただけでは、クリエイティࣈとは言えない。おかしいとは思われࡎに、それはいい

アイデアだとみんなが思うようになること。これがクリエイティࣈの本質だ。

そして、イノ࣋ーションをᤊえる上でも、このことが重要な࣏イントになる。つま

り、いろいろな人と㛵わり合いながら、いろいろな人にそのアイデアがㄆめられ、た

くさんの㈶ྠがᚓられることで大きなウェーࣈが生ࡌ、ୡの୰がኚわっていく。この

プロセス自体がイノ࣋ーションになる。 

様々なアクター、いろいろな人が㛵わり合う୰で、新しいもの、そこにはサービス

もྵまれるが、そうしたものが生みฟされ、ᬑཬして、ୡの୰がኚわっていく。この

一㐃の㐣⛬がイノ࣋ーションである。このような形で、経Ⴀ学の୰ではイノ࣋ーショ

ンをᤊえている。

「㫽の目」と「の目」というᤊえ᪉がある。「の目」、要するに技術ⓗなഃ㠃だ

け見ていると、ᚑ᮶の技術㡿ᇦを㉸えた成ᯝが生まれると、それをイノ࣋ーションと 

ᤊえがちで、そこで動きがṆまってしまう。しかし、それだけで本ᙜに価値があるの

か。つまり、〇ရを作っただけでは社会はఱもኚわらないし、業も益をᚓられな

い。新たな医療デࣂイスを生みฟしても、それだけで医療行Ⅽが㠉新するわけではな

い。要するに「行Ⅽがኚわること」、これが本質になる。そのために「㫽の目」、体 

ീをಠ▔するどⅬを持つことが㠀ᖖに重要になってくる。 
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では、実㝿にᡃ々がイノ࣋ーションに取り組んだሙ合、ఱが㉳こるのか。☜実性

というၥ㢟に┤㠃することになる。☜実だからこそ、目ᣦす価値がある。☜実なも

のであれば、ㄡかがやっている。あるいは、みんながฟ᮶る。ㄡもがฟ᮶ないから取

り組む価値があり、ㄡもがฟ᮶ないから実現すれば大きな価値がᚓられる。これもイ

ノ࣋ーションの本質になる。

この☜実性について⪃えてみると、基本ⓗには、つの☜実性があると言われ

ている。一つが、科学技術に㛵する☜実性。もう一つが、社会ⓗな☜実性だ。社

会ⓗな☜実性とはఱか。ここに社会科学者がイノ࣋ーションを⪃えるエッセンスが

ある。つまり、様々な人が、様々な思ᝨの୰で、ព思Ỵᐃをすることの☜実性。ア

イデアを実現したい人もいれば、そのアイデアにᑐの人もいる。㛵㐃技術を持って

いる人が༠ຊしてくれなければ㡻してしまうかもしれない。いいものがฟ᮶たとし

ても、ཷけ入れഃがព思Ỵᐃしなければ使われない。➇合社の動きもฟてくる。 

ただ、この➇合社というのは、イノ࣋ーションのプラス要⣲でもある。➇合社

がฟてくると、➇தはཝしくなる。しかし一᪉で、みんなが㈶ྠすると大きなὶれが

生まれてくる。そして、᭱⤊ⓗにはୡの୰がኚわっていく。 

さらには、ᨻ⟇サイドのព向などもᙳ㡪をཬࡰす。こうして、いろいろな人の思ᝨ

や㥑けᘬきの୰でイノ࣋ーションが進展していくことになる。 

したがって、Ỵして技術だけのၥ㢟ではなく、社会科学ⓗな▱見がᴟめて重要なᙺ

をᯝたす。⤖ᒁのところ、イノ࣋ーションにはどのようなどⅬがᚲ要かというと、

「㫽の目」と「の目」の୧᪉。ᑠさなどⅬ、大きなどⅬのいࡎれも重要になる。 

そして、さらに大きなどⅬとして、ものࡈとを現在はこうでᑗ᮶はこうだという形

でスタティックにᤊえるだけでなく、ダイナ࣑ックな時間㍈でᤊえる思⪃が大切にな

ってくる。つまり、ࣄストリーを⪃えること。イノ࣋ーションがどうやって㉳きたの

か、そのメカ࣒ࢬࢽはఱなのか、これらを⌮ゎすることが求められる。 

ここからはヘルスケアに↔Ⅼをᙜて、イノ࣋ーションについて⪃えてみる。 

ヘルスケアのイノ࣋ーションではఱがၥ㢟になるのか。医療やヘルスケアのሙ合、

要⣙すると、ቃ⏺を㉺えて㈨※を㞟め、これらを一つにまとめていくプロセスが㘽を

ᥱっている。つまり、特ᐃのサプライࣖーとの間でものを生みฟすような⦪の㛵ಀで

はなく、いわࡺる横のつながり、Ỉᖹⓗな㛵ಀのୗでいろいろな人と⤖ࡧつきながら、

ものを生みฟしていく。これがヘルスケアにおけるイノ࣋ーションの特ᚩになってい

る。 

では、こうしてቃ⏺を㉺えて⤖ࡧつく組織、あるいはᆅᇦをどのようにマࢿジメン

トしていくのか、例えば、医療機ჾメーカーのᢸᙜ者、ᕤ学⣔研究者、医学⣔研究者

が㐃ᦠして新しいものを作りฟすケース、異分野横᩿のプロジェクトをマࢿジメント

するケースなどをイメージしながら、どうすればいいかを⪃えてみる。 
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マࢿジメントとは、特ᐃの目ⓗや目ᶆに向かい、いろいろな人を動員し、一つにま

とめ、ᚲ要なㄪᩚをし、これらを㐩成していく、これがエッセンスだ。したがって、

異分野横᩿のケースではマࢿジメントが㠀ᖖに㞴しくなる。ఱᨾなら、目ⓗや目ᶆが 

ከ義ⓗであり、いろいろな人がいろいろな思ᝨを持って㞟まってくるためだ。 

医療機ჾ開発を例に取ると、医師は医療現ሙでのၥ㢟ゎỴを目ᣦしている。ᕤ学⣔ 

研究者は、ඃれたㄽᩥや特チを生みฟすことが࣑ッションになる。一᪉、業の人は 

業成ᯝを求める。それࡒれ目ᣦす᪉向が異なり、そのままではいに話が通ࡌない。

目ᶆに向かい、うまくព思通がฟ᮶ない。こうしたࣕࢠップをᇙめないとಙ㢗㛵ಀ 

は㔊成されないし、そのために㐣度なパ࣡ーを行使するとメンࣂーのやるẼがそがれ

てしまう。そうしたことがᐜ᫆に㉳きる。 

このような機能に㝗らないためには、どうすればいいか。一つは、前の᪉⟇ 

としてのチー࣒ビルド。要するに、いい人でチー࣒を作ること。ኚな人はチー࣒に入れ

ない。ሙᙜたりⓗに人を入れるのもⰋくない。どういう人が㐺切で、どういう人が 

ᚲ要かをしっかり⌮ゎした上で、チー࣒を作りあげる。これが重要だ。 

もう一つが、後の᪉⟇としてのチー࣒のマࢿジメント。いいチー࣒を作ることが

大前ᥦだが、作ったチー࣒が動かなければ、新たなものは生まれないし、イノ࣋ーシ 

ョンは㉳こらない。 

ḟに、チー࣒にㄡを入れるか。これについてはㄝ明に時間がかかるのでてを㏙ 

ることはできないが、ྛ分野の人を」ᩘ入れること、▱㆑のከ様性を☜ಖすることが 

ᴟめて重要だ。ከ様性を☜ಖしないと、▱㆑が特ᐃの人に೫った形でᥦ౪されてしま

う。医療現ሙの本ᙜのጼを▱るには、医師のព見だけでは༑分ということだ。 

もう一つが、ቃ⏺を㐃⤖する人。例えば、業でാいたことがあり、大学での研究

も経㦂しているような人ᮦ。そのままではព思通がうまくいかないケースの௰介ᙺ。 

ቃ⏺とቃ⏺をうまくリンクすることができる、どちらのこともよく分かっている人ᮦ 

が㠀ᖖに大切になってくる。 

ᆅ⌮ⓗに㏆い人を入れることも重要だ。ᆅ⌮ⓗに㏆いと、⃰ᐦなコࢽ࣑ࣗケーショ

ンがᅗれる。つまり、ᬯ㯲▱やఏわりにくいሗをわすことができるので、これま

でにないものが生まれてくる。 

もう一つが、トランࢨクティࣈメࣔリー。┤᥋メンࣂーには入れられなくても、ㄡ 

がఱを▱っているかについて▱㆑をቑやすこと。あの先生はこれにヲしい、この先生

はこれにヲしい、こうしたことが分かれば、ᚲ要な時にアドࣂイスをもらえる。トラ

ンࢨクティࣈメࣔリーを充実させることが大切で、こうした能ຊに長けた人をᘬき入

れることも࣏イントになる。 

では、どうやって人をᤚしฟすのか。ࢿット࣡ーク⌮ㄽがཧ⪃となる。つまり、組

織としてのまとまりが高まるにつれ、組織の୰でὶ通するሗは㝈られてくる。した

がって、いろいろなሗを取り込むには、組織としての⤖ࡧつきはᙅい᪉がいい。組
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織の⤖ࡧつきはᙅいが、外のከ様なコࢽ࣑ࣗティとのつながりを持っている、そうし

たࢿット࣡ークを作ることが᭷ຠだ。 

要するに、外との⤖ࡧつきが一つでもあると、その⤖ࡧつきがハࣈになって、ࢿッ

ト࣡ークは拡がっていく。いい人をᤚしฟすには、いろんなところに㢦をฟす。そう

することで⤖ࡧつきをቑやしていく。こうした取組が㠀ᖖに重要になってくる。 

それでは、チー࣒ができたら、どのようにマࢿジメントしていくのか。まࡎ、チー

ジメンࢿマ࣒として目ᣦす大きなጼを♧すことが重要だ。ᚿを共にすることがチー࣒

トにᚲ要となることは、⌮ㄽⓗにも実ドⓗにも経Ⴀ学研究で明らかになっている。実

㝿には、いろいろな人が個ู目ᶆを㏣求しようとするので、これらの目ᶆをෆໟする

ような大きなጼ、大きな目ᶆをᥖげることが求められる。これを♧すことが、リーダ

ーのᙺになる。 

そのためのリーダーシップとして、発言しやすいሙを作ることも大切になる。サイ

コロジカルセーフティ（ᚰ⌮ⓗᏳ）をಖつこと、ⴎ⦰しないで発言できる状ែをಖ

つことが重要だ。 

先ど、人をᤚしฟす᪉ἲとして、ࢿット࣡ーク⌮ㄽに触れた。このことをᆅᇦの

どⅬでᤊえてみる。ᆅ⌮ⓗに㏆いことは、ᙅい⤖ࡧつきをりฟすにはもちろん᭷ຠ

だ。ただし、イノ࣋ーションを㉳こすにはᙅい⤖ࡧつきだけでは༑分で、これらを

ᙉい⤖ࡧつきとኚえていかなければならない。ᙅい⤖ࡧつきでὶ通するሗはㄡも

が入手ྍ能で、の人にもఏわりやすい。ࣈレイクスルーにつながるሗは、の人

にはఏわりにくいሗになるからだ。 

᭱後に、私㐩が活動の基┙としている学ෆᣐⅬである、ᩥ⌮㐃ᦠによる社会価値実

現プロセス研究ᣐⅬを⤂介する。 

このᣐⅬの特ᚩは、経Ⴀ学やᨻ学などの社会科学の研究者と自↛科学の研究者が

一⥴になって活動していることだ。ᩥ⌮㐃ᦠによる▱の㐀を目ᣦし、社会科学⣔と

自↛科学⣔の研究者が、本ᙜにいいチー࣒を作って活動している。 

ヘルスケアのイノ࣋ーションにおいても、こうしたሙをฟすることが㠀ᖖに重要

になる。ヘルスケアのイノ࣋ーションは、異分野のコラボレーションであり、行Ⅽの

ኚ㠉をもたらすものだ。だから、そこにはいろいろな㞀ቨがある。技術㠃だけではな

く、社会ⓗな㞀ቨが立ちはだかっている。これらの㞀ቨをどうやってり㉺えるのか。

技術㠃にຍえ、社会ⓗഃ㠃からの▱㆑や᳨ウがㄢ㢟ゎỴの大きな㘽をᥱる。 

社会科学⣔と自↛科学⣔が一⥴になって、イノ࣋ーションの㞀ቨをり㉺えていく。

私㐩、横浜国立大学は、そのためのᅵྎをᥦ౪できると⪃えている。 
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ཧ⪃として、本シン࣏ジウ࣒で⤂介した � つの <18 研究ᣐⅬの活動ᴫ要を、以

ୗにまとめて♧す。 

 

 

࣭<18 ロボティクス࣭メカトロࢽクス研究ᣐⅬ 

 

 

࣭<18 もの࡙くりライフイノ࣋ーション研究ᣐⅬ 

 

 

࣭<18 ᩥ⌮㐃ᦠによる社会価値実現プロセス研究ᣐⅬ 
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ʷʦʐɭɹʃˁʫɵʒʷʕɹʃ研究ચཟ

ચཟᩋ ࡾ学研究ଡ଼ૌ ᗵట ޔ࣐

　メカトロニクス技術やロボット技術は、行為支援と労働力の提供、本邦国際的競争力の
向上、危険環境下での作業代行などの観点から、極めて期待されている技術分野です。と
ころでこれは、非常に幅広い工学分野にわたる横断的な技術です。機械工学、電気工学な
どの個々の技術の発展だけではなく、それらが高度に連携して、全体として発展・深化し
てゆくことが不可欠となっています。
　本学には、機械工学、電気工学など異なった技術分野のメカトロニクス・ロボット技術
研究者が数多く在籍しています。すでに個々人で国際的に高いレベルで研究教育活動を
行っているところですが、本研究拠点活動により、研究者間や産業界等との連携をより一層強化し、この分
野での本学の国際的競争力の向上と、最先端技術の産業界への普及による社会貢献をめざしています。
　本拠点の活動は、下記の通り、基盤となる要素技術研究から、システムとしての応用研究まで、この分野
に関連する幅広い内容を対象としています。
　①モーションコントロール（システムの運動制御技術）
　②モーションプランニング（システムの運動計画技術）
　③アクチュエータ（電気-機械エネルギー変換技術、アクチュエーション技術）
　④パワーエレクトロニクス（電気エネルギーの変換技術）
　⑤センサ（センシング技術、信号処理技術）
　⑥システムインテグレーション（例えば工作機械、
産業用マニピュレータ、手術支援ロボット、二
足歩行ロボット、インテリジェント車椅子、電
気自動車、電気鉄道、マン・マシンインターフェ
イスなど、システムとしての統合・応用技術）

　また本拠点の活動として、研究活動に加えてその
成果の教育への還元も行っています。理工学部の各
系学科や工学府の各コースでの教育を対象にするだ
けでなく、「ロボティクスメカトロニクス副専攻プロ
グラム」での教育にも本研究成果を反映させていま
す。これにより、本分野における学際的な視野を有
する次世代の人材育成にも努めています。
　URLhttp://www.fujilab.dnj.ynu.ac.jp/RCRM/
index.html

氏名  所属部局・部門分野・職名 現在の専門 役割分担・最近のトピックス

藤本 康孝 工学研究院・知的構造の創生部門・教授 電気機器学 統括・アクチュエーション研究

河村 篤男 工学研究院・知的構造の創生部門・教授 電気工学 パワーエレクトロニクス研究

濱上 知樹 工学研究院・知的構造の創生部門・教授 情報工学 自律分散システム研究

前田 雄介 工学研究院・システムの創生部門・准教授 ロボット工学 ロボットマニピュレーション研究

渕脇 大海 工学研究院・システムの創生部門・准教授 精密工学 マイクロロボット研究

下野 誠通 工学研究院・知的構造の創生部門・准教授 制御工学 モーションコントロール研究

加藤 　龍 工学研究院・システムの創生部門・准教授 知能機械学 サイバーロボティクス研究

杉内 　肇 工学研究院・システムの創生部門・講師 ロボット工学 ロボットハンド研究

ロボティクス・メカトロニクス研究拠点 
(Robotics and Mechatronics Research Center: RMRC) 

①モーションコントロール 

③アクチュエータ ④パワーエレクトロニクス 

⑤センサ 

⑥システムインテグレーション 

工学研究院・知的構造の創生部門 
（数物・電子情報系学科） 

・藤本康孝（教授） 
・河村篤男（教授） 
・濱上知樹（教授） 

  ・下野誠通（准教授） 

工学研究院・システムの創生部門 
（機械工学・材料系学科） 

・前田雄介（准教授） 
・渕脇大海（准教授） 

                   ・加藤 龍（准教授） 
                   ・杉内 肇（講師） 

②モーションプランニング 
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横浜国立大学・ものづくりライフイノベーション研究拠点
ー社会人博士学生による分野横断コロケーション型産学連携の実践ー

横浜国立大学・ものづくりライフイノベーション研究拠点
ー社会人博士学生による分野横断コロケーション型産学連携の実践ー

研究拠点代表者：横浜国立大学 大学院工学研究院 システムの創生部門 教授 丸尾昭二

連絡先：ものづくりライフイノベーション研究拠点 事務局

（HP） http://monozukuri-life-innovation.ynu.ac.jp    （E-mail） monozukuri-life-innovation@ynu.ac.jp

次世代ものづくり（3Dプリンティング、ウエアラブルデバイス、先端材料）、医療・福祉介護ロボット、再生医療・ナノ医療

研究概要

研究者からのメッセージ

研究目的
現在、超高齢化社会を迎え、医療・介護の充実、健康寿命の向上、労働力の確保などの課題解決が急務と
なっている。本研究では、本学が有する３Dプリンター技術やロボメカ技術、新材料を活用して、未来の再生
医療・ナノ医療、医療・福祉ロボット技術などを実現し、快適で安心・安全な暮らしを実現することを目指す。

氏 名 現在の専門 ＊グループリーダー

①革新的ものづくりグループ

＊丸尾 昭二 教授 ３Dプリンティング、MEMS
内閣府SIPプロジェクト（H26‐30年度）推進中 Fablab＠KISTECに造形装置を設置
大山 俊幸 教授 高分子化学、高分子・繊維材料、デバイス関連化学
前田 雄介 准教授 知能ロボティクス
太田 裕貴 准教授 有機無機ハイブリッドシステム、ウエアラブルセンサー
H30年度 JSTさきがけ 採択
古川 太一 助教 3Dプリンティング、ナノ微粒子、バイオイメージング
H30年度 JSTさきがけ 採択

②先進医療・健康グループ
＊福田 淳二 教授 再生医療、電気化学

H30年度KISTEC・神奈川発『ヘルスケア・ニューフロンティア』先導プロジェクト採択
竹村 泰司 教授 ナノ材料化学、電子・電気材料工学、マグネティックス
一柳 優子 准教授 ナノ構造化学、低温磁性
H29−30年度 JST未来社会創造事業「ナノセラノティクス」推進中

③人間支援・福祉グループ
＊下野 誠通 准教授 ロボット工学、制御工学

H28‐32年度KSITEC有望シーズ展開事業「医療・福祉介護次世代ロボット」推進中
濱上 知樹 教授 計算機科学、知能情報学・制御・システム工学
藤本 康孝 教授 制御・システム工学、ロボット工学、電気機器工学
加藤 龍 准教授 リハビリテーション科学、福祉工学
島 圭介 准教授 リハビリテーション科学・福祉工学

機械・電気電子・物理・材料・バイオなど多彩な研究者

横浜国立大学の理工系が有する次世代ものづくり技術の強みを融合して、未来の医療・福祉に役立てる
最先端融合研究と産学連携活動に積極的に取り組んでいます。地域企業の研究者・技術者の方を、社会
人博士として積極的に受け入れて、複数教員による研究指導も実施しています。大学の最先端設備・技術
と英知を活かして、オープン・イノベーションや新規事業開拓を担う先端研究を推進し、若手研究者・技術
者の方が博士号を取得することを応援いたします。お気軽にご相談ください。

 

交流磁場  

5 m

力覚付きリハビリ機器

超微細3Dプリンティング 医療・福祉ロボティクス 再生医療（人工肝臓・毛髪再生） ナノ医療・がん治療

丸尾研究室 下野研究室 福田研究室 一柳研究室

磁気ナノ微粒子

ウェアラブルセンサー

太田研究室

フレキシブル
＆ストレッチャブル

各種センサーを実装可能

力覚付き手術ロボット
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୫ျ連携Ⱦɛɞᇋ͢ΙϏးʡʷʅʃ研究ચཟ
ચཟᩋ ّ᪨ᇋ͢ᇼ学研究ଡ଼ૌ ᅊ᧾ ձ

　本拠点の研究的は、「社会科学研究者と自વ科学研究者がڠ力して、社会Ձを࣮ݱす
るイϊベーションのμイφϛζムを研究すること」です。
　େ学・ا業の研究ॴ・ެ的研究機関、及ͼそれらの連携によって、多くの༏れた先端的
な技術が生まれています。しかし、༏れた技術で͋ることは、社会に広く普及・ਁಁする
ことのे分݅では͋りませΜ。社会的に普及するためには、જ在的Ϣーβーへのചりࠐ
Έ、ݦ在化したϢーβーとの関ੑ構ங、技術のフΥローアップ（アフターサーϏス）体制、
ಛڐの理、国内֎ඪ४化へのऔりΈといった、技術の研究։発そのものҎ֎のマネジ
メントがඞ要になります。
　本研究拠点では、Ҏ上のよ͏な視֯にཱ٭し、ܦӦ学をத৺とする社会科学者と、࣮際に技術を։発して
いる自વ科学研究者が一体となって、େ学で研究։発されている技術の社会への普及μイφϛζムを໌らか
にしてい͖ます。
　۩体的には、「自࣏ݾ༊材ྉイϊベーションがະདྷ社会に༩えるӨڹの分ੳ」（工学研究院º国際社会科学
研究院）、「น໘化のར用者બධՁ」（ࢢイϊベーション研究院º国際社会科学研究院）等のڞಉ研究
活動が࢝まっています。その成果の一部にͭいては、国内֎の会ٞや学会で発දも行いました。
　また、「研究と教育は一体で͋る」
とい͏ߟえํにཱͪ、จ理で連携した
学生への教育活動にも力をೖれてい
ます。例えば、「ロボットアームでϛ
クロなֆをඳく�%プリンターの展ࣔ
（MaLeS'aiSe5PLyP）」（工学府ºܦӦ
学部）、「先端ҩྍ技術を用いたϏジネ
スプランのߟҊ」（工学府ºܦӦ学部）
等が͋ります。จ理の境界をӽえた学
生と研究者ಉ࢜のަྲྀから、૬ޓのྖ
Ҭに関する深い学ͼと知ࣝの創造にऔ
りΜでいます。

氏��名 所属部局・部門分野・職名 現在の専門・ֶҐ 役割分担
ਅು�誠࢘ 国際社会科学研究院・国際社会科学部門・教授 技術ܦӦ・ത࢜（ܦӦ学） 研究統括ɼΦープン・イϊベーションの活用ɼアクション・リサーチのਪਐ

ݟ�༟೭ 国際社会科学研究院・国際社会科学部門・准教授 マーέティング・ത࢜（社会学） 技術ՁଌఆとϏッグ・σータ分ੳɼマーέティング手๏の応用

大প�խ 国際社会科学研究院・国際社会科学部門・准教授 イϊベーション・ത࢜（学） 技術普及の応用ɼイϊベーションのメカニζムղऍ

ϔϥʔ・μχΤϧ 国際社会科学研究院・国際社会科学部門・教授 ものͮくりܦӦ・ത࢜（ࡁܦ学） 国際的ڞಉ研究/連携のਪਐɼものͮくりՁのղऍ

҆本�խయ 環境情報研究院・社会環境と情報部門・教授 ։発理・म࢜（社会学） 国際ඪ४化活動のਪਐɼ研究者のネットワーク分ੳ

தඌ　ߤ� 工学研究院・システムの創生部門・教授 材ྉ工学・ത࢜（工学） 自࣏ݾ༊材ྉ研究に関するσータの提供/分ੳ/ղऍと知ݟの活用

ؙඌ�তೋ 工学研究院・システムの創生部門・教授 �̙プリンティング・ത࢜（工学） マイクロޫ造ܗ๏に関するσータの提供/分ੳ/ղऍと知ݟの活用

田�३ೋ 工学研究院・機能の創生部門・教授 生工学・ത࢜（工学） ໟ࠶生ҩྍ技術に関するσータの提供/分ੳ/ղऍと知ݟの活用

٢Ԭࠀ� 環境情報研究院・社会環境と情報部門・准教授 情報システムセΩュリティ・ത࢜（工学） 情報セΩュリティ技術に関するσータの提供/分ੳ/ղऍと知ݟの活用

ඌ࡚�৳ޗ 工学研究院・システムの創生部門・准教授 材ྉ力学・ത࢜（工学） の活用ݟ象の࣮ફ的モσリングに関するσータの提供/ղऍと知ݱࡲ৮・ຎ・ܗ体の変ݻ

ୋඌ�య 工学研究院・システムの創生部門・准教授 （工学）࢜Ӊ工学・തۭߤ Ӊ։発におけるスラスタ技術に関するσータの提供/ղऍと知ݟの活用

ౡ　ܓ�介 工学研究院・知的構造の創生部門・准教授 生体ҩ工学・ത࢜（工学） 知能ロボット技術に関するσータの提供/ղऍと知ݟの活用

ᴡ藤�孝༞ 研究ਪਐ機構・ಛ教һ（准教授） ҆全อো・ത࢜（国際ࡁܦ࣏学） 技術Ձσータのऩू/分ੳɼ社会と科学技術の関ੑղऍ

ਧ�໋大 研究ਪਐ機構・ಛ教һ（准教授） 科学技術ࡦ・म࢜（国際ࡁܦ࣏学） 技術Ձσータのऩू/分ੳɼ科学技術ࡦのӨڹ分ੳ
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